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高 分 子.化 学 が 生 ん だ 完 全 防 水 材

( E ・ p . 下 ゴ ム シ ー ト j

本7t"1-ーヌヤd 回

. “ 万 能 合 成 ゴ ム " と い わ れ る E . P ・T (エ チ レ ン ・ プ 口 ピ レ ン ・ タ ー ボ リ マ ー ) ゴ ム の 開

発 に よ っ て つ く ら れ た ネ オ ・ ル ー フ イ ン グ E B は 、防 水 の 問 題 を い っ き に 解 決 し ま し た

・ 工法 は 簡 単 に 、 性 能 は 一 段 と 向 上 し ま し た 。

い ま ま で の ブ チ ル コ ム 系 、 ネ オ プ レ ン 系 の も の に く ら べ て 耐 候 性 、 耐 摩 耗 性 、 耐 破 断 強

度 は 特 に す ぐ れ て い ま す 。

・ 建 築 物 の 屋 根 防 水 、 地 下 防 水 、 地 下 鉄 防 水 、 橋 梁 防 水 、 な ど 用 途 の 広 い 完 全 防 水 材 と し

て 虫 子 言 平 を い た だ い て い ま す 。

二 ツ 星 ベ ル ト

ネ オ ・ ル ー フ イ ン グ 工 業 会
新潟北川涯膏工業( 株) 新潟営業所 T E L (0252)  45- 0  9  8  1  

札 幌 ( 株)浜 建 T E L (0122) 26- 5  6  7  6 代 大阪( 株) 久 保 商 底 T E L (06) 364- 0  2  0  6 代

東 京 日 本 綜 合 防 水 (株) T E L  (03)  292- 2  6  6  1 代
大 阪 ( 株 ) 木 下 謹 三 商 庖 T E L (06) 443- 0  1  1  5 代

東 京 高 山 工 業( 株) T E L  (03) 251- 0161 - 3  1301- 2  
大 阪 日本綜合防水 (株) 大阪営業所 T E L (06) 329- 1  0  2  3 代

東京( 株) 三 柏 高 会 T E L (03) 251ー 7517 ・8867 大 阪 高 山 工 業 (株) 大阪営業所 T EL (06) 364- 9  0  1  5  

東 京 (有) 金 岡 興 業 T E L (03) 363- 4  3  4  
大 阪 ネオ ・ルーフィング防水 (株) T E L  (06) 341 ー 7 6  0  8  

静 岡 (株) 三 井 エ 業 所 T E L ( 0542) 85- 9  5  神 戸 石 井 建 材 有 限 会 社 T E L (078)  51 - 5 3 5 3 代

富士( 株) 三 井工業所 富士営業所 T E L (0545)61ー l 6  8  8  広 島 青 盛 法 材(株) T E L  (0822)  21- 2  2  8  1  - 6  

名 古 屋 中 央 建 材 工 業( 株) T E L  (052) 251 - 3  5  4  
岡 山 青 盛 建 材 ( 株 ) 岡 山 営 業 所 T E L ( 0862) 23- 8  2  8  5  - 7  

金 沢 北 川 涯 青 工 業 ( 株 ) T E L  ( 0762) 41 - 1  1  3  1 代
福 岡 青 盛 建 材 ( 株 ) 福 岡 営 業 所 T E L (092) 28- 5  5  6  6  - 8  

福 井 北I1 1涯青工業( 株)福井営業所 T E L (0776)  23ー 1134 ・8847
福岡( 株) エ キオ 社 T E L (093) 38- 1  4  6  8 代、

富山北川涯青工業( 株) 富山営業所 T E L  (0764)21- 2218 . 41 - 039 1  
松山( 株) 山 本 商 会 T E L ( 0899) 3 - 6  2  6  1  

企 三 ツ 星 ベ ル ト 株 式 会 社

本 社 神 戸 市 長 田 区 浜 添 通 4 T E し (078) 67 - 5071 大 代 表

支 底 東 京 ・神 戸 ・ 名 古 屋 ・福 岡 ・札 幌 ・ 大 阪 ・金 沢



旭硝子は、建築における力ラスの性能と構法の研究

開発をっつけています。高所におけるガラスの耐風圧

性能に関する独自の研究もそのひとつで、世界で初め

て開発した旭硝子研究所の新鋭耐風圧試験機 (脈動方

式: 水密テス ト同時可能) も、この研究に大きく貢献

し、超高層建築の設計に不可欠のデ ーターを集積する

ことが出来 ました 。

旭硝子では、この風圧に関する諸研究の ほかにも 、建

築の設計にフ ィー ドハ ックする基礎研究、そして新構

法の開発に努力 していま す。

Ｎｾ診シ旭硝子株式会社
本社 東 京 都 千 代 田区丸ノ内 2 ー 1 4  

電話 (03) 211 - 0 4  1  1大代表

支后 東京 ・大阪 ・小倉・名古屋 ・小梅・仙台
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〈新発売) ｾｊｉＧ 窃ｾｾィル ｵｍＢ
日本の感覚“ M " タ イ ル 一 一 気 品 と 風 格 の あ ふ れ る 床

J  

J  

、・

風 格 あ る ビ ル づ く り に一 一 いままでにない、頃品のある床材。みなさまには初お目見えの色と模

様です。いつまでもアキのこないのが特長です。風格あるビルづくりに

ぜひ欠かせません。

優 れ た 品 質 と 性 能 で一一ー ますます高級化する最近のインテリア・デザインが求めていた床材。

プラスチック床材でいちばん経験の深い田島応用化工。その優れた

技術と経験でついに登場させました。

- 色と模様は 12種類 一豪華な見本帖を用意しております。ハガキにてお申し込みください。

三重ず事実ｾｾル ｐ Ｎ の

田 島 応 用 化 工 株 式 会 社

東 京 / 千 代 田 区 岩 本 町3一 11 T E L  866- 61 01 ( 代 ) 大 阪 / 西 区 京 町 堀 1一 74 T E L 4 4 1 - 5951 (代 )
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日 本 建 築 協 会 会告一一一一

‘ 住宅公団森之宮市街地住宅と大阪市清掃局森之宮工場( 塵芥焼却場) の見学会

日 時 6月15日( 土) 午後 21時- 5 時

集合場所 大阪市城東区森田T2 ー l 森之宮市

街地住宅前( 国電環状線森之宮駅

下車東へ200m 目標会旗)

見 学 先 森之宮市街地住宅

午後 2 時- 3時

清帰局森之宮工場

午後 3 時30分 - 5 時

定 員 150名

申 込 6 月14日( 金) までに電話 ( 231

9648) で事業課へ

(共 催 日本建築協会 ・日本建築学会近畿支部 ・大阪府建築士会)

建築概要

。森之宮市街地住宅

所 在 地 大阪市城東区森町 2 - 1

設 計 日本住宅公団大阪支所 ・三座建築

事務所

施 工 大成建設附 ・( 刻松村組

構造規模 S R C造 ・地下 l 階 ・地上14階 ・

1部11 階 ・計 5 棟

敷地面積 26. 117 n:f 延面積 63. 418n:f 

施 設 スパーマーケット ・貸庖舗 ・貸事

務所 ・集合室・駐車場約2∞台収容

工 期 昭和41年 3 月~昭和43年 3 月

o清掃局森之宮工場

所 在 地 大阪市城東区森町18 - 2

設 計 東畑建築事務所

施 工 岡 藤 田 組

構造規模 S R C造 ・地下 l 階 ・地上 6 階

建築面積 3. 985n:f 延面積 20. 162n:f 

工 期 昭和41年 9 月~昭和43年 9 月

ただし予熱ボイラー付焼却炉装置その他は田

熊汽健闘にて施工中。

〔註〕建物と施設一切が完成して運転開始後

本年 12月上旬にもう一回見学会を催し

ます。



4 昭 和 4 3 年 一 級 建 築 士 試 験 の 実 施

本年から新制度による試験がつぎのとおり実施される。 ただ し， 昭和

39年以降の一級建築士試験にお いて合格点、を得た科目 を有する 者は，新

制度に よる試験を受けても，また従前の制度に基づ く試験を受けてもよ

し、。

1. 受験申込手続一一ー昭和43年 6 月13日- 6 月21日までに住所地の都道

府県建築主務課まで申込手続のと と。受験申込用

紙などは 6 月 5 8 から交付する。

受験手数料は 1， 2∞円。

2. 学 科 の 試 験一 一試験期日 : 昭和43年 8 月17日( 土)

午前 9 1待- 11時 学 科 I ( 建築計画，環境工学，

設備に関するもの)

午前111時20分~午後 0 1時40分 学 科rr ( 建築法規

Iζ 関するもの)

午後 11時40分~午後 3 1時40分 学 科 旺 ( 構造力学

一般構造，建材に関するもの〕

午後 4 11寺~午後 5 1時20分 学 科N ( 建築施工，積

ｾｦζ 関するものＩ

合格者の発表は l昭和43年10月上旬。

3. 設計製図の試験一一学科の試験K 合格した者lζ 限り受験できる。試

験期日は昭和43年10月27日( 日) 正午~午後 5 時

30分。設計課題 ，公民館。

合格者の発表は 11/:3和43年12月中旬。

4. 従前の制度に基づく試験一一 昭和43年 8 月17日( 土) ( [ ，建築計画

法規，構造，施工の 4 科目! とついて試験が行なわ

れる。昭和43年 8 月18日( 日) Iζ 建築設計製図

( 課題 ; J苫舗っき貸事務所) の試験。

以上詳細については，都道府県建築主務課へ問合せください。

喝建築確認申請書提出部数について

大阪府では，標記について，関係市町と協議の結果，従来，建築確認

に関する申請書は，確認申請書，向通知書各 l 部と していま したが，昭

和43年 6 月 1 日より ，市町の参考資料として確認通知書 l 部( 附近見取

図，配置図，各階平面図を添付) を追加する乙ととし，府下全域を統ー

する乙 とにしました。

噌'

• 



日 本 建 築 協 会 会 告

4 昭和43年 度 理 事 会 務 分 掌

4 月11 日開催の第 l 回理事会におきまして理事各位の会務分掌が決定

いたしました。 ( 0 印主幹)

「

H
」

=一王ロ

築 ( 10名)

茂氏

基 次 氏

溌 雄 氏

孝 氏

中原

0 政 岡

石崎

足 立

編計 ( 5 名) I  

正 勝 氏

会

越田

務 ( 13名)

橋本宏、保氏

堀 内 三 郎 氏

( 技 術 部 門 ) 0 佐 野 正 一 氏

後 藤 典 夫 氏

岡 橋 作 太 郎 氏

総

下 記のとおり通常総会を開催いたしますのでど多忙のところ淘に恐縮

ながら何卒お繰り合わせど出席下さいますようお願い申し上げます。

社 団 法 人 日 本建築協会 会長 束 畑 謙 三

記

昭和43年 6月20 日( 木) 4時

近畿建築会館 4 階集会室

1. 昭和42年度事業報告承認の件

2. 昭和42年度決算報告承認の件

3.  昭和43年度収支予算承認の件

司通常総会開催通知

と き

と こ ろ

ぎ だ い

浅 沼 猪之 吉 氏

白 井 周 二氏

芳郎氏大林錬 一 氏

藤 一 氏

雄 吉 氏

英雄氏

中

池

村

森

竹

鴻

松

松

4 大阪大学産業科学研究所と日本建築総合

試験所の見学会

横田一喜一郎氏

芳 山 保 蔵 氏

正 雄 氏

栄 一 氏

浅海

須賀

圧 市 氏

O 尾 亀 清 四 郎 氏

田 中 政二 氏

西村太 氏

長吉氏

野 阿 武 雄 氏

中 川 文 雄 氏

佐 藤

南

( 総 合 部 門 ) I  

部)

4 昭和43年度支部選出評議員の選任

各支部選出の新評議員! こ下記の方々 が当選されま した。

( 京都〕

佐 藤 四 郎 氏 ( 岡 大 仏 社 長 )

佐 々 木 米太郎氏( 公成建設側建築部長)

(中 国〉

大 下 繁

松 本 正

( 和歌山〉

山 下 宗

薮 本 芳

( 東海〉

染 木 正

水 野 金

樹 氏 〈 日 成 建 設 ( 同 社 長 )

夫 氏 ( 広 島 市 営 繕 課 長 〕

一 氏 ( 山 下 建 設 側 社 長 )

一氏( 敵本建築士事務所長〉

夫 氏 ( 染 木 建 設 閥 社 長 )

市 氏 ( 中 部 工 業 大 学 教 授 〕

6月12 日( 水) 集合午後12時30分ー午後 6 時大阪駅着解散

中之島中央公会堂西裏京阪パス 目標会旗

大阪大学産業科学研究所では主として放射線実験所

日本建築総合試験所では試験施設一切

員 50名( ただし定員に達し次第〆切ります。)

込 6 月10日までに電話にて協会事業課 へ 電話 (231 )9648 

建 築 と 施 設 の 概 要

。大阪大学産業科学研究所

所 在 地 吹 田 市山 田 上

設 計 大阪大学工学部足立研究室 ・大阪大学施設部

施 工 株 式 会 社 大 林 組

構造 ・規模 R C 2 階建，平 家 建 延15，827rrf

内放射線実験所およびベ ーター トロン株

竣 工 昭和43年 1月

0 日本建築総合試験所

所 在 地 吹 田 市 藤 白 台 5 丁目 125 - 8

設 計 日建設計工務株式会社

施 工 株 式 会 社 大 林 組

構 造 ・規模 R C 2 階建， s平家建，C B平 家 建 延 3，330nr

施 設 本館の物理試験設備，耐火試験棟の耐火 ・防火試験設備

開 設 昭 和42年 12月

日 時

集合場所

見学目的

.. 

，) 

定

申

R C平家建 1， 215nr 

a降

昭和43年度の役員が決定いたしました c

記

俊 郎 氏 ( 名 工 大 工 業 教 員 養 成 所 教 授 )

臣 一 氏 ( 竹 中 工 務 庖 名 古 屋 支 庖 長 代 理 )

金 市 民 ( 公 団 名 古 屋 支 所 建 策 部 長 )

孝 二 郎 氏 ( 公 団 H  段針恕長〉

稔 也 氏 ( 東 姻 建 築 事 務 所 名 古 屋 事 務 所 〕

一 氏 ( 愛 知 工 大 工 学 部 建 築 学 教室〉

昇 氏 ( 三 共 建 築 設 計 事 務 所 長 〕

次 氏 ( 藤 木 工 務 庖 名 古 屋 出 強 所 長 〉

二 氏 ( 名 大 工 学 部 建 築 学 教 室)

勉 氏 ( ウ シ ヤ マ 段 計 研 究 室 〉

勝 氏 ( 安 井 建 築 段 計 事積所名古屋事務所〉

夫 氏 ( 大 同 不 動 産 技 術 部 長 〉

ニ 氏 ( 大 林 組 名 古 屋 支 庖 )

喜 氏 ( 黒 川 建 築 事 務 所 長 )

男 氏 ( 岡 国 連 材 工 事 部 長 〉

康 氏 ( 名 古 屋 市 水 道 局 営 結 係 長〉

之 氏 ( 盛 岡 工 高 専 述 築 学 教 室)

4 東海支部役員の選任
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金英太郎氏( 元日本進国学会会長)

静 雄氏( 日本建築総合欽験所長〉

イ 彦 氏 ( ミ ラ ノ 工 務 庖 社 長 )

ヨム氏( 河井述築設計事務所長〕

夫 氏 ( J ilJ 辛 窯 業 商 庖 社 長 )

清 氏 ( 新 住 宅 社 社 長 )

三 氏 ( 駒 建 築 設 計 事 務 所 長 )

賞
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司 会
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日
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口
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11 

11 

11 
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1/  

阪 瓦 斯 社 長 )

一 氏 〈 栗 本 建 設工業取締役)
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日 本 建 築 協 会 会 告

4 昭和43年度日本建築協会部会世話人および各委員会委員

日 本 建 築 協 会
下記のとおりそ れぞれ世話人および委員 IC委嘱いたしましたので，乙乙 ICお知らせ致します。
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• 5 月号会告中細見1) の一部改正の項において，準会員の会費年額金12，000円とあるのは，年額

金1， 200円の誤り ですのでお詫びかたがた訂正い たします。

・工事ll! 負契約約款説明会開催案内記事中， 会' / ! I の項のうち，共催団体会費と あるのは共催団

体会員の誤りです。
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洋

忠
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. 申込方法

5 月31日までに ，申込書 ・受講料 3，500 円を添えて主催事務局へ願い

ます。ただ し定員P: : 達 し次第申込を〆切ります。

夫

計

郎

大阪科学技術センタ ー 4 階講習会室一一 第 17回. jJfm固

と も( 大阪市西区靭 1丁目 18番地) ・但し市ノてス級公園前

建築工事実務講習会

昨年 lζ 工高を卒業した建築技術者，本年大学を卒業した建

築技術者

7 月 l 日( 月) 2 日( 火) 3 日( 水) 4 日 ( 木〉

5 日( 金) 6 日( 土) [ 6 日間〕

午前 9 時→午後 5 時 [ 7 1時間〕

1 6 0 名

学校を卒業 し新採用さ れた建築技術者を対象 として学 校

教育における一般知識の不足を補い，建築工事実務にお

いて直ちに役立つ実務的知識を ，各方面におけるそれぞ

れの エキスパートを講師と し，系統的に講習を行なうこ

とによって従来長期を要した経験的知識をも短期間P : : .

かつ確実( L 把握させ，より有用な技術者を養成 しよ うと

するものです。

日 本 築 建 協 会 会 告

長

昭

幸

. 講義科目と講師

建築工事 着工 から峻功までの業務総論いい・一 ... .. 中 居

材料の検収 とその管理・・. . . . . . . ・ H ・" . ……・ … … … … … 矢田貝

現場P: : 関する諸法規とその手続 ・・・…・ - … .. .・ H ・- 種村

労務管理 と安全管理・…・… " ... ." .. . …… ー ... .. .. 岸 田

仮設物 と仮設材料… … … … ・ H ・a ・...… … … 一. . ". .井 上

施工計画・ー一…. . . . . ・…. • • • • • • .  • • • • • • …  ・ー … ・…・梅 原

土工事 ，基礎工事 ，排水工事. . . .・ H ・・…. • • • • • • • • • • • • . 井 川

地下工法 ........ . ........ ... .. . ・………. . . . .. . . . ………水 畑

鉄筋 コンクリート工事，鉄骨工事.• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • .金 尾

積算，木工事，屋根工事，サッシュ外工事 一 . . . . . . . . 高橋

石工事， タイノレ工事 ，ブロック工事・… ・・ ・… ・・… ・西 111  

防水工事，左官工事 ，塗装工事.• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • . 一塩 脇

工事機械 と工器具類…・・…・…・………・ ・・ ー…. . . 一 木 下

現場製図.. ........ . ・・・………………・・………・・窪 田

設備工事…・ … ……. . . . ... .. … - …. . .. . . …. . . . 玉 田

建築工事実務講習会

本年工高を卒業した建築技術者

6 月 17日( 月) 18日( 火) 19日( 水) 20日( 木)

21日( 金) 22日( 土) r  6 日間〕

午前? 時→午後 5 時[ 7 時間〕

1  6 0 名

‘ 昭和43年度建築工事実務講習会

( 旧称 ・現場実務講習会)

. 講習の終 了証 書

各国とも最終日の終諸式でお渡しします。

. 講習時間表 ( 受講券)

申込受付の際にお渡しします。
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( 自昭和28年 1月号)

至 昭 和43年 5月号「建築と社会」誌に既載の医療施設関係の作品と論文記事一覧
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法 令 コ ー ナ ー

日本建築協会法規委員会

質疑などの投摘をお待ちしております。

o 火災による事故防止対策の強化

について(1)

先月号 IL掲載しましたく耐火建築物における

火災による死傷事故の防止について> と題する

通達につづいて，表題の通達( 建設省住指発第

70号，第71号昭和43年 4 月 5 日) がでました。

そのなかでく設計者，施工者および維持管理者

lζ 対する防災措置指導方針> があきらかにされ

ました。

乙れはさきの通達の具体的な実施要領と考え

られますので，その( 全文) を掲載します。

設 計 者，施 工 者 お よ び 維 持 管 理 者 に 対

す る 防 災 措 置 指 導 方 針

昭和43年 4 月 5 日

建設省住宅局建築指導課長

最近の耐火建築物火災による人身事故の例に

lζ 伴なう煙の局限 ならびに安全な避難の確保の

ために，建築物を設計 し，もしくは施工し，ま

たは維持管理するものに ，特 lζ 留意すべき事項

として次の点に重点を置いて指導されたいの

目次( 省略)

S  1  設 計 に 関する 事 項

1. 原 則

(1)  建築物の設計にあたっては，その建築物

を使用する者，特』ζ 不特定多数の者，老幼弱者

なう煙の拡大の抑止を図るため K 設けるものと

し，特11: ，各階ごとの区画を構成するよう努め

る乙と 。ま た，各区画ごとの避難の安全性を確

保するため避難階段などの避難施設および避難

用のパノレコニーもしくは器具などの設置を計画

するとと 。 ( 附 : 参考図1 ' h 1 - 4 参照)

(2)  直通階段

直通階段の構造は，昇降にあたり ，避難の方

向が明確に判断できるものとする乙と 。また避

難を容易にする目的で歩行距離が規定されてい

などの特性lζ 応じた具体的な避難行動K 想定し る趣旨にかんがみ，階段までの経路に複雑な形

て，避難の安全性が確保されるよう，防火上， 状の廊下があるもの ，廊下，ホールなど通行以外

避難上支障のないよう考慮すること 。 の用途 lζ 供する部分があるものなと ，避難方向

(2) 災害時におけ る避難行動，救助活動，消 が明確でなく ，混乱を生ずるおそれのある平面

火活動などが円滑に行なわれるよう，明快な動 計画を避けるとと。( 附・参考図N d'5 - 8参照)

線に基づいた平面計画を樹立する乙と。 (3) 二以上の直通階段の段置義務

(3) 細部設計にあたっては ，施工上および維 二以上の直通階段を設置する目的は，いわゆ

持管理上の利便についても ，十分考慮する乙と。 る二方向避難を確保するととにあるので，ニ以

(4) 特に，避難階段，廊下などの避難経路，防 上の直通階段を ー箇所lζ 集中して設計するな

火区画および乙れらに附属する防火戸その他の ど，利用の実態上ーのものの機能とほとんと変

防火設備，排煙施設，消火設備，避難器具，その らないような平面計画を避ける乙と 。 ( 附: 参

他の避難誘導用標識などについては ，災害時11: 考図ぬ 9 - 12参照)

おいて何人でも容易に操作ができ，かっ機能が (4)  避簸階段および特別避難階段

十分に発揮されるよう乙れら相互の関連を綜合 階段室への出入口に防火シャッタ ーを使用す

的に勘案して，設計および設置を行なう乙と 。 る乙とは，火災時の閉鎖が完全に行なわれ難い

2. 重点事項 ばかりでなく ，閉鎖後の出入の使および防煙機

(1 ) 防火区画 能の何れについても適当でないので，極力避け

防火区画の配置にあたっては ，型式的に面積 る乙と 。( 附 参考図ぬ13- 15参照)

かんがみ，火災発生時における火災およびそれ 区分を行なう乙とを避け，火災およびそれに伴 ( 以下次号)

N. l  不可 N. 3 可

直飽器品l

' りレコニー

"" 4  可

屋外 ￟ｾ 段豆Ｂ週娘盟且付パルソニー

〔防 火 区 画〕

可

巨

画

やや可

[ニ以上の階段の位置〕

7 開閉

" " 8 

No. l3  不可

t 仁昨;:t:1 耐火構 遺賢

明 量 防 火 川P 凶手，引車防火

シヤy タ 寸 ，[ ;  ゾヤ γ タ-

lj3岬防火シヤ γ ター〈ぐり戸付

国

一て百

圃下

[直 通 階 段〕

No. 14 やや可

t ヰヰ同 = 唱耐火禍 連盟

自劃閉釦 E 吾平ζ 量一自

lj3樋 防 火 戸 _ ｕｾ＠ l J N  I  

{ ドアー) =十 J

Ij3I量防火 シベ?": ;ター

[ 避 雛 階 段]

No. 15 可

l uP 0向T・

8 函ν ，

甲唖防火( ドア)

7  



- 回転 軸 部 に ナ イ ロ ン ベ ア リ ン グ を 採 用 し た 耐 久 品

- 本品は特に各部品の材料を吟味し、表面が錆

びないようボンデライジング加工を施した上

に防錆塗装 をしております。

・ 焼付塗装仕上製品の他に 、他の持出 し吊の腕

部( 吊込後扉から露出する部分) に s U  S  27 

( 18. 8) ステン レス製ヘアーラ イン仕上 の化

キ庄カバーを付けであります。

・ 回転昔11分に ナイロ ンベア リング及びスラス ト

ベアリングを依入しであります。

・ 日IJ 製の設計製作をも歓迎致します。

ー'

- 弊 社 製 立 枠 付

ピポ ッ トヒ ンジ

は;

実 用 新 案登 録

第 517316号 の

立 枠 に は 何 ん ら

抵 触 致 し て お り

ま せ ん 。

骨量

う 住 友 の 永 久 磁 石 を 使 っ た く新 し い ド ア ー ・ ホ ル ダ ー〉

ヨ，，;_μ -c.， .. .. 

三 築 建 材 工 業 株 式 会 社

只
〉

民

H
H

V

K
υ
 

本軽快なワンタ ッチ

従来 のゴム戸当りと違 って、ワ ンタ γ チ

で軽〈接触するだけで、ホールド します。

* 強い磁気力

磁気力が強力なため、風力 などであふら

れて離れるよ うなことは全然ありません 0

. 設備場所を床にお求め の場合、 床用デ

ザイン のものも用意しております 。

4・

ｾ＠
大 阪 市生 野 区 巽 矢柄 町一 五 一番 地

大 阪 (75 1) 3 6 5 3 - 5  
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可島

投稿をおまちしております。掲織の

分には規定の稿料を差上げます。

口 建築各種技能職業訓練用映画

製作に努力せよ 口

建築関係の技能工のうち ，現在技能検定の笑

施されているものは ，建築大工，左官，板金工，

家具工，建具工，配管工，タイ J レ工，畳工，プロ

ック工，とび工，構造物現図工，建築 ・塗装工

の大体 12種がある。

そのうち ，労働省の職業訓練局が実施してい

る通信講座は ，建築大工，左官，板金工，配管工，

家具工. 建具工の 6 種lζ 限られている。乙れら

は職業訓練を目的としたものであるので，学校

教育とはその目的に異なるのであるから ，当然

一線を引かれねばならない乙とである 。すなわ

ち職業訓練は直ちに職業人として社会が認める

技能はもちろん体力も要求されようし，またあ

る程度の専門的知識も 二次的に要求される 。そ

れを具備させねば職業訓練の目的は達成できな

い。だが講義録に目を通して見て も，余り技能

そのものは考慮され，書かれてはおらなし、。二

次的のいわゆる専門的知識が主体である 。

と乙ろが，技能の目的は技能の結果を生むた

めの最小の労力 ，最小の疲労，さらに ，不測の

ミスを排除するにあるはずである。私は昔の俸

の技能そのまま踏製せよとはいいせまん。新 し

い建材には新 しい技能が当然生れてくるのが当

然と ，思 う。また新しい構法には，新しい技能で

なくてはできないはず。職業訓練κ も，開発の

‘r  

訓練と踏襲の訓練とあるはず，開発を忘れた訓

練乙そ ，あるいは時代遅れ，す‘れの技能工をだ

してしまわないか と心配になる。

だが，現在の時点においては ，実際の技能の実

態を把握 して，それを解りやすく，間違いなく，

訓練するほかにはありません。見様見 7 ネも良

し、かも知れないが，その見様見 7 ネのモデJ レに

なる現実の技能は 日常一般に見られるならばそ

れでよし、。しかし ，現実はそれだけの優秀なる

技能を発輝している実例は少い。また見るとと

も難しいとなると ，方法はただ一つ ，技能の標

準となるよう な技能を実際に演出させ，それを

フィノレムに撮して，専門の方に解説させる。また

技能の コツはス ローモ ーショ ンで解説させる 。

また実際の状況も ，加えておき ，見習工IC，映

画で実際 lζ 見せて説明していく乙とは ，乙れか

らの技能訓練には重要なことと私は信ずる。

技能映画，小さくてもよい。 8 m m位セも十

分。各種業界の援助で‘ 構成され，どんな職種の

技能も 映画を見れば，大体は了解できる よ うに

建築技能界が変革していく乙とを希望する次第

であ る。( 大阪市浪速区元町 l ー762 鈴木忠五郎)

口 建築年鑑1968について 口

乙としの 「建築年鑑賞」 は，磯崎新の「大分県

立大分図書館」にきまった。乙の作品はその大

胆な空間論理に特色があるのまた戦後派ともい

ってよい世代がようやくわが国の建築界の第一

線にのりだしたとい う意味で も特色がある。

丹下健三があ るとき，彼に 「ゲリラ隊の隊長

から正規軍の隊長たれ」 とい った という乙と

は，何か印象的である 。今の一種の錯綜模様の

世にあっては ，むしろ平坦な地より 丘陵の起伏

のはげしい地できたえた方が勝ちであ る。大分

図書館の空間論理は ，平地に建てるより ，丘陵

地の起伏のあると乙ろに適して いるものな の

だ。あの位置は昔の城郭の横といって も平坦な

処である 。その点では，あの建物はむりか ら完

結させられて しまっている乙とは，惜しい乙と

だ。突出 した四角い梁は力強さを表わすという

より，抜いた万がさやに もどらない硬直さに泣

いている 。 乙ういう 平坦な と乙ろで，勝負させ

るより ，丘陵地で勝負させた方がはるかによか

ったので‘ ないか。いたずらにいますぐに正規軍

の正服で身をかまえると ，その空間論理は死ん

でしまうと思え ・ーー といいたくなる作品だ。

とんだ作品批評になったが，乙の大分図書館

が年間賞として収録されているほかに， r 1  N  j  

と題 して，建築を 7 ティエーノレとしてと らえ る

べきだという図解特集や ， r遊戯的建築」と称

する論説がある 。

今回から作品を都市一建築ー インテリアの三

つに大別して収録 している。都市として千里，

高蔵寺，泉北の各ニュータウン，都市再開発の

実例などが紹介され，建築作品としては①自立

する被膜として，千代田生命相互会社，蛇の目

ミシン本社， 百十四ビノレなど ，②シ ステムの露

出とし て，山梨文化会館，国立京都国際会館な

ど，③とりかとまれた環境として，パレスサイ

大 分図 ｾ ｾｾ 配

ドヒツレ，埼玉会館など，④ピクニックアーキテ

クチュアとし て，大学 セ ミナ ーハウス ，大阪府

総合青少年野外活動センターがとりあげられて

いる 。インテリアもインテリアデザインの観点

か6 光をあて，家具デザインの実例ものせてい

る。

時代の焦点として， r開発と保存j ， r産業

革命としてのプレファ ブj ， r建築教育 j ，r反

恒久的なものを」の論説をとりあげ，生産技術

として，建築産業図説，計画 ・構造 ・設備技術，

施工 ・基礎工法 ・工業化，材料工法 ・ドクメ ン

テーション ・技術文献がとり あげ られている。

そのほか建築 ジャーナリズム関係の資料もあっ

て便利だ。

乙の建築年鑑1968は，編集者の宮内嘉久がい

うよ うに ， rわれわれの建築と都市 と国土との

未来像を積極的な志向をもって先取りしてゆき

たい」という希望のものに編集された 。過去の

足どりをふりかえりつつ ，その現実のな かか ら

未来を先取りするという，いわば「新しい時閣

のなかへ」探究してい乙うという態度は，大い

K 買うと乙ろだ。全体として，反アカデミック

なと乙ろもよい。と乙ろが，アカデミックでな

いといっても ， もっ と庶民の立湯 ・労働者の立

場からの アプローチが貫かれているのか とい う

とそ うでもない。 ともあれ， 書棚 ICは対Ij えてお

きたい年鑑だ。 ( M )

( 建築年鑑1968- A 4 ｾＧｊ 変 形 Ｎ 340J J : . 定価2. ＸＰ ｾ 円

編集発行ー建築ジャーナリズム研究所)

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111ドIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII II IIIIII IUIIIIIIIIIIIIII I IIII III 'II III IIII 111111111111111'111.111111111111111111.111111111111111111111111111111111111111'111'111111111 11111111" ，11・

日明治建築土木史年表・関西篇 ( その17) ( 明治 11年 8 月20日- 21日) 口

明治

11年 8 月20日 京都一一大津間鉄道工事開始。

1/  / 1  1 /  

11 11 11 

1/  / /  1/  

京都京極通り桜町lζ 魚吹き屋が開業。早朝より午前 21時頃まで大繁盛という。乙れは

銅または真鈴の 6 寸余の吹矢10;;li.:を l 銭で客に貸し ，幅 3 尺，長さ l 丈 6 尺，深さ 7. 8

寸の箱の清水の 中に泳いでいる 金魚 ， 鯉 ，鮒， 鰻 ， ｾ ｉ ζ ｉ 次 矢が当ったらそれだけ渡す と

いう商売。ただ し，2∞本(20銭) 吹いて も l 匹も取れない客が毎日何人 もいたという。

東京本所柳島の妙見神社は大分絞れたが，大阪府下南地自安寺の妙見神社は猶盛ん

で， 日々の 'f.'f: 銭が平均 5 円。毎月の縁日には80円以下ということがないという。乙

の社は前年焼失し ，仮拝殿しかなか った。そ乙で信者が寄合って ，5C別円集めたが，

猶 l 万円不足なので，ネ土の泊券を抵当 Iζ 世話人の富豪から l 万円を借 り，毎日の袋

銭をすっかり渡して営繕に着手した。

大審院臨時裁判所。西南戦争IC呼応しようとした土佐民権左派政府顛麗容疑IC判決。

容疑事実の中には ，林有造が外人貿易商館κ 多額の手付金を渡し ，いつでも銃器弾

薬を取寄せられるようにしたという条項がある。刑は大江卓，林有造禁獄10年。岡

本健三郎 2 年。竹内綱 l 年。片岡健吉 l∞ 目。何れも士族の籍より除族。

グ グ 21日 大審院臨時裁判所。元老院幹事陸奥宗光 IC除族。禁獄 5 年の判決直ちに執行。京都

行在所出張中 lζ 大江の企を承知し ，電信私報の禁を犯した罪科。

( 東京都北区神谷2ノ22ノ13 須藤欣ニ)

'"・1・11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111“11111111111111111111111111・t・111111111111111“111111111111111111111111111' 111111・s・" " "1" '111'" ・1・1111111・t・11111111'111111111111111111・4・・・・M・1111" ・4ι " " ，，，11‘
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衛生設備器具は

すまい設計での大切なポイントです

「明るく清潔な住い」を テーマに 50年、 東洋陶器は、

洗面所 ・お台所 ・トイレ・浴室など、毎日たくさんの水

を使い、 「明るく 、清潔」なことが最も強く要求される

衛 生 設備 器具について 数多くの優れた製品を生み 出し

てまいりました 。

※ さわやかな朝に ・

洗面器 ・メディシンキャビネット化粧鏡

※ 快適な「水洗式トイレ」に ・

腰掛便器 ・和風便器 ・小 便 器 ・手洗器

※ 一日の疲れをいやすお風呂に ・

トートライトパス ・ホーローパス ・外焚用 ・内焚用

対スミ主

など、暮しを豊かにする「住いの衛生設備器具」のこと

なら、すべて東洋陶器におまか せ ください。

衛生設備器具総合メーカー

一ノ0 90ι ol<i

洗 面 所 / トイ レ / 浴 室 用 の 衛 生 設 備 器 具 に つ い て

詳 し く は お 近 く の 営 業 所 ・取 扱 屈 で ご 相 談 下 さ い 。

l 東洋陶器[

本 社 北 九 州 市 小 倉 区 篠 崎 町 4 5 8 T E L 大代 ( 53 ) 5  1  5  1  

営業所 東 京 ・ 大 阪 ・ 名 古 屋 ・ 北 九 州 ・ 広 島 ・ 高 松

本L I幌 ・ 仙 台 ・ 富 山

10 
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めている 。府の構想によると，府下の北，東， しかな っておらず，公益事業としては低すぎる

南の 3 カ所に流通業務センターをつくり，将来 ので新計画では乙れを63. 6%( 集中地域74. 5%)

建 築 と 社 会
それぞれ副都心に発展させて大阪再開発に役立 に高める 。特に大都市( 東京瓦斯，大阪瓦斯，東

たせる ζ とにしているが，乙んど造成される流 邦瓦斯の供給区域) の人口集中地域に重点を置

ス
-
-圃. ユ -

ニュース原稿をお送りください。

- 日本建築協会創立51 周年記念日

の集い

創立 51周年の記念日を迎えた日本建築協会

は. 3 月30日午後 2 時より，名誉会長，名誉正

会員，支部長，友好団体および日刊建設新聞社

の代表者をお招き して，大阪商工会議所ピノレに

おいて創立記念日の集いを開催した。

通業務センタ ーは，北大阪副都心の核になる

さきに開業した東大阪流通業務センターにつく・

ものである 。

選ばれた島，野々宮地区は ，大阪中央環状線，

十三 ・高槻線，茨木 ・寝屋川線など幹線道路に

近く周辺には最近，倉庫などが次第にふえてい

る。また安威川流域下水道の整備ができると，

工場などが進出する乙とも予想されるので，先

手をうって流通業務センターをつくり，計画的

な町づくりの基盤 lζ しようというのがねらい。

府の計画によると，百ヘクターノレの用地のう

ち80ヘクターノレを流通業務団地とし， トラック

ターミナ J レ，物資集散施設をつくる 。荷扱い品

は約 l 万トンで，東大阪 卜ラアクターミナノレよ

り Ｖｾｊ 方大きく，将来，府下の荷扱い置のほぼ

Ｒ ｾｊ をさばく。残り ＲＰ ヘク タールは，公園緑

地，駐車場などにする。質収が終れば年内にも

都市計画審議会にかけて計画決定をする予定。

- 日本建築協会，役員委員の見学

と懇 親会

恒例のとおり，昭和42年度の日本建築協会役

員委員の見学と懇親の会が，去る 4 月 13日，晴

天のなかで行なわれた。参加者90名パス 2 台を

連ねて，法隆寺にいき，記念撮影後，法隆寺内部

を特別拝観した 。つづいて新装なったばかりの

中宮寺本堂( 設計 : 吉田五十八，施工: 大林組)

毎日放送時局解説委員富岡沼氏の「激動する を大林組の是永亀雄氏の説明をききながら ，見

世界と日本」について講演を伺った後，祝賀パ 学した。中宮寺見学後，パスで奈良ホテノレへ参

ーティに うつった。東畑会長の挨惨，竹腰名誉 って，そ乙で懇親パーティに移り ，テープルス

会長の発声で乾杯，宴 lζ 入り ，鴻池大阪建設業 ピーチを交歓し，日頃の労をねぎらいあった 。

協会々 長，小河大阪府建築士会々長，滝沢名誉

正会員の祝辞があり ，午後 4 時松本名誉正会員

の音頭で万歳を三唱して盛会樫 lζ 散会した。

当日の出席者はω余名で，講演終了後と祝賀

ノマーティ終了後の 2 固に分けて同会議所の見学

を行なった。

- 大阪市建築基準法施行細 則のー

部改正 について

大阪市建築基準法施行細則のうち，次の各事

項について昭和43年2月1日付で，改正 された 。

1. 建築主事の事務分担の変更 ( 2 条)

審査課長の権限の一部を各方面係長へ移譲

旧港，大正分室担当建築主事の廃止

2. 許可申請書の添付図書の基準の緩和 ( 3 条)

3. 構造計算書の添付省略範囲の緩和 ( 5 条)

4.  代理者などの選定，変更届出の時期の変更

( 6 条)

5  角敷地の建ぺい率が緩和される場合の道路

幅員の変更 ( 14条)

- 北大阪流通業務センタ一計画

大阪府は北大阪の流通業務センタ ーを万国1事

会場lζ 近い茨木市島，野々宮地区lζ 造成する ζ

とに決め，用地百ヘクタ ーJ レの買収交渉をはじ

- 第 4次 ガス事業 5カ年計画

通産省は先ほと . 43年度か ら47 年度までの

「第 4 次カe ス事業( 都市カo ス) 5 カ年計画」を発表

した。乙れは消費者保護をいっそう徹底するた

め①都市ガス供給区境内の普及率を47年度63. 6

% とし，特 lζ 人口集中地域は74. 5%とし ，一部

を除いて人口 5 万以上の無ガス都市をな くす。

②カ' ス供給処安全確保のため古い導管を取り替

え，一酸化炭素変成装置を取り付けるーーなど

を骨子としたもの。内容の一部は次の通り 。

普及率の向上= 1 電力の普及率が99労を越え

ているのに対して，都市カ' スは供給区域内の普

及率が Ｓ 月末で ＵＳＮ Ｑ 必Ｈ人口集中地域 ＶＱ Ｎ Ｘｾ ぢＩに

いて，東京 ＸＲｾ ぢ，大阪 Ｘｍ 払名古屋 ＸＰＥ とする 。

1. 人口集中地区を持つ都市 538 のうち，現在

211ある無ガス都市を47年度には 1781C減らし，

人口 20万以上の都市すべて普及率をω必以上と

する 。

供給上の保安確保二明治，大正に敷設した古

い導管を重点的に取り答えるほか，ガス中毒防

止のために 一酸化炭素変成装置を 5 年聞に 161

基増設して，ガスの安全度を高める 。乙れによ

り一酸化炭素含有率は東京瓦斯の 3. 1% をはじ

め. 10 %以上のガスは全部姿を消す。

サービスの向上など= 急速にふえる需要に乙

たえるため，工事を機械化し ，工事組数を増強

する。また①生産集中 ，大規模化②供給所の無

人化①事務函での共同会計処理一ーなどによっ

て，ガス料金を長期的 lζ 安定させる 。

- 日本建築綜合試験所紹介

( その 2 )  

< 機構> としては所長，副所長の下に次の機構

を置くことにしてい ます。

名 称 部 門 内容( 調査，診断〉

事 務 室
庶( 務， 会務計， 用度兼

財 団 事 局 を ね る )

:if: 画 室 企画，調整，普及，相談

第 l 部 材料部門

物化学理試試験験 ( ( 摩耐耗薬硬度等等)鉄)  

コンクリー卜試験ロロロ， 筋引

張試験

第 2 部 構造部門
構振造動の強度， 耐久度

第 3 部 施工部門

工む法械)  ( 量産，規格部品等合

機地盤 工基具礎

第 4 部 耐火部門 耐防 火火

第 5 部 計図 ｾ 部門

設備

音響持，熱費械，水，湿度，光，耐{ 戻

設備

第 6 部 都計市画} 朗ロ同日日J  

団地，街区

公害

工 作 室 各試験lζ 必要な諸工作

大 淀 分 室
骨鋼 材材 強度試験

つぎに委員会には，試験，研究，調査等の内

容に応じ部会を設置します。

委員会，部会は下記のとおり。

建築構造委員会

1. コンク リー ト 部会

2. 鉄 鋼 部 会

3.  超高層 ・振 動 部 会

4. 地 盤 ・基 礎 部 会

建築材料委員会

1. 防; ; ( ・耐 火 部 会

2 一 般 建 材 部 会

建物診断委員会

環境 ・公害委員会

11 



す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

軽 量 気 泡 コ ン ク リ ー ト

言 ＢＢｉｾ レ ＱＱ ，ＧＱｾ

軽 量 (比重 0.5コンクリ- I - Y.i の重量)

断 熱 ( コンクリー卜の 1 0 倍の断熱性)

市t 火 (法
ｾι＠ ...， 

耐 火 キオ 料)

@ シポ レックスは工場、住宅から超高層 ピ、ルま で

あらゆる建物の屋根 ・床 ・壁 ・間仕切 ・耐火被

覆に使用されますが次の建物には特に最適です

工期短縮を要するすべての建物

2  空調を要する工場 ・倉庫事務所住宅等

3  鉄骨大張聞の工場 ・体育館等

4  軽量化 を要する高層建築物 ・軟弱地盤の建物

5  鉄骨耐火構造の建物

12 

日本農産工業( 株 ) 神 戸 工 場

設 計 渡 辺 ・高木建築事務所

施 工 竹 中 工 務 庖

使 用 場 所 外 壁

優至亘亘P

:s-ポレ11/ ' 7ス 服 売 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 2 ノ | ノ 16( 森 川 ピ ル )

電 話 東 京 (861 ) 代 表 7 2  4  1  

大 ・ 阪 支 庫 大 阪 市 西 区 京 町 堀 通 4 ノ 125( 東 洋 ピ ル )

電 話 大 阪 (443 ) 代 表 7 7 4 1  

名 古 屋 支 唐 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 酉 通 3 ノ 2 ( 大 商 ビ ル )

電 話 名 古 屋 ( 58 1) 代 表 7 4  2  1  

‘  

.. 

ｾ＠
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325. 昭 和 病 院

設計 小 牧 建 祭 政 計 事 務 所

施工ー 縁 式 会 社 熊 谷 組

a . 尼崎市西雄被町 6 丁目 2 番 15号

b.  1，320.  64  m' 

c .  5. 903.  75 問 '

d .  R C . B 1 ， F 5 . P 3  

e  昭和41年 12月~昭和42年10月

ベ y ト数 2151.年

328.  琴 の 浦 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 病 院

設 計 地 工 榛式 会 社 熊 笹 組

a 和 歌 山 県 毛 見 馬 瀬 1451

b.  1. 498. 092 m' 

c  .  3. 863.  024 m' 

d .  R C . 3 F . P 2  

e  昭相41年 2 月~昭和41年 l J月

ベ γ ト数 1301正

331， 桑 名 市 民 病 院

設計。 日 建 19: 計 工 務 橡 式 会 社

施工 佐 蔵 工 喋 繰 式 会 社

a . 桑 名 市 大字北耳JJ 所 字 福 地 435

b.  L 2 a .  

c .  8，186. '  

d . 外来棟 R C ， F  2  

f両U， R C . B 1 ， F 5  

e .  昭和40年 2 月~昭和41年 5 月

ベァト 数 1501.よ

326， 福 岡 県 済 生 会 福 岡 総 合 病 院

設計 M AY 建築研究所+ 九州大学

青木研究室

施工: 緯 式 会 社 高 松 組

.  . 福 岡 市 天 神 1 丁目 l 番 l 号地

b.  1. 578. 10m'  ( 新I [ ! 館共 )

C . 新館6. 234. 47 m' + 改造 1，862. 25m'  

d .  R C ， B 1 . 7 F . P l  

e  昭和42年 4 月~昭和43年 4 月

3091.正

329， 氷 見 市 民 病 院

段 計 R 建 叡 計 工 務 榛 式 会 社

地工 阪 ロ ヱ 捜 検 式 会 社

a .  ，ｾ山県氷見市鞍川 Ｑ ＳＰ 番地

b  .  3.  734.  107 m' 

c  .  6， 686.  704 m'  

d  外来診槻繊 R  C ， F  2  (  1  部)

病t車 R C ，F 4 . P 2

e .  昭和40年 3 月ー昭和41年 9 月

ベ γ ト数 220床

332.  九州大学医学部附属病院

外来診療棟 ・病 棟

設計 九 州 大 学 施 設 部 施 設 篠

崎工 橡 式 会 社 竹 中 工 務 底

a.  ｴ￮ｴｾ 間市大字円ｾ m 

b .  4，956. 778 m' 

c  13. 930m'  

d  R  C .  1古s S R C . B l ， F 7

e  昭和 Ｔ Ｑ Ｎ Ｇｾ 12月ー昭和42年 12月

327， 広 島 大 学 医 学 部 F付 属 病 院 病 棟

設計 広 島 大 学 施 設 標

施工 橡 式 会 社 竹 中 工 務 底

a  広 品 市 沼 町 広 大 医 学 部情 内

330. 長

b .  1，284.  78m'  

c  .  10，449.  56 m' 

d.  S R C ， F 8 ， P 2  

e .  昭和 ＴＱ 年 Ｑ ＰｈＭ 昭和 ＴＳＡｾ 2 月

439床

原 病 院

設 計 施 工 株式会社 竹 中工務唐

a . 大 阪 市 東 区 常 盤 町 l 丁 目36

b  245.  12  m'  

C .  1，632.27m'  

d .  R C ，B l ，F 6 ，P 2  

e .  昭和42年 6 月~昭和43<ド4 月

ベ y ト数 44 1，fo

333. 大 阪 医 科 大 学 附 属 病 院

設計 日 建 段 計 工 務 株 式 会 社

地工 繰 式 会 社 銭 高 組

a  大 阪 府 高 槻 市 大 学 町 2 番 7 号

b  ( 3 期 ) 1. 838. 93 m'  

C .  17. 347 m'  

d .  1即1- 3 期 R C ， B 1 . F 6

e  昭和 ＳＸ 年 Ｔ 月ｾ昭和 ＴＳＱｾ 1 月

ベ y ト数 9141.よ
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37 ( 旧横浜 高ヱ( 開 貧浜 国 立 大 学)

昭 和 11 年 一 16年卒〕

荒 堀 宇 三 郎 ( 中央 )

株 式 会 社 Tt.Htt 築 IJ;; 務 所 取 締 役 刷 社 長 H自制111 年 卒

上 回 良 治 Ur: ょっ2 人目)

株式会ヰ J: U A 建 築 l J;; 務 所 代 器 取 締 役 昭 和13年 半

小 西 嘉 夫 ( 布 よ け 人 目 )

日 本 住 宅 公 団 名 古 座 支 所 計 画 部 長 H目和 14年 卒

田 淵 積 一 ( 右端)

保 式 会 社 大 林 組 挫 築 本 部 殺 計部 謀 長 昭 和 14年 卒

時 山 龍 太 郎 ( 左端 )

時 III 設 計 事 務 所 々 長 H百平1116年 卒

於中之} ; ，¥公阻( 存雨けよる中で ll!! 利4311二4 月18日写す )

昭 和11年 よ り 昭 和16年 卒 の ク ラ ス メ ー ト と し

ては下記の 人々 が 大阪 神戸 名 古 屋 方而 で 活 隠 し

ている 。

E吉 井 地( 有! 歌山 )、横山: I T， <大林 組) 、浅野 一 郎 ( 三菱

地 所 大 阪 処 築 中 務 所 長 ). 只 腰一 久 ( 東 紳 プ レ ハ ブ 建 築

社 民 ) 、伊藤 一 秀 < i11工業向て卒学校処築科技 )、 岩 井 康

弥 ( 鴻 地m)、 村 上 常一 郎 ( 兵 1lTi ｖ ，ｾ 教育委只会純 ｩ 股謀長 Ｉ、

問中与世夫 ( j帥 J'プレハプ孔tt 築 ) 、高や" l ' IJH中 部 産業 迎

}旧型E司王)

わ れ わ れ の 卒 業4 し た 唄 は 、 ち ょ う ど 支那 事 変 が 始 ま っ て か ら 次 第 に 軍 国 主 義 時代 に

入 っ た 明 で 、 大 * ' IE1i ¥l U{' へ の エ ス カ レ ー シ ョ ン の 時 代 で あ っ た と い え る 。 し か し 古 き

良 き H司、代の1 ' ，妓 り が 少 し ば か り 破 っ て い て 、 わ れ わ れ の 背 春 を 存 分 に 縦 し む こ と が で

き た 。 学 校 へ 入 学 す る H寺 も 、 今 の 推 薦 入学 と い う の に 近 い 方 法 で は い れ た 。 し か し 選

考 の H寺 デ ソサ ン を 一 円 中 か か っ て 画 か さ れ た の で 、 建 築 学 科 に は い る た め に は 先 づ 画

塾 で デ ッ サ ン を マ ス タ ー す る こ と が 必 要 で あ っ た 。 ま た 入 学 し て し ま え ば 、 各 科 目 の

テ ス ト が 行 なわれたイ玄で、 い わ ゆ る 定 期 試 験 と い う も の は な か っ た の で 、 迂E動 に 、 趣

味 に 、 存 分 に 自 分 の n寺'/¥' J が 使 え た 。

荒 掘 は そ の な か で も っ ぱ ら 勉 強 に 梢 を 出 し た 一 人 で 、 京都 市 役 所 か ら 住 宅 公 団 を 経 て

現 有 数 十 名 の 設 計 事 務 所 の 高 1 ] 社 長 で あ る 。

上 回 、 小 西 、 田 淵 は 大 阪 府 人 ク ラ ブ ( 学 内 の 大 |坂 出 身 者 で つ く っ て い た 会 で婦 人 ク ラ

ブ で は な い ) の メ ン バ ー で 、 ス ポ ー ツ を 楽 し み な が ら 勉強 し た 甲 斐 が あ っ て、 上 回 は

都 島 工 業 学 校 の 先 生 か ら 大 阪 府 住 宅 協会 建 築 謀 長 を 経 て 現 在 建 築 事 務 所 を 経 営 し 、 回

淵 は 大 林 組 め 設 計 部 の 課 長 と し て 活 慨 し て い る 。 二 人 と も 横 浜 岡 大 ラ ク ピ ー 音11の O B

でレもある 。

小 西 は ポ ー トの 選 手 で あ り、 当 11寺 の 横 浜 高 商 と の 試 令 に 存 分 の 働 き を し た 。 大 阪 府 か

ら 住 宅 公 団 に 入 り、 現 在 名 古 廃 支 所 の 言計計1十A 画 部 長 て

商からリ強虫ブ力7 にノ〈 白ツy ク ア y フプ. している。

時 山 は 下 手 な 絵 ば か り 固 い て い て 、 学 校 の 廊 下 で 夏 休 み 中 に 画 い た 北 海 道 の ス ケ ッ チ

の 個 展 を や っ た り し て 悦 に 入 っ て い た 。 広 島 県 で 工 業 学 校 の 先 生 を 少 し ば か り や り

今 は 椀 新 て"小 さ な 設 計Zj J . 務所 を縫? オして 一 人 で|え に 入 っ て い る 往11仁 で も あ る 。

ο時 山 言己)
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ユ ー モ ア 作 家 の 正 論 実 現 す

19世 紀 末 の フ ラ ン ス の 作 家 ア ル フ ォ ン ス ・ ア レ ー の 短 篇 の 中 に 次 の よ う な 言 葉 がある 。

は 、 家 主 が 二 階 よ り 七 階 を 安 〈 貸 す 理 由 が ど う し て も の み こ め な い の で す。 七 1; 皆を建てるには、

二 階 を 建 て る の と 同 様 か 、 い や 恐 ら く そ れ 以 上 の 経 費 が か か る で し ょ う 。 何 故 な ら 、 建 築 材 料 を

ず っ と 高 し 、 処 ま で 迩 ば ね ば な ら な い し 、 入 手 に し て も 、 地 上 か ら 大 分 離 れ た 足 場 の 上 で 働 く だ け

に 、 そ れ だ け 高 く つ く か ら で す 。 H こ の ユ ー モ ア 立 論 に 対 し て は そ れ ら り に 答 え な く て は と 思Lつで

も 、 柱 の 太 さ な ど 持 出 す の は ヤ ボ だ し 、 日出 嵯 に う ま い 理 屈 が 浮 ん で こ な か った 。と こ ろ で 半 世紀 を

縫た今日、 36階 建 の 霞 が 関 ビ ル で は 、 家 賃 が 上 に 行 く 程 高 く な る 由 で l喝采 。 経済の原I [ IJ に も 従 っ て

い る し 、 地 下 の ア レ ー 先 生 も 、 さ す が に 東 洋 の 君 子 固 と お っ し ゃ る に 相 違 な し 、 。 こ の 理 由 は 何 か

し ら ? 私 な ら と り あ え ず 、 上 に 行 〈 程 、 排 気 ガ ス の 裟 婆 を 抜 け て 透 か の 第 七 天 国 に 近 づ く か ら 、

と で も い っ て お き ま し ょ う 。 決 し て 、 千 代 田 城 の 大 奥 の ・ ・・ ・い や 、 こ れ は 蛇 足 と い う も の で す。

( U )  

医 者 を 選 ぶ も 寿 命 の う ち

医 者 を 選 ぶ も 寿 命 の う ち という 言 葉 が あ る 。 私 な ど 平 常 丈 夫 す ぎ る 程 遠 者 な の で 、 お よ そ お 医

者 様 と の つ き 合 な ど な い も の だ か ら 、 ふ と 、 何 か 大 病 で も し た H寺 、 一 体 ど の 病 院 の ど の 先 生 に 診

て n : っ た ら よ い の だ ろ う か と 不 安 に か ら れ る 事 が あ る 。

建 築 家 を 選 定 す る の も 、 医 者 を 選 ぶ の と 、 大 変 よ く 似 て い る の で は な か ろ う か。

何 度 も 建 築 を し た 経 験 豊 富 な 施主 は 、 建 築 家 の 作 風 も 気 質 も よ く 飲み込んでいて、 まあ 、 あ の 建

築 家 に ま か し て お け ば 大 丈 夫 と い う こ と に な る の だ が 、 こ の 頃 の 施 主 は な か な か そ う し た 建 築 家

の 選 び方 を す る 人 が 少 な く 、 建 築 家 等 は 十 ノ マー か ら げ で 大体 同 じ よ う な も の し か 設 計 で き な い と

思 って い る の か 、 あ る い は 建 築 家 の 方 が 仕事 が な く て よ 程 だ ら し な い の か 、 仕 事 や 作 風 で は な く

て 、 設 計 料 の 多 寡 で 建 築 家 が 選 定 さ れ る こ と が 多 し 、 。 結 局 損 を す る の は 施 主 で あ る 。 多 少 金 が か

か って も 名 医 と い わ れ る 医 者 に 診 て 貰 う 人 が 多 い の に 、 建 築 家 の 報酬 が 入札 で 決 め ら れ た り す る

世 の 中 で あ る 。 建 築 家 を 選 ぶ こ と は 、 医 者 を 選 ぶ のと 同 じ 程重 要 な こ と な の で あ る 。

生 き 抜 く 為 に

人 聞 の 健 康 を 保 つ 程 む つ か し い も の は 無 し 、 。 特 に 薬 の な い 病 気 に い た っ て は 全 く 困 っ た も の で あ

る 。 医 師 の 投 薬 に よ る 治 療 法 な ど は 先 づ 専 門 に 委 せ て 置 い て 私 の 体 験 と そ の 結 果 を ご 被 露 し よ う 。

私 が一 番 笹 戒 し て い る の は 糖 尿 と 腎 臓 結 石 で あ る 。 13年 前 に 軽 い 糖 尿 と 腎 臓 結 石 に 躍 っ て し ま っ

た。 正 直 な と こ ろ、あと 3 年 か 5 年 で 死 ぬ か も 知 れ な い 状 態 に な っ た 。 その H寺 分 に 友 人 が ゴ ル フ

を 強 引 に 教 え て く れ た 。 そ れ が 私 の 一 生 を 救 っ て く れ た の で あ る 。 そ の 後 13 ヵ 年 に わ た っ て 調 べ

た私の素人考えでは、 血 液 の 酸性 化 を 防 ぐ こ と が 最 大 限 の 治 療 法 で あ る 。 そ れ に は カ ル シ ュ ー ム

イ オ ン 水 飲 料 あ る い は 静 電 気 に よ る 治 療 法 等 が あ る が 、 一 番 よ い の は 芝 生 の 上 を 歩 く こ と で 、 オ

ゾ ン と イ オ ン を 膚 か ら 吸 入 し 、 皮 府 面 で ビ タ ミ ン に 変 化 さ せ る こ と で 、 清 ら か な 太 陽 の も と で 胸

一 杯 美 し い 空 気 を 吸 い な が ら 歩 く こ と が 、 生 命 力 を 維 持 す る 最 大 要 素 で あ る 。 私 の 友 人は青争電気

治 療 で 生 命 力 を 得 、 ま た あ る 友 人 は カ ル シ ュ ー ム イ オンてボ高血圧を完全に治している 。 私 は そ の

原 理 は 全 く 自 然 を 大切 に し た 方 法 で あ る と 信 じ る 。 13 ヵ 年 間 風 邪 も 引 か ず に い る 私 の 尊 い 体 験 で

( Y )  ある。

万 博 の 建 設 工 事

万 博 も い よ い よ 本 番 に 入 り 、 協 会 関 係 の 仕 事 は 7 月 末 ま で に 全 部 発 注 完 了 の 由 、 き て 大 規 模 な 国

家 的 事 業 で建 設 関 係 者 は い ろ い ろ な 意 味 で ハ リキ リ も し 、 ま た 重 い 気 持 で も あ る 。

まず例 を ラ ン ド ワ ー ク に 見 る 。 入 札 の 結 果 、 予 定価 格 の 倍 の 札 が 出 た 。 設計 に は 世 界 に 誇 る 先 生

方 が お さ し ず し て お ら れ る の に 、 ど う し て 予 算 に 関 係 の な い 設 計 が 出 る の か 。 外 国 館 で は 日 本 の

建 設 業 者 が 値 を 吹 き か け る と 評 判 に な っ て い る 。 商 社 は 図 面 も 見 な い で 、 当 社 に お 委 せ 下 さ れ ば

ご 予 算 に あ わ せ ま し て 、 と 受 注 運 動 が あ る 。 施 工 業 者 は 工 貨 の 上 昇 見 当 も つ か な い ま ま 見 積 り 値

の 決 定 に 頭 が い た い。 しかも P R 不 足 で わ る も の に な って いる 。 発注 の協 会 側 は 頭 か ら 協 力 を 乞

う。 と い っ て 寄付 を 前 提 の お 考 え が あ る 。 一番 心 配 な の は こ ん な こ と で 工期 は 大 丈 夫 だ ろ う か。

大 き な お か ね を 使 っ て せ っ か く 外 国 に 日 本 を 宣 伝 し 、 売 込 も う と し て い る この 会 が 、 逆 に よ い 印

象 を 与 え ら れ ず 、 人 気 を‘落 す こ と に な っ て は 、 泣 く に も 泣 け ぬ。 建 築 関 係 者 は 商 社 を 含 め ム ダ の

な い 筋 の と お る 指 示 を 頂 い て 、 何 と し て も 成 功 さ せ て 欲 し い と 念 願 す る。 ( N )  

ホ 手ヨムに

( T )  
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関 西 電 力 病 院

設 計 臼 建 設 計 工 務 株 式 会 社

工 事 監 理 関西電力側臨日制土屋建設室

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 l苫

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社

「
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主主築 位 置 大阪市悩砧区立尚浜通 3 - 3ー l

敷 地 闘 機 9， 943m'  

延 床 面 積 16， 321m'  

規 模 高l西部S R C ， ω岡部R C ，

ベ Y 卜数

冷 暖w技術

工 矧

地下 2階 地 上 9 階

3501来

全館' 4 ' . 気調和

Hll 初40年 12月- 42年 6 月



北 兵 庫 整 形 外 科 セ ン タ ー

設 計 日建 設 計工 務 株 式 会 社

施 工 株 式 会社 銭 高 組

建 築 位 置 兵 雌 県 朝 来 郡 和 国 山 町 竹 出 鐙 形外14-1' 1門術院 、肢体不向由児紬設、 身体

敷 地 l面 積 55.355 .17m'  I採害者生活院、 老人保船主から なる総合的な

延 J車 両 横 5.838 .38m'  治療悩祉セン F 一連，設備: t t ¥の- 1. ; 1 として計l銅

脱 模 本 館R C 3 階建 2619.66m'  された. 敷地は約% の傾斜地であったため、

治療機 R C 2 階建 1251.30m'  

病 機R C 2 階建 1519.34m'  

渡 り 廊 下 半I卓 給 . u ユニ ット

ベ Y ト数 110床 (将来 220床 )

手術室空気調和他は直篠破局

入院忠者 向上下町動きを紋小阪にするように、

治療部門 ←→ 手術部 ←→ 肢体不自由児抱 E投

(将来) を同一階に そろえ. 2 階挫の1';; 僚へは .

ニれら のレベルから、スロ ープて・半 階 づっ 上 a  

下して連絡する解決法がとられているのが保 守

誕計画上の特色である。



• 

砂 子 療 育 園 ( 重 症 心 身 障 害 児)

設 計E主王里 西 林 建 築 設 計 事 務 所

施 工 株 式 会 社 新 井 組

建 築j : ai ，，，，，，，県 西 宮 rl i 此 Hl 川 町 2 - 9

倣地 l自l村i 3635. 68"， '  

構造規様様子' i fi車 : R  C 造 2 附主I l 1315  .92m'  

!;.I 房機 鉄筋プロ Y1 造・ド畢 147m'

ベッ ト数 701.正( 第 l 即i ) 斗 械 1101正.tMn)t -

」 瑚! 昭和41-4三 714- 42牛 2 ｊｾ＠

2  ［ｉ ＧＭ Ｑ Ｔ ＮＮｪ ーまでの精 神未発達児、小児神続 ｩ ｩｅ児、 ｴ ， ＡＯ ［ｦｴＮ 仲 Ｚｾｊｩ ・児、Ｑｩ￬＼￭ ＧＡＧＱ

7 ヒ児などの } 般の病院や見J ldi;¥祉地e世に収益さ札がたい児市! を J[x

扱っている 。 ぷA ヒ町特色は、廊下 rl J を 3 mにゆったりとって l札品ー

の ｊｈｩ 訓練にも ｴｩｬ 閥 できるようにしたこと、 Ｑ 記 ＢＡｔ ゃ浴省内 情造に，ｾｾ

f斗の. ( ) とをしたニ と、パ Y1 ・7 ランド・ ミュージッ 7 装 抗 告 Bi; tけ

たよと主どである . Ｒ 断的見ｬＺ Ｑ 則は従業 ｬｾ 街台、創加 Ｑｉ は必療 Ｎｮ ｊｩ 一 部 ＱＢＱ

である.



天 使 病 院 本 館

設 計 監 理 双 星 宇 土 竹 腰 建 築 事 務 所

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

控 築 { 立 川 札 悦 ，fj .I t  12 条! l ! : :1 r  Tl 31  

挫 築 IOi 機 1961. J  m ' ( 既e投合4733. 6m ") 

延 101 f白 羽) 95.4m ' ( Llt，段合8870. 6m η

|骨造附品 R C iliJ tIlド 11;腎 J也|二4 附熔1 i i 2 附

ベ γ トt' i
154 1末

JUI 1闘相41年 4 月 1 日- 4 2年 9 Wl 0 日

，. 
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大 阪 回 生 病 院

設 計 施工 株 式 会 社 大 林 組

建築位置 大阪市大淀区盟崎束通 1) 2 ー 70 明治33年に大阪に創立された古い歴

砂地刷横 2. お3. 680m' 史を有するこの病院は、大阪市北区

延 床 l面積 本館延床面積 1O.461. 953m'  紛笠町を去って今回装もあらたに、

4号機婦寄宿舎延康面術 瓦ｍＮｾ相愛向精 神にの っとって淀 川河

1.418  .325m '  畔に新築された。この病院の設計に

機 造 規 模 本 館 S R C 地上B階 地 下Z階 当って、特色ともいえるのは、

ベ y ト数

唆 工

浴崖 2 ｾ皆 ① 24時間. 春夏秋冬年中無休で全館

早ま漣締宿舎 R C進 地 上 6 階 完全ｾ鯛を実施したこと ー

365床 ②二重( 惚) 廊下= Double Corri dor 

41年 12月 Syst em をt ったことである.



香 雪 記 念 病 院

設 計 施 工 株 式 会 社 竹 中 エ 務 庖

司'



司F

建 築 主 朝 日 ホ ス ピ テ ル 株 式 会 社

建 築 地 西 宮 市 大 字 鷲 林 寺 字 書11 谷 l の 5

敷地面積 37 ，749 .40m'  

t荷造規模鉄筋コ ンクリート進地下 l 階 地上6階 埼 慶2階

建築関積 1，10J .12m'  

延床面摘 7，574. 10m'  

ベット 数 112床

工 期 昭 和39年12月 1 日着工~昭和42年 5 月幻自竣工



大 阪 府 救 急 医 療 施 設

建 築 { 立 ; 配 大 阪 市 緬 砧 区 堂 島 浜 通 3

大阪大学医学部附属病院内向

H 皆と地階を占める

u ! 物繊造 S R C 造( 地上 l 階 ・地下 l 階)

l酎 干貴 l 階 1，567. 702m'

地階中 2 階 l ∞， 887m'  

地隠 し641. 736m'  

1十 3，310.325m'  

ベ y ト数 80床

エ 期 昭和40年 10月- 42年 l 月

設 計 監 理 大 阪 府 建 築 部 ・大 阪 大 学 施 設 部

施 工 株 式 会 社 大 林 組

高 圧 空 気 手 術 室 株 式 会 社 図 葉 井 製 作 所

時 開

可'
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医 療 施 設 特 集

回 医療施設の展望

医療施設の明日のために / 栗原嘉一郎

都市・人・病院・診療所/ 池田有隣

病院設計論/ 日建設計工務病院建築研究会

国 医療施設のケーススタディ

I C Uと C C U/ 伊 藤誠

救急医療施設の計画/ 荻原正三

小児病院/ 松本啓俊

大阪府立成人病センター/ 佐 々木陽

リハビリテーション施設の計画と設計/ 青木正夫 ・本多 昭四

兵庫県リハビリテーションセンター / 栗原研究室

オープン・システム (新千里病院の場合) / 長谷部朔郎

病室のベッド廻り / 平井美蔓

最近の医学 の発展はすさ まじいも のがあ

り，ますます専門的に分化され，高度な

技術と施設が要求されつつ ある 。われわ

れ人類にとっては， この医療水準の向上

は大いに歓迎するとともに強い信頼を寄

せているのである 。

本号において，この高度な変貌を続ける

医療施設を都市に焦点をあてて特集する

こととなった。編集方針は現実の都市機

構のなかで，医療施設がどのように体系

化，組織化されてきているか，そのなか

で専門的分化されつつ医療施設はどんな

内容と 密度を持っているかという現状分

析と展望に方向づけられたのである 。

つまり ，現今の医療体系は " もうけ" 本

位とする公私病院の乱立ならびに競合に

より ，まちまちな活動をしており ，われ

われ利用者に非常な混乱をまねいている

ばかりか，ますますデラックス化して独

立商魂的発展を呈している 。 まして産

業，人口の都市集中にともなう大気汚

染，騒音等の公害，交通事故の続発，複

雑な生活環境で年々増加する成人病，精

神障害等 には予防一一治療一一リ ハビリ

テーションという過程的ネット を要求さ

れているにもかかわらず，抜本的医療体

系の整備がされず，なしくずしの現状は

非常に残念なことである 。

要するに専門的分化される医療施設の明

確な位置づけと，高い密度のバラ ンス ，

そ して相E 閣の密接なネ ッ トワークので

きる医療制度の改革が必要であり，かつ

われわれの生活に負担過大とならない対

策が一 日も早く急がねばならないのであ

る。

ともあれ，能率的 に整備さ れ信頼のある

医療施設を通 じて健康で文化的な都市生

活を，われわれは期待 している …

( 初谷編集幹事記)

次号は都市シリーズの第 6 弾として. r都市交通施段特集」

を送る予定です。

本号特集編集幹事 : 栗原嘉一郎 ( 特別) ・池田有隣 〈特別)

畏谷部朔郎 (特別) ・折谷芳明
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医 療 施 設 の 明 日 の た め に

栗 原 嘉 一 郎

囚

わが国の医療の水準は恐 らくそれ自体と しては 欧米諸国 lζ く

らべて遜色はないように思われるが，社会制度とし ての医療制

度，医療組織，医療施設体系の面に なるとずい 分 とギャ ップの

ある乙 とは今や誰しも認めると 乙ろであろう。

一方で無医村をかかえながら都市では病院が隣り合って乱立

するというような ， 施設の分布や E 的な 側面 も さる乙となが

ら，わが国の病院がきわめて平板的でどれ も 一様で特色がな

く，ただ一通りの外来患者を集め一通りの入院患者を ζ なして

いるだけという状態は，中でもずい分 と問題 を含むように思わ

れる。良山村を背景に した病院の場合には ，人口に対する施設

の成立条件から考えて，一式揃っ たよろ ずや的病院が要請され

るのはいわば致し方ないとして，少なく とも大都市の場合とも

なれば， もっと多様で特色のある高度な病院がいくらも成立し

得るはずである 。

病院という病院が，その規模のいかんに かかわ らず，家庭医

とし ての開業医に関係なく風邪ひき ・腹痛にいたる 大量の外来

患者群の処理 l乙忙殺されて いる状態は ，すでに多く の人々に指

摘されているごとく ，先づは早急、に解決 されな ければならない

問題であろう。それとともに ，入院施設 として の病院も ，どれ

もが急性疾 J忠から慢性疾患までを一様に含んで特色がなく ，患

者の入院期聞は回復期ケア ーまでを含んで徒 らlζ 長いものにな

っている点も同時に問題とされなければなら ないといえよう。

それがベッ ドの回転率を低め ，病院機能の向上を妨げる大きな

要因となっているからである。

病院の機能をより高めるために ，高度の技術を もった専門的

スタッフを愉え ，高度の診療設備を整備す る努力は， ζ れまで

常 lζ 払われ続けてきた。との乙と自体はも とより結構であるに

はちがいない。だが，それらが風邪ひ き ・腹痛のた ぐいの患者

や慢性の忠者群のための低診療に エネノレギーの多くの部分をさ

かれ，せっかくの高度の診療設備も利用率が思わし くないとい

うのでは，優れた技伺や設備の使い方 として社会的にまととに

効率の低い ， もったいないやり方だ といわね ばなるまい 。すな

わち病院を今のままでいくら整備 しで も，その機能はさして高

まるとは思われない。病院機能の質的な高度化を はかるために

32 

は，病院の患者自体が，真 IC病院のスタッフや設備に ふさわ し

い者におのずからしぼられてくるよ うな方策が，医療施設体系

全体の問題と して考えられなければならないのである。

それには，通院患者については家庭医を通して高度の診療を

要するもののみを病院が扱う方向を考えるとともに ，入院! J . l者

については ，高度の診療を終えて看護や回復訓練を主体とする

段階 lζ 入っ た長期患者などは別の施設に移し ，それにふさわし

い環境のもとて、回復をはかるような方向にもってい くこが，ど

うしても必要と思われる。

すなわち ，医師による高度の診療は必要でないが君 設は必要

とする患者のための ナーシン グホ ーム，狭い意味の医学的治療

が終っただけでは社会生活のできない患者のためのリハビリテ

ーション施設，家庭とケア ーを分かち合い円満な社会復帰への

移行をはかるデイホスピタ J レ( ナ イ トホスピタ J レ) ，社会復帰-

の見込みの困難な人々に対する生活の場としての コロニ 一等々

の施設群を， 医療施設の体系の中にはっきりした形で位置づ

け，定着させることがぜひとも必要な乙とと思われる。 1 つの

病院の中で病棟を忠者の症状 と看護の必要度に応じていくつか

の段階に分けて構成するいわゆる P P Cプログラムが，施設の

運営の効率を高める方法として紹介されているが， 乙れを社会

的なスケ ーJ レで・お 乙なうものと考えてもよいであろう。

一応の水準 lζ 達しているともいえるわが国の 医療施設が次の

発展を遂げる道は ， 乙の乙とをおいて他にはないといっても過

言ではなかろう。病院自体を小児や老人などの年令層別 lζ ，あ

るいは各種の疾病別にまたは障害の部位別に専門化する努 j J

も，同じくきわめて重要なととである。だが，それに先立って

回復期や長期療養の忠者のための施設群の体系的整備がなけれ

ば， 乙う した専門化 もそれに値する成果が十分に挙げられるか

どうか実はおぼつかなくなるのである。

固

と乙ろで病院と家庭との中聞に位置すべき ζ れら中間施設群A

の設立が重要であるとすれば，それらの施設の種類はどの程度

に分化 させて考えるべきか，またそれら各種の施設にはそれぞ

れど乙までの役割りを与えるべきか，そ して またそれらを病院

とどのよ うな関係におくのが最も良いかなどが，当然重要な問
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題に なってとょう。固によっ て状況はさまざ まのようではある

が，因みに欧米の場合について筆者らの調べた範囲で少しく紹

介してみよ う。

まず最も一般的な施設になり得ると考えられるナ ーシングホ

ーム について，米国の場合をみてみる と，ホームの数は類似施

設を含めて平均 ベッド数が20床に 満たない小さな施設が25，000

もの多数 lζ 及んでいる 。その取扱患者の内容は年令居別には大

部分が老人であり ，疾病別には大部分が心臓 ・血管系 ・老表な

ど内科的なものである点が特徴的である。その入院期聞が 1年

未満 : 5096， 1 - 3 年 : 3196， 3  - 5 年 : ｬｬ ｾ ぢ ， 5 年以上 7 96

と，かなり長い乙とも重要な点であろう。

ナーシングホ ームとは別に ，米国には ，慢性及び回復期病院

(Chr oni c and Conval escent  Hospit al)  とよばれているー

鮮の病院が米国病院協会 lζ 登録されているものだけで 80 余り

ある。乙の方も規模が大きい〈平均 242 ベッド〉乙と や，経営

主体 lζ 私立のものが少ない乙とのほかは ， 取扱患者の内容や

入院期間の点で大体においてナ ーシングホ ーム lζ 類似してい

る。

次 lζ 同じく米国についてリハビリテ ーシ ョン施設の状況をみ

ると ，まず施設数は大小合わせて約 2，000 に達している。施設

の種類は，理学療法を中心にしているもの，職業訓練を中心 lと

している もの ，教育や研究を中心にしているもの ，それらを総

合的 [ζ 行なっているものなどに分れ，またその対象も入院患者

を中心にしているものもあれば通院忠者を中心にしたものもあ

るというように ，多岐な発展を遂げている。入院治療は必要な

いが訓練は必要と考えられる忠おのために ，施設がナ ーシング

ベッド( 入院ベッ ド) とは別! とド ー ミトリ ーベッ ド ( 宿泊ベ ッ

ド) を同時に持って， リハ ビリテ ーション実施期間中乙乙 l乙入

所させるケ ースがかなりみられる乙とも注目に値する点とい っ

てよかろう。なお ，米国のリハビリテ ーシ ョン施設の入院期間

は， ｾ王将の知り得た範囲ではナ ー シングベッドで ＱＰＰ 口程度 ，

ドーミトリ ーベッドで170日程度である。

一方デイ施設については，欧米において主に精神疾忠忠者を

対象として乙乙十数年のうちに急速な発達がみられたが，なか

でも欧州においては ，精神淡 jよ，" 主計のほかに老人や身体障害者

などをもそれぞれ別個に対象にしつつ，デイホスピタノレ ・デイ

ウォード ・デイ センター ・ワークショップ ・デイクラブ等にき

め細かく分化してきたといえる。その数は英国において59年現

在精神疾忠のための施設だけで L 1001ζ 達し ，引続き上自加の一

途をたどっているはずである。現在ではむしろ分化が進み過ぎ

て，再び乙れらデイ施設の総合が論議され始めて いるとも聞い

ている。

ナーシングホ ーム ・リハビリテーション施設 ・デイホスピタ

J レのすべてについて，施設の設置の し方に関しては ，各々にニ

ュアンスの差乙そあれ，独立して設けた上で病院と速けいをと

る方法，病院の敷地内に半独立の形で設ける方法，親病院の完

全な 一部と して設ける方法などがいろい ろと試みられ，その是

非が論議されている段階である。

中間施設群のあり方はとのように未だ多分に流動的な要索を

もってはいるが，欧米諸国において徐々に定着の方向へ進み始

めている乙 とだけ はまちがいない。また ，たとえば米国の一般

病院におけ る入院期間がわが国にくらべて著しく短かく ( 約 1

週間) ，純度の高い高度な治療機関たり得ているというような事

実は ，入院賞が高い とい う事情も手伝ってはいるにせよ ， とれ

ら中間施設群が発達していて回復期の看護や訓練や軽い治療を

受持ってくれているからに他ならない という乙とはできょう。

固

わが国でも医療施設の多様化について，現在そのまr: が全くな

いわけではない。 リハビリテーション lζ ついては近年漸く関心

が深まり施設面でもいくつかの計画が進行している。またデイ

ホスピタ J レについてもほんの 1. 2例ながら試みが始まってい

る。ナ ーシング ホームについては直接それに該当する施設はま

だないが，特別養護老人 ホーム がそれに近い趣旨で63年から発

足している。小児病院を乙れまでの l 例に続いていくつかつく

る話も進ん でいる。

しかし ζ れらは医療施設体系全般に及ぶ抜本的な改革への構

想、として出てきた というわ けのものではなく ，個々の分1' fの ニ

ー ドの中でいわば個別的に単発的 lζ 出てきた動きで あるため ，

法体系や医療保険制度の面で抵抗が多いものもあり ，また国民

の側への啓蒙にも欠けるものがあって， 乙れらが軌道 lζ 乗るま

でには未だかなりの年月を要しそうである。とはいえ ， 乙うし

た勤きは ，わが国の医療施設をとりまく環境条件 lとも ，ょ うや

く変化が訪れかけ ていると とを示すものと考えることはできょ

う。とすれば，乙 の時期に当って何よりも必要なものは ，わが

固における医療施設全般にわたる抜本的な再検討と ，それに基

づく明日への体系的構想づくりだという乙とになろう。

ζ れはもと より困難な作業であり ，最終的にいろいろの立場

の人々による総合的 な検討によってきめられるべき乙とは言 う

までもなかろう。だが ζ 乙ではとりあえず，乙ζ 数年その辺り

の研究や計画 lζ 多少 とも力を入れてきた 1 人として，筆者らの

医療施設再編成に関する研究の結果だけをどく簡単に述べて l

つの御参考 lζ 供したいと思う。

すなわち ，現在のわが国には設置されていない中間施設群を

も含めて，各種施設の役割を明確にした医療施設体系をまず仮

説的 lζ 設定した上で， 乙れ ら施設群がどの程度 lζ 成立の可能性

をもっているかを "患者の診療 ・看護函 lζ 対する調査を通じて考

究 しよ うとしたものである。具体的には兵庫県下の27病院のあ

る l 自の入院 ・外来患者に対 して個々の患者の診療の程度，看護

の程度，入院期間等 々を調べ，その状況κ よって患者個々を筆者
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一 般 疾 忠 一 般 病 院 100. 0  63.9 

入

院 結 核

一 般 病 院 100. 0  9. 5  

結 核 療 養 所 100.。 10. 6 
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精 神 疾 患

一 般 病 院 100. 0 13. 8  

精 神 病 院 100. 0  7. 3  

外

一 般 疾 患 一 般 病 院 100. 0  6.  7  

来
お よ び 結 核 結 核 療 養 所 100. 0  

患

一 般 病 院 100. 0 1. 2  

者 精 神 疾 患

精 神 病 院 100. 0  

.  1:の j旦合の設定施股の定義は以下のどとくである。

一 般 病 院. 高度な股備を備え，専門医による高度な診療を行なう j品とする。原則と

して入院忠者を中心1<: 扱い，外米郎門は他施般の医師の指示 ・紹介1<: よ

って特に高度の検査，治療を裂する患者の品を扱うものとする。結桟忠

者や精神疾忠患者も，入院期間の短かい者や一般疾忠との合併症のある

者は，上記の条件を満たせば1: 1: で診療を受ける。

結 核 病 院. 高度な診療とともに長期の入院を裂する結妓!且者のための専門病院

精 神 病 院: 社会復帰の可能性があり ，入院期間が 1 - 3年程度とみられる精神疾忠

忠者のための専門病院

リハビリテーション . 狭義の医学的治療が終っただけでは社会生活のできない忠者のために，

センヲー

医学的リハピリテ ーシヨンから職業的リハビ リテーション 1<: 至る陵情と

スタッ 7 を単備した施股

らの設定施設にふり分ける作業を机上で行な って みたものであ

る。乙の結果，現在の病院の患者が設定施設に どの ように再編

成されるかを一覧してみると ，表のどとくになっ た のである。

乙の表から ，各種施設の定義づけを明確にすると ，現 在 の 病

院の患者が解体されてかなり大巾の再編成が起る乙とがわかる

が， 中でも新設のナ ー シング ホー ムlζ 一 般 疾 患や結核の患者の

かなりの部分が移る乙と ， コロニ ーに精神病院から 半 分 近 い 患

者が移ると と，一般診療所に病院の外来患者の半 数 前後が戻さ

れる乙となどは注目すべき乙とといえよ う。もちろ ん 乙の作業

は各施設で扱 う患 者 の 種 類 ・範囲を便宜的 に定め た上での乙と

で あるから ， それを変えれば結果として再 編 成 の状 況も変って

くる 乙と になる。従っ て数値自身がど乙まで妥 当で あるかは問

題 で あるとしても ，新 設 を 含 む 各 種 医 療 施 設 の 成立 の可能性 lζ

関する大まかな見安を得る上で一応の参考ーには していただける

ので はないかと 恩われる 。

新 しく設定 した中 間施設群に入るべき患者は ， 乙うし て 現 在

の一般病院 の中に 多く いる ととはたしかであ るが， わが国の場

合乙のほかにも 在 宅 老人 や在宅身体障害者の 中 にか なりの対象
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ナーシン グホ ーム : 医師による高度の訟旅は必要でないが，看護を必要とする忠者のための

施投

コ ロ ニ ー: 一応の医学的治療が終っているにもかかわらず社会復帰の見込みが立ち

にくい精神疾忠忠者や結訟忠者のための生活施設

デイホスピタル : 昼間は医師による治療を受けるが夜間は家へ帰ってもよい経症または社

会復帰前の精神疾忠忠者のための施設

専門 医惨療 所. .専門医による高度の診療の行なわれる場であり ，通院忠者のみを対象と

する。一般病院外米部門と悶植のJ品者を扱う E とになる。

一 般 惨 療 所: 患者はまず乙乙で診療を受け，どの施設で治療を受けるのが盟ましいか

の判定を受ける。比較的簡単な通院治療は1: 1 : で行なう。 家庭医。

社 会 福祉施設: 治療 ・君護段階が終了しているにもかかわらず家庭的 ・社会的 ・経済的

条件1<: よって退院しないでいる人のための施設

患者がいるものと考えられる。従って施設の計画を総合的 lζ え

がくためには ， そ乙までの範囲にわたる更に広範囲な研究も必

要とされよ う。

以上問題はま乙とに大きいと 言 わざるを得ないが， 乙うした

面に対する根本的な検討と並行して，個 々 の 医 療 施 設 の 計 画 や

設 計 に 当 る プ ランナーの立場で主体的に考えるならば， まずは

病院設計の陥 ってい る一様で特色のない マ ンネリ ズ ムを 極 力 廃

し，将 来 像に 沿 った方向で役割りのはっきり した 純 度 の 高 い 施

設をつく るよ う少 しで も努力すべきだというと とになるのでは

なかろうか。 ( 1968年 4 月)
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都 市 ・ 人 病 院 診 療 所

池 田 有 隣

は じ め に

経済 ・文化の水準が上がるほど，人は都市 lζ 集中するという

が，わが国はその集中移動の激しさと平坦部での人口密度の高

さにおいて，世界でも有数の部類に属する。人が多ければ，そ

れだけ病人の出る数も ，人の少ない所よりは多くなる可能性が

ある。自由主義経済のもと ， 自由な医業運営が認められている

以上，医療施設が経済的! と成り立つために ，都市部 lζ 集まって

来るのは， 乙れまた当然の理といえよう。

医療の社会化というととは ，かなり古くから唱えられている

が，医療の公営あるいは非私営化，医業の社会的組織化，医療制

度運営の民主化などについては ，まだまだ道遠しの感がある 。現

存する病院の大半は民間経営であり ，診療所のほとんどは個人

の開業によっている 。乙ういう医師の開業自由制度は ，いやでも

医業の企業的性格，営利的経営を生み出し ，営利性の追求は ，必

然的 lζ 医療が成立し得ないような営利性の低い地域を避けて，

医療施設の都市集中 lζ 拍車をかけるととになる。経営的成立を

うんぬんするのは何も民間施設に限らず，公的大病院も ，よほ

ど特殊なものを除いては都市に造られるのが普通であって，大

阪の中之島 ，桃山の南北一帯や，京都の丸太町北部を見てもわ

かるように ，けっとう大病院が肩を並べて競い合っている。

乙れらの諸施設を計画的な組織網 lζ 乗せ，体系化するという

努) ] は，海外諸国 lζ 比べて，わが国の最も遅れている一面であ

ろう。多くの立派な施設やすぐれた医師があっても ，それらが

その地域社会にどのように対応して存在し ，どのように住民と

結びつきを持っかが問題である。一応は現行の制度にしたがう

としても ，たとえば地域中心的施設としての公共的使命を持つ

施設なら，その地域 lζ 対するサービスの方針が確立されていな

ければならな t 、。すなわち ， communi t y  n巴巴d lC対処して決

定されるととを要する。

近年，各地 lζ 造成されているニュ ータウンは ，都市自体がま

ったく新しい創造物であるだけに ， 乙のような施設計画の絶好

の機会であって，すでに千里，高蔵寺などにおいて実現されつ

つある乙とは周知の通りである。困難はあっても ，まだ新都市

の場合は良いが，問題は既成の大都市における医療施設の再開

発 ( ? ) にあるのではないか。以下，いろいろな角度から，わ

れわれのまわりにある現象について眺めて見たい。

診療圏のケーススタディ

近年の生活の歴史にあまり激変を経ずして来た京都を例 lとと

ろう。京都市内では ，大規模病院の数もそう多くなく ，またとれ

まで一応バランスを保って来たが，昭和40年末に新しく一般病

床319，伝染200床の市立総合病院がオ ープンした。市営の施設

として特に地域に対応する公的性格を意識されるものだけに ，

既存の施設の聞に入って，いったいどれくらいの利用者を吸収

し，診療圏を持ちうるか，調べてみる ζ とにした。 図一 1 1ζ 示

したのが，その登録患者分布である。 ζ 乙では病歴管理の完全

化を目ざして，来院忠者の登録制を実施し ，カルテの一元化を

はかつている。 図- 1(a) は開院当初の約 2，000 人までの分で，

病院の位置より北へ 2. 5kmの所に集中が生じているが， ζ れは

現在の病院開設に伴って廃止 された市立中央市民病院 (200 床

級〉のあった所で，乙の診療圏を引き継いだ形となったわけで

ある。それ以来，登録者分布の経年変動を追っているが，その

後次第に病院周辺 lζ ウエイ 卜が移り ，塗録番号 4，000 台以降，

昭和41年夏 10，000 を越すにいたって， やはり 1km圏， なかん

ずく 500m固に集中を見るようになった ( 図一 1(b)， (c )) 。しか

し， 乙の分布は ，最初来院したときの登録についてのもので，

再来患者はチ ェックされていないため ，昭和42年 7 月，登録番

号 1- 7，000 台の抽出分について， どれくらいがほんとうのお

得意様になっているか，一定の基準を作って調査した。乙れが

図- 21ζ 示した定若者 (act i ve pat i ent ) 分布である。乙れを

登録番号の段階別にわけで見ても ，現在のと乙ろ ，ほぼ均等に

定着性を示している乙とがわかった。そして乙れらによって ，

病院の立地は ，全市を対象としては必ずしも有利といえず，また

患者の誘致にもかなり方向性を持っとと ，などが指摘された。

なお，診療圏はほかの病院と重なっている部分が多いが，特! と

元の中央市民病院が京都第 2 赤十字病院と近接して，ほぽ閉じ

地区をカバ ー していたため ，現在の病院へ移ってからは多少変

動があるかと思われたが，定着性調査によって，案外元の施設

の系列のまま ，新病院もその地区と act ive 1と結ぼれて い ると

とが明らかにされた。ただ市立病院 とし ては ，やはり全市的な

立場でサ ービス する乙と ，ないしは既存施設のおよばなかった

盲点を十分カバ ーするととなどを考慮しなければならないであ

ろう。後者の点ではむしろ好適な立地であると思う。
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(  .  ) 登録番号 1 - 2∞8全数 ( b ) 登録番号2000台，ぬ∞台抽出 ( c ) 登録番号ω∞台， 7ぼ均台抽出

図 1 京 都 市 立 病 院 診 療 登 録 者 分 布

衛星都市病院の悩み

次 lζ ，地域あるいは地区中心施設と しての目 標を持ちながら ，

大都市集中現象のあおりを食って年々累積赤字にあえいでいる

ものに ，大都市周辺の衛星都市における 100- 300床級の公的病

院がある。人口当たりの病床数や傷病発生件数などから見れば，

けっ乙う成り立つはずのと ζ ろを，道路交通機関の発達と大都

市 内の施設の完備，近代化と相まって，さっぱり患者誘致の力

を失ってしまった。大阪府下の各市で，営業係数が 100 ; 与を割

ってい るのは池田市などのどく一部にすぎず，そのほとんどが

10096以上，13096 くらいになっている。その内訳を見ると ，総

体 l乙職員給与世の占める割合が高いと乙ろほど，営業係数が上

がっており，職員給与費5096 ラインを分岐点 として，黒字赤字

を振りわけていると いう。

経営者側にとって気の毒なのは ，せ っかく高給で招いた医長

クラス の先生が，適当な聞に地盤を作って， さっさ とその病院

の近くで開業し ，お得意 i様をごっそり取って しまうというケ ー

スで， とれなどは自由さの生んだ悲喜劇であろう。既成施設の

中で，再開発の必要にせまられているのは ，まず乙の種の病院に

多く ，それだけにニュ ータウンでの新しい試みが注目される。

民間小病院について

公的病院のサ ー ビスがいき届かないその間隙を縫って，いろ

いろな形態の小病院が存在する。多分 lζ 民間経営的性格の強い

もので，近頃ではデラックスム ード に包まれた病院も現われる

ようになった。これらは， はっきり企業的色彩による運営方針
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と社会性を持 って おり ，公的病院の診療圏 とは ，まるで巡った エ

リアをカバーする。なかでも ，外来診療に重点を置いていない

ものや，アポイントメントと かオ ープンシステ ムによ るものな

どの形態を採っている場合は ，かなり広域的な扱われ方も可能

である。その点では自由診療サ ー ビスの良い方の一面をのぞか

せてくれる。小規模で・あっても ，それを十分補うだけの，否，

小規模なればとそ可能な ，特性 ・魅力をうち出していると乙ろ

に注意しなければならない 。

乙れに比べて，先述の衛星都市の公的病院が大規模な社会的

施設にも成り得ず，また企業的意識とそれに見合う積極的な運

営への努力によって個性を持つにいたった民間小病院の側にも

立ち得ない中途半端な位置にとどまる限り ，現状から脱すると

とはできまい。

診療所の実態

経営主体がもう 一段階小さくなったととろに ，一般の診療所

がある。昭和40年医療施設調査によると ，人口 10万人対の一般

診療所数全国平均65. 71ζ 対して，京都府が94. 7という全国最高

の値を示 して おり ， さらに京都府下では京都市にその約 ＷＵ ｾ ちが

集中し ，人口 10万対 109. 8 粁となっている。京都の場合，施設

分布は市内でほぼ均等にばらまかれているが，市中心部の，古

くから受け継がれている民間の医院は ，すでに伝統的に固定し

た「質の良いお客」を持っており ，診療圏の遠近もあまり問題

にはならない。「数で ζ なす」というよりは ，予約で も取っ てゆ

うゆ うとやってい けるくらいの立場を作 っているが， 乙れに対

司事

ー-

‘  

ｾ＠



11; i J 7777i 汁-

、

唱隣

登録番号 1- 7∞0台抽出分についての調査

医療施設選択動向( 4 3 年 2 月調査〉図- 3京都市立病院診療登録者定着状況図- 2

• 
面を知る 乙と ができょう。して新規開業の場合は ，都市人口のド ーナツ型化もあ って，中

図- 3は大阪府松原市において，住民の医療施設選択動向を心部にはとても割り込む余地がなさそうである。したがって，

調査したものである。市民に対するアンケ ー卜 の形で，調査対

企金乙

昆兄
いきおい市周辺部の住宅スプロ ーJ レの激しい地区をねらい ，

象を サ ンプ リング して行な ったので，地域的なノ f ラツキとか定けっ ζ う各診療科別 lζ 並設争を展開する乙とになる。そして，

一応傾向を知る ζ とができる。畳的な精度は期待できな いが，して，gr oup practi ce とまでゆかなくても ，何となく医院村

図におい て線で示 したのは，各ゾーン ( 町別) 内居住者 ( 被調自由を形造っていると 乙ろが多い。住宅スプロ ーJ レと同様に ，

1 線 が 1 件市 内のどの施設にいくかであって，査家庭) が，かっ無秩序にでき ていくと乙ろが，千里ニュ ータウンなどの計

( 診療科別〉を表わしている 。また円内の数字は居住者が自己ちょうど商画的配置と異なる点であるが，!ll 者側にとっては ，

の属する ゾー ン( 町) 内にある診療所にいくとい う場合の数を自由に医師を選択しでかかれ居街で買物をすると きのように ，

示 した。乙れを見れば誘致力の強いグル ープがだいたいわかるあまり乙の乙とで文句を聞いた乙とはない。たいるのだから ，

また一般診療所と中央にある市立病院との比較もできる。し，それでもどうに か成り立っていへんなのは医師の方なのだが，

とれら多数の一般診療所と病院，特 lζ 公的病残念な ととに ，
乙れまた あまり 聞かない。るようで，倒産 した話など，

.... 

J

d

品オープンシステムを採らない限り ，院との閣のつながりは ，乙の激しい競争の中で，はやっている民間診療所の実態とは

互いに商売がたきでしかないのが普通でったく無いど乙ろか，3 の医院を調査した乙とがあるどんなものだろうか。以前 2 ，

ある。内科の夜の診療で患者の 1人当たりの平均それによれば，が，

診察時間 6 - 7 分，診察券の待ち時間30分余，全在院( 滞在)

りわおやはり最初の待ちの占 める比率の大きい時間40分弱とな って，

l 人の医師で乙とがわかった。ま た耳鼻咽喉科の例 lζ よれば，

まとまりのな い話に終って恐縮である が，以上のように ，都
患者 l 人当たりの夜間診療 4 時間のうち に 100]名以上を扱い ，

市居住者 lζ 対して地域公的病院というマクロ的結ばれ方のもの
なかんずく乙れには患者自身の行なう器械平均診察時間 3 分，

から ，個々 の 一般診療所といったミクロ的立場のものにいた
処置も含んでいるか ら， 正味医師の手を下した時間はどくわず

配置計画など，現在のる，広範な 各施設の組織 ・体系づくり ，
か という結果を得た。乙 乙での全在院時間は30分以内 ，15分程

たゆま ぬ努力をはらう乙とが，諸問題 と矛盾を解決するべく ，
度が多く ，いかに回転が早いかを示している。乙れらが，開業

唱島

医療サービス の使命のひとつであると考える 。

(い Ij だゅう りん: 京都工芸繊維大学助寄生綬)
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もちろんない。しか し

当節，忙しさに追われてうれしい悲鳴を上げている診療所のー

医の実態のすべてであるというのでは ，
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日建 設 計工 務 株 式 会社 病 院 建 築 研 究会

生命と健康とは入閣の根本的テ ーマであり ， 乙れをもととし

て医師と患者との人間関係がつくられる。乙れはすべての人間

関係の内で最も厳粛なものであり ，病院とは ，最新の医学と科

学とその従事者によって， ζ の人間関係がもっとも望ま しい形

で確立されるべき場でな ければなら ない。乙れを目標として病

院建築を創造する必要がある。

日本の社会保障としての医療制度の発達は今日まで幾多の貢

献をなしとげてきている。最新の医学の進歩と制度としての医

療と社会との結びつきは ，国民の健康を守り疾病の治療に十分

その力を発揮してきたといえよう。しかしその反面，現状を見

ると ，あらゆる種類の患者が疾病の程度をとわず，やみくもに

大病院に押しかけて，世界最高の診療回数 と過剰投薬が行なわ

れ，医師および従業者は殺人的多忙に悩み安い医療費と相まっ

て経営の困難を来たし ，スペシャリス トの不足，低賃金重労働

のための看護婦の慢性的不足を招くに致った状況である。

それは

(1)  制度としてのファミリ ード クタ ーの不在

(2) 病院群の組織の未確立

(3) 多種類におよぶ健康保険制度の未整理

(4) 専門病院 ( 精神病，慢性疾患，その他リハビリティション ，

アフタ ーケア lζ 類するもの) の不足

(5)  開業医の無統制な族出

(6) 安い医療費と ，人件費，施設費の高騰による経営難

などの理由によるもので，医療内容の未分化から病院と開業医

の対立を生み出し他面，都市，大学病院等への医師の偏在，カ

ミカゼドクタ ーの活躍，医師の人間性の喪失など好ましからざ

る現象が生じている。

日本の病院は今 ζ のような悪状況の中にあって，人間の生命

という最も厳粛な対象と取り組んで，その機能を完遂しなけれ

ばならないととを要求されているのである 。

将来の医療制度のウ' ィジョンと しては，たと えば，

(1) ファミリードクタ ー制の確立

(2) 病院の組織化

(3)  専門病院の増設整備

(4) 健康保険制度の単純化

(5)  医療貨の国家補助の強化
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などが挙げられ，乙 れらの改善に伴 って病院建築 も次第にその

姿を変えて行くであろ う。しかし ，現在の時点においては病院

はいくつかの悪条件とたたかいながらも ，本来の使命を全うす

べき場 としての機能を充足させてゆかねばならない。すなわち

基本的人間関係を生み育てて行くにふさわ しい内外環境を も

ち，併せて将来の診療科目専門化に対応するフ レキシビリ ティ

をもちながら ，患者の身体的治療 と，心理的療法と ，社会的環

境適応対策を併せた全人間的治療を完遂するためにふさわしい

場を創造するとと乙そ ， これからの病院の理想像とならねばな

らないだろう。

病院設計において，医学が哲学不在の人間修理技術であって

はならないと同様に ，病院建築の設計においても人間不在の単

なる建築技術 lζ 止まってはならない。宗教のもつ偉大な j j のよ

うに，子 lζ 対する母のいつくしみのように ，医師と患者とのヒ

ューマン ・リレ ーションをど乙までもたかめる精神的な力 ，人

格を建築家ももつように努めねばならない。

乙れを具体的に説明する乙とは困難である。しかし建築家の

もつ哲学，人格は 当然その設計作品に敏感に反映する。建築家

が医師と患者との厳粛な人間関係を認識し ，患者の心理を洞察

する愛情を持ち得た とき ，はじめてすぐれた病院建築が実現す

であろう。

病院建築の企画と設計はすべて，建築主一一病院を建てよう

とする人，経営管理をする人および使用する人を含めてーーと

建築家との協同作業によってなされる。協同作業である以上，

両者 lζ は協調を基とするそれぞれの責任と義務があるのは当然

である。すなわち作業の内容は次のように分けられる。

・建築主の責任において決定すべきもの

..たとえば，病院としての位置づけ ，診療科目 ，病床数

の決定，資金の調達など

・建築主と建築家の協議によって決定すべきもの

…… たとえば，敷地の選定，予算の決定，配置平面計画の

審議など

・建築家の責任において決定すべきもの

-… たとえば，建築の内外空間のデザ イン， 構造計画設備

計画など建築技術上の問題

喝'
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乙れ らがお互いに他の分野をおかすととな く，自己の責任を十

分に果し ，相互信頼の上にたって，円満に進められてはじめて

すぐれた病院建築が期待されるのであって ， 乙の秩序が乱され

た時にはその結果もまたよくない ζ とが多い。

医師が建築家たりえないのと同じく ，建築家もまた医師たり

えない。 そ乙に円満な調和と良識による協調が必要となる。

また ，現段階において医療体系の確立が望まれる。しかし確

立し得ない現況においては ，病院の位置づけ ，病床数の決定等

lζ 病院建設 コンサルタン トまたは研究者の協力が望まれる。

病院は特殊建築といわれる。その内容に複雑な機能をもち ，

構想 lζ は専門的知識と経験の 畜積が必要であるから である。乙

乙lζ いわゆる専門家と しての「病院建築家」の生れる素地があ

る0 ・… 病院建築家は病院の医事，管理に精進し ，建築主の 乙

とばを建築的 に翻訳するカをもち ，また建築としてまとめる能

力のあるものである。

一般に ，人聞は自己の成長してきた環境と経験を判断の基礎

としやすい。病院をつ くる場合も ，建築主はそのような ヴィジ

ョンを もちがち である。とれは時として偏向的好みを表現する

ζ ともある ( 例え ば医師を含めた職員の問題ではよいが，患者

の立場が犠性になる乙とがある〉。病院建築の役割の一つは乙

れを是正しであるべき姿にもどすことにある。それにはたえざ

る研究調査による普遍的妥当な知識と他の研究データ等 lζ 注目

した広い視野の上にた つ，将来への見透しが必要であり ，さら

にそれらが豊かな常識，品性，愛情 lζ 裏つe けされてはじめて病

院建築を実現しうるものであろう。

従来欧米諸国の病院建築の例の場合，数ヶ年にわたる設計期

間で検討されている乙とを聞く ζ とが多い。そして， 日本の現

状では ，特 lζ 官公庁より委託され る設計の場合， しばしば年度

予算のため数カ月に満たない設計のスピードアップが要求され

ている。乙 の乙と はすでに設計以前の問題である。 しかし乙の

よ うな現状であ っても ，当初の企画段階よりすればやはり数カ

年を経ている ζ とがほとんどであり ，企画段階において，開設

時期をも含め て責任ある討議がなされたか否かが問題にされよ

つ。

民間病院の場合， 注文者は企画担当であり ， 運営担当であ

る。そのため，設立の意義を決定するととにより病院運営の方

針が決定され，早い機会より建築家を選定しお互いの意志を尊

重する乙とができやすい が，地方自治体の場合，注文者は府県

知事，市町村長となり医療問題が素人の間で議論され，衛生部

などで立案されたとしても ，まづ広域医療的立場より決定され

なければならないはずの病院の性格が，隣接都市の病院に基準

をおく乙とに気をくばられすぎ，同じような性格の総合病院が

生まれる結果 となる乙ともある。また，時として，その基本案

が大学等に研究課題として委託される乙ともありうる。研究者

は与えられた命題を研究テ ー? として取組み理想的な形として

提案する が，委託者はそれを実情に照らし合わせ るとと な く，

そのまま基本設計として受入れ，実施 lζ 移した場合，短期間の

設計期聞において実際に運営する病院側と 建築家の間で再び初

めから考え なおさねばならない ζ ともしば しばであろう。

それは ，建築家不在のまま ，また ，運営し使用す る立場を忘

れて建築主と建築家の協議によーって決定すべき事項 までが決定

されてしまった悪例であろう。

上記であきらかなように ，病院建設に際してできるだけ早い

段階で，設計を担当する建築家を委嘱し ，ただちに計画させる

ととが必要である。 建築主が予期しないような時，場におい て

も適切な進言をする ζ とに よ って有益な効果をも たらすはずで

ある。とくに経験豊かな研究の蓄積のある病院建築家の場合そ

れが著しい。と乙ろが建築家の参加な しに ，往 々に して建築主

側のみで敷地が決定され，安易な基本計画と予算が立案され，

病院設立に必要な諸手続きも完了した後 1C，手軽に建築家を決

定して設計を委l属するという場合が見受けられる。すでに進め

られたそれらの作業が正しければよいが，種々の欠陥を含んで

いる場合には，す ぐれた病院建築家の手をもつに してもどうに

もな らない ζ ともあり うる。

病院建設 コンサルタント ，および病院計画研究者と病院建築

家との分担もまた ， 鮮明でな ければならな い。 コンサノレタン

ト， 研究者は ，建築主の責任ーにおいて決定すべき病院の位置づ

け，病床数の決定等において建築主の判断の元となるア ドバイ

スをお 乙なう乙とが第ーであり ，医療体糸のあ るべき姿を予測

し， 病院が真に社会保障に貢献すべき型を指示すべきである。

もちろん， 乙のた めには ，患者の立場にたった判断が要求され

よ う。そのためには ，常 lζ 建築の使われ方の調査研究を行なっ

て，機能の探求をお乙なうと同時に ，特 lζ ，建築設備に対する

ランニング コストなどの ，研究にょうし た建設予算の掴み方に

対してまでの，指示が必要になって来るものと思われる。そ し

て，研究者およ び コンサルタン トは，建築主への アドパイスで

終らずに ，担 当する建築家への申 しおくり ，および，設計途上

建築途上での確認がなされなくてはならない。

地域計画，新らしい種類の病院の場合，特に乙の ような研究

者の参加が望まれる。

ζ のようにして，建築主，建設 コン サJ レタン 卜( 研究者) ，病

院建築家が一つの J レールにしたがって，各々の範囲において，

自己の力を最高度に発揮 した時，真 [ζ すばら しい病院建築が生

まれるのであって， との時よくいわれる 言葉 として，建築家が

流行をおいすぎて，機能を無視するなどの病院従事者の窓見は

い っそうする乙とができるだろうし ，地域社会の医療を担当す

る部門 となりうるだろう。 そ して，病院設計は乙の J レーノレを守

る乙とにより出発し ，建築家の ヒユマニ ティにまつべきものと

信じる。
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I C U と C C U

は じ め に

Pr ogressi ve  Pat ient  Car e という考え方がある。アメリカでうま

れたものであるが，わが国でももはや P P Cの略称、で通用するほど衆知

の概念となった。私自身もすでに文一 l において解説ずみだが，乙とに

ふたたひ、要点をかいつまんでみると次のようにな る。

P P C とは病棟の看護単位構成につ いての一方式で，従来のように診

療科別とか疾患別 とかによって患者のグルーピ ングをするのではなく必

要な看護の程度によって看護単位をわけよう とするものである。たとえ

ば，絶え間な い観察看護を必要とする I nt ensi ve Care Uni t，身のまわ

りの ことぐらいは自分で始末できる程度の忠者を対象と した Sel f Care  

Uni t ，その中聞に位置する病状の I nt ermedi ate Care Uni t ，さらに

は慢性化して在院期間の長び く忠者のための L ong T e r m Care Uni t 

といった具合にわける 。

乙乙で，看護の手聞からみても観察治療に必要な機器類の蘭からみて

ももっとも重点的に扱われるのが Intensive Care Uni t  ( 略して 1 C  

U と呼ぶ) である。別のいい方をすれば， 1  C Uはもっぱら治療と看護

だけに重きをおいて患者の生活面でのゆ とりとかうるおいとかに考慮を

はらう必要のない看護単位なのである。重症もしくは容態のむずかし い

患者ばかりを集めた単位であってみれば，辺営面でも設備面でも治療看

護だけを主体に考える乙とになるのはけだし当然であろう。 ζ の乙 と

は，建築計画の側からしてもきわめて理にかなっているといえる。つま

り，観察測定装置をはじめ駿采 ・吸引 ・圧さく空気の中央配管などを病

棟の各所lζ 分散せず I C Uに集中する乙とによって要求に対する「充足

度J と施設設備の「利用率」との双方を高める乙とが可能になる。反対に

デイルームをはじめとする 患者の生活的な施設は一切考えないでいい。

乙うして，最新の器機をもって装備された I C Uには大手術後の患者

をはじめ重点看護を必要とする患者が収容されて目覚ま しい効果を発揮

しだした。たちま ち発祥の地アメリカをはじめとしてヨ ーロッパの各国

にも普及した。と乙ろが実際の辺営を通じて不都合な点も明らかになっ

てきた。それは，同じく重度の看護を必要とするケ ースであっても内科

系と外科系とでは何かと条件を異にする ，したがって両者を包含する I

C Uでは具合がわるいという ζ とである。至極当りまえな乙のような結

論から ， 1  C Uを外科系疾患中心として内科系には別のユニッ トをつく

ろうとする勤きが出てきた。やはりアメリカにおいての乙とである。 と

乙ろでアメリカの場合，内科系で重点看護の必要なケ ースlζ 心臓疾忠が

圧倒的に多い乙とから ，とれを Coronary Care Uni t  (略 してC C U )

と呼ぶようになった。冠状動脈疾患について重点的集中的な治療をお ζ

なう看滋単位である。一一ちなみに私が1962年にアメ リカを訪れたとき

には，随分たくさんの病院を見学したが I C Uをみたのは 2 病院だけだ

った。それが 4 年後の 1966年11 : 行ったときには， 1  C Uをもたない病院

はほとんどないといった普及ぶりであった。しかも今度は，一部の病院

で，それまで知らなかった C C Uなるものを見せられた。いいものはど

んどんとり入れていくというアメリカの病院の松極性にいささか驚かさ

れたものである。

結局， 1  C Uは術後患者を中心にして呼吸管理に重点をおく ユニ ット

と考えればいし、。 文献によっては Respi rat ory Car e Uni  t などとい

う呼び方も見うけられる( 文- 7 ) 。他方，C C Uは Cardi ac Car e 

Uni t  (文一11 ) ともいわれるように，心筋梗塞 ・狭心症など心臓疾患
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を中心とする ユニ ットである。乙れらの病気は病状が不安定で突然死の

危険があるから絶えざる監視を必要とする。しかもその死亡は発病後 2

- 3 自に集中する傾向があり ，その峠さえ越せばやや安心て・きるという

例が多いので短期間重点看護の窓義もまた大きい。

わが国で: も l順天堂大学の I C U や東京女子医大の C C Uをはじめとし

て， 最近目立ってあち乙ちの病院で設置運営される・ようになってきた

( 文一 2 ，文一 3 ) 。それにともなって具体的な設計資料を求める声も

少くない。以下，その計画について，私どもの研究室でお乙なった国立

医療センタ ー ( 図一 1 ) の設計を例K ひきながら若干の説明を試みてお

乙つ。

1. 国 立 医 療センターの概 要

国立医療センタ ーは，現在の画立東京第一病院の敷地11 : 既存建物のす

べてを取壊して名実ともに国のメディカ J レセンタ ーたりうるような病院

を建設しようとするもので，本年 3 月着工，現在工事が進め られつつあ

る。

総ベッド数は1 . ∞0床，建物は S R Cで地下 2 階 ・地上 16階，乙のう

ち4 階以上16階までが病棟で Z 型プランの各階に 2 看護単位ずつをいれ

ている。 I C UとC C Uはとの高層椋の 3 階11: 位置し ，同じ階にある手

術部と検査部と( 1 : 挟まれた形になっている。院内他部門とのつながりと

いう点からすれば，乙の 2 部門との関係がもっとも密接だからである。

なお病糠について， 1  C UとC C U 以外は，P P C的な構成にしてい

ない。( 先ほどアメカで I C Uが普及している事実について述べたが，

病棟の全体構成を P P C プログラムにのせている病院は実際問題として

きわめて少い。) 別にアメリカの乙のような傾向にならったというわけ

ではないが，乙乙の場合14- 16階の上部 3 屈を室料差額徴収の特別病室

とし ，他の一般病棟は臓器別構成とした。つまり ，階ごとに循環器 ・消

化器 ・呼吸器 - ーといったようにわけ，それぞれを内科系 ・外科系の 2

看護単位にした。 "臓器別" という表現にはあてはまらないかもしれな

いが， I小児」の階も小児内科と小児外科， I産婦人科」の階 も産科 と

婦人科といった 2 看護単位構成になっている。

2. 1  C U ・C C Uの規模と配置

(1)  まず I C UとC C U のそれぞれを何ベッド K すべきかが問題にな

る。 一般論としての考察はすでに文- 4 において発表した。本; 病院につ

いては ，) 1 原天堂や女子医大の笑紡と海外での リポート を参照して I C U

14床， C C U 9 床とした。全ベッド数の 2.35ちである。乙のようなユニ

ットの場合，特lζ 平均占床回数( ベッド回転率) との関係( 1 : おいてとら

えない限り ，単lζ 総ベッド数との比率だけでは決しかねるが，病院側の

推断をもいれて以上のようにきめた。

(2) 次に I C U とC C U を併存させるととの可否が問題になる 。すでに

述べたように，両者はその本質的な迷いによって分化したものであるだ

けにふたたび統合するような形にまとめるととには若干の異論もあろ

う。しかし ，①建築計画の大局的な観点からすれば両者にはあまりにも

共通点が多い，② I C UとC C Uとでは看護の面で非常な迷いがある乙

とはわれわれにも理解できるが，看護カを格段 K 濃厚配置しなければな

らない部門であるがゆえに，ある程度まで相互に入手を融通しあう乙 と

をも考えておかなければ非現実のそしりをまぬがれ難い，③いずれもさ

圃'
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ほど大規模な面積を確保するほどには いた らな

いから ，それぞれ単独に l フロアまたは l 翼を

占有するわけ K はいかない，一ーなどの理由で

両者併ー存の形 (ζ 踏み切った。現にアメリカあた

りに もこのような伊lは 多 い ( 図- 2) 。

(3)  4 - 16階の病棟は ，看護婦の動線を短縮す

る乙とを第一条件 としたため必然の帰結として

いわ ゆる コアプラ ンをとる ζ とになった。その

3 階に I C U とC C Uをいれるについては，当
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折角新しい試み としての I C U ' C C Uを設計

するからにはもっと自由な条件のもとにおくべ

きであったかも しれないが，全体の構成上止む

を得ずとのような配置となった。そのため，耐

震壁や避難階段 ・パイプシャフ トなどが乙の階

のプ ランニング! と大きな障害となっている。結

果としては，コアを挟んで北側に I C U を南側

に ｃｃ ｕ を おいた。基準階で Ｑ ｾ Ｇ 設単位 Ｔ Ｔ 床を

入れていると乙ろを 3 階は23床で占めているわ

けであるから ，ベッ ド当り一般の倍の面積をつ

かっている勘定になる。

!  -，..-，_庁「

3.  ベッ ドと看 護 婦 ステーショ ン
図- 1 国立医療センターの I C U とC C U

(1) 病室について，まず I C Uでは忠者のよう

すがよく見える乙ととベッドまわりでの処置が
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しやすいとととを第ーに考える。患者の大半は意識のない状態であった

りするから中心になる 4 ベッドはまったくオ ープンな扱いとした。必要

に応じてカーテンを日| く程度で十分であろう。看護婦ステ ーショ ンは 同

じスペ ースの反対側の壁ぎわにその位置を占めたが，実際問題 とし て看

護婦は常にいずれかのベッドサイドにいる ζ とになろ うから ，乙乙には

小さなカウンタ ーがあるほかは各種治療器械の置場と考えてもいい。

何らかの怒味で隔離を要する j記者のために個室を l 室設けたが， ζ れ

もガラス間仕切りとした。

乙のほかに 4 床室を 2 つとったが，うち 1室は緩衝ベ ッド，他の 1 ｾ室

は手術直後のリカ バリー を芯図した。緩衝ベッドとは次のような意味あ

いのものである。すなわち ， 1  C Uがその機能を十全に発揮するために

は，乙ζlζ 収容すべき患者がでたときにいつでも引きうけられるような

空きベッドを準備しておく必要がある。しかし ，一方，レ ベルの高い看

護力を豊富に抱えている ユニットとしては空きベッドに対応するだけの

人手を遊ばせておくわけにもいかない。そ乙で一応峠を越した程度の患

者も何人か入れておいて，新しい入室者があればベッ ドの入れかえをお

乙な うというようなやり方で常に満床を維持 してい乙 うとするのであ

る。い わば運営上の クッション であるから仮りに緩衝ベ ッドと名づけて

みたっもう一方の リカバリー については今さら説明する 必要もないが，

手術部職員の勤務時間の問題などをも 勘案して手術部内にお くよりは I

C U 内に設けた方がいいと判断した。手術部内においたりカパリ ーを本

来の怠図どおりに佼っていない病院はきわめて多いが，その理由を整理

した結果からみてもむしろ乙のような形の方がいいのではないかと考え

たからである 。

(2)  次に C C Uにつ いて。看護婦ステ ーショ ンとベッドとの関係などは

原則的lζ I C U と同じ とい っていい。ただ乙乙に収容される患者の容態

は I C U の場合とは少々おもむきが異る。すでに述べたように心臓疾忠

には突然死のような危険性があるから絶えず監視していなければならな

いことは確かであるが，患者の見かけ上の容態は普通とさほど変らず，

殊に術後の忠者な どとちがって周辺の環境に敏感である。つまり I C U

のように医療看談面だけを重点的に とり あげればいいというようなわけ

にはいかない。やは りへやの袋聞気とか隣の患者との関係 とかを考慮し

なければならない。アメリカでみた病院でも I C U には窓なしとか高窓

のみとかいった例が多かったが，C C Uは普通に外が眺められる窓のつ

いたへゃにしていた。殊tζ 隣の患者との間の遮音などには気を配らなけ

ればならない とい う。以上の理由で主体となる 5 つのベ ッドはすべて個

室 とした。 なお ，乙乙 lζ も緩衝の意味で4 床室を l つ設けた。

監視のために全病室の ステーシ ョン側をガラスばりに した。とかく周

囲の様子が気になる患者側からすればプライパシ ーの問題もあろうが，

へやの外を絶えず看護婦が行き来するのが見える 方がかえって安心感を

与える こと になろう。肉阪による監視の不充分なと乙ろは T V でおぎな

うζ とに しているが，画像からとらえ得るリアリテ ィー におのずから限

界があるから以上の対策だけで完全とは無論いいきれない。結局，監視

の基本原則j は看護婦が絶えず各病室をまわってベ ッドサイドモニター

( ベッドわきのブラウン管 le刻々の心電図などが描きだされている〉を

注意し ，ス テーションには観測値が危険域に入ったときのアラ ームをお

き，さらにその他の生理的諸データーは記録室 leおかれた遠隔装置に 自

動記録されると いう形になろう。記録室は ，また医師勤務室をも兼ねて

いる。各室は個室K 区切ったがゆえに3.0m x 4.5mとなったが，乙れで

は大がかりな処置の必要な場合にやや狭いのではなし、かと懸念されてい

る。また各室はベッドのままの移動が 可能なように ドア巾 をすべて 1. 2

m とした。

(3) 病室とならんで 1 C  U le小手術室を ，C C UIζ 人工腎臓室をとった。

前者で‘ は術後の容態が思わしくないとき急le気管切開とか再縫合とか

がお乙なわれる。心停止の患者 IL応急開胸7 ッサ ージなどをお乙なう乙

ともあろうが，それ乙そ寸秒の猶予をも許されないから直ちにそのベッ

ドの上で乙とが迩ばれる ζ とになろう。すなわち C C Uの方では手術室

を使うととはあまりあるまいと患われる。

後者では代謝機能 lζ 障害のある 患者を収容し人工腎織をつかって血液

の透析をお乙なう。つまり厳密な定、味では C C Uの対象患者とはいえな

いが，乙の階が Int ensl ve care もしくは intensive therapy のた

めの部門であるという考え方からすれば乙乙におくのが適当であろうと

判断 した。

乙のような特殊治療をとりあげると すると ，ほかにまだ高圧酸素室 ・

41  



低体温治療室 ・人工気候室などが考えられる。治療器械というととだと

とれ以外にまだ数え切れないほどたく さんのものがあろうが，乙ζ IC挙

げたのは治療時間が数日にわたるがゆえに生活のともなうも のである。

とする と中央診療施設群に包含させるよりは病棟にーーその中で も特 lζ

i nt ensive th巴rapy .のお乙なわれる部門においた方がいいという ζ と

になる。ととろが，乙の種の装置( または施設) は嵩がはるとか，荷重

が大きい とか，へや全体をひとつの器械として扱わねばならぬとか設計

上なかなか厄介で，ひいては全体の構成を制約するきら いもある。さら

に面倒な乙とは，と れら新しい施設には多かれ少なかれ実験的 ・試用的

なニュアンス が含まれている乙とである。

たとえば高圧酸素室 hyper bar ic oxygen  chamber  IC しでも ，重

度火傷の治療とか，一酸化炭素中毒の治療とか，放射線の大量照射との

組み合せによる癌治療とか多角的な利用が試みられている。いうなれば

未だ日常的診療の場に定着し切れていないのである。 乙うなると占める

べき位置の決定に迷わざるを得ない。乙の問題についてはすでに文一 5

で述べたが，結局は乙の階からはずして他の場所を考えるという乙とに

落ちついた。

4. その他の諸室

(1) いうまで もなく I C UとC C U には直接の関係者以外入室を許した

くない。 高度の治療看護活動をディスタ ーブされた くないか らである。

また I C Uで今後増加するでめろう ケースのうち臓器移植後の患者など

に対しては感染防止のための無菌的管理が手術の成否を決する鍵とな

る。 したがって入口 を犯する位置に受付をおいた。乙乙 lζ は病棟事務員

がいて，出入りの管理，電話のとりつぎ，エレベーターで速ばれてきた

ものの受けつけ，面会者の コントロ ーノレなどをお ζ なう。

(2)  その背後の器材室!Cは受けとっ た器械とかリネ ンなどを整理してお

く。ま た乙乙には行先を 自動的に判別でき る霊直コンベヤが設備されて

中央材料室 ・薬局 ・血液センタ ーなどと結ぼれている。なお I C U ・C

C UICは治療や処置の器械が多いが，それらのあるものは必要に応じて

何時でもす ぐに使える形でス テーションわきの墜さわなどに並べられる

乙とになろう( 大半は車つきになっている) 。乙 乙におさまり切れない

分は奥の医師勤務室あたりにおかれでもいい。

(3) はじめに も述べたように同じ階の向いが検査郎になっているから昼

間はその方に期待する とし ても ，夜間の検査は内部で主ばかなければな

らない。そのための小検査室を I C U とC C U共用の形で設けた。

(4) やはり両者の 中聞に ユーティリ ティー をおいた。一方の壁面を

cl ean  ut il it y  Iζ ，反対側を dir ty uti l it y  Iζ 考えている。

(5) C C Uの患者の中には普通またはそれに準じた食事ので: きる ものや

無理にベッドの上で用をたすよりは便所にいった方が具合のいいものも

あろう。そのための配膳室と便所とを設けた。乙れは I C Uの患者には

縁がなし、。

(6)  と乙では数人の専門医が協議 して治療方針を決定 したりするととが

特に多い。 したがって診療会議 cl i ni cal pat hology  conf er ence のた

めのスペ ースが必要である。場所としてベッドゾーンの外をえらんだ。

(7) 1  C U ・C C U ともきわめてき つい仕事である。医師にせよ看護婦

にせよ患者の容態が小康を得たときをえらんで交代で一息入れなければ

肉体的にも精神的にも参ってしまう。 ζ のような趣旨の休憩室をやはり

ベッドゾーンの外K 設けた。

(8) 家族にはごく 短い時間を限って面会を許すととになろうが，容態に

よっては なるべく近くを離れたくないというのが人情である。 しか しベ

ッ ドサイドに付添って もらう わけにも いかないから別に控室を設けた。

希望によっては乙乙で仮眠 しで も構わない。

また病院側としても家族に対してJ患者の容態を説明する必要がある。

そのための面接室を別にとった。

(9) 全体的な仕上け、についての原則として. 1  C Uでは治療看護を第一

42 

義とする。 C C Uでも乙の点は同様であるが，ただベッド まわりにはな

るべく患者の気持をやわらげるような配慮がほしい。特に両者を通 じて

吸音的な材料をえらび，かつ C C Uの病室で遮音に注意する

5. 設 備 計 画

(1)  モニタ ー装置 ・再三述べた通り ζ 乙では容態の監視がもっとも重要

である。 しかもそれはボイ ラ一室や空調機械室などにおける監視とは根

本的lζ 異る。対象が生体であ るがゆえに肉眼を もってする直接視が何と

いっても中心になる。しかし患者の容態( 生理的状態) は必ずしも肉眼

だけではとらえられない。そ乙でt心電図 ・心拍数 ・血圧 ・体温 ・呼吸 ・

脳波などの測定，いわゆる モニタリングが必要になってく る。乙れら は

いずれも患者の体と測定器械とを導線で結び，複雑な電子工学的処理に

よって測定値を表示 ・記録するも のである 。

!ぶ者の床頭におかれるベッドサイ ドモニター ，看Z健婦ステーションに

おかれる省報っ きモニタ ー， 記録室におかれる自記記録式セン トラJ レモ

ニターの 3段階になるが，このうちセン トラルは研究的色彩の濃いもの

とみなしていい。どの程度の患者を入れた とき何々のモニタ ーが必要か

については異論が多 くて未だ決定をみていないが. 1  C Uには遠隔モニ

ターを必要とせずC C Uf C は心電図モニタ ーだけあればよいとする意見

もある。 いずれにせよ，それら の装置の壁面埋込み ・配線などに関 して

建築設計の側にも影響すると ζ ろが少くない。

(2) 治療器械 . 治療のための設備はそれ乙そ集中的にそなえられる乙 と

になる。まず配管類IC関してだけでも ，全ベッド lζ 酸素 ・吸引 ・圧縮空

気の アウトレット を設けなければならない。乙のほか I C Uでは一部に

笑気( 麻酔ガス) の配管が要る。

またベッ ドまわりを中心IC コンセン トはふんだんに準備されなければ

ならない。たとえば C C UIζ 例をとっても ，ペースメ ーカー( 心停止の

場合機械的に心拍をうながす装置) デフ ィプリレイタ ー ( 心細勤除去装

置) . レスピレイター( 人工呼吸機) なと、は有力かっ不可欠な器械であ る

が，いずれも電気を必要とする。 1ベツド当り最低 5- 7 口のコンセン

卜 ( いす

乙のほかlκE麻酔器 . 駿3索Rテントなとど‘ も勘定lκζ 入れるとベツドまわり IにE  

は相当のゆ とり がなければなら ないようでで、あ る。

(3)  通信設備 I C U ・C C Uの巡営があるべき姿の通り にお乙なわれ

るためには，必要なときに必要な人をなるべく速かに呼べるよう でなけ

ればならない。アメリカのあ る病院の C C Uでは，望書報がなったら 2 分

以内 lC医師がかけつけるのを原則としている。いずれにせよ ドクタ ーペ

ージング装置は不可欠であろう。

ベッドサイドのナ ースコーノレについては. C C UfCは一応 とれを設け

たい。 I C Uでは緩衝ベ ッド以外には必要ある まい。設けて もとれを利

用できる患者はいないはずである。

(4) 空調設備・ I C U ・C C Uにはいかなる場合でも当然空調が設備さ

れる乙とになろう。相互感染の問題. C C U病室における吹出音の問題

などを抱えて，どのような方式を採用すべきかまだ今後に課題が残さ れ

たまま である。

(5) 採光照明 Ｚ 空調負荷の軽減 ，アウトレットやモニタ 一 類のｾ商埋込

みなどの理由で I C Uを窓なしにするととはあり得る。( ただし . 1  C  

U を病室と解釈すると現行の医療法は ζ れを許さない。) C C U では，

既述のとおり窓なしは考えられない。

いずれにせよ，昼夜を通 して，緊急処置がお乙なわれる場合に は相当

な明 るさ ( アメリカの ある病院の例では 13∞J レクス) が必要とされる 。

ζ の問題に関してはかつて文- 6 で紹介 したからそち らを参照 された

し、。

照明だけでなく治療機器のための コンセン トもすべて無停電回路とす

べき乙と はいうまでもない。

It 
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お わ り に

I C U ・C C Uについ ては，私n身僅かニ ・

三回の設計経験を もつに過ぎず，かっそれも ま

だ工事中で実際の使用を通じ ての批判検討を経

ていない。 したがっ て以上の記述も今後修正 さ
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れなければならない部分を数多く 合んでいる で 図 2  アメリカの I C Uと C C U

あろ うと恩う 。いずれ改めて整理し てみ る予定

でいる。

なお，設計には文一 7 - 11が示唆を与え ると

乙ろ多 く，図- 2 も参考とな ろ う 。 ( '680420)  

( いとうま ζ と : 千葉大学助教授 ・工博)
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救 急 医 療 施 設 の 計 画

I  救 急 医 療 施 設 の あ り 方

1. わが国の救急医療施設( 救急病院あるいは救急部) は ，最近になっ

てやっとそれらしいものが 2 ， 3 生れたばかりで，極めて初歩的な段階

にあるつ乙の 5 月の日本病院学会で初めて「救急部門運営の問題点」と

題するパネノレディスカッシヨンが聞かれたが，そ乙で発表する僅か数人

の講師の人たちぐらいしか，乙の問題を語れる人がいないのが現状であ

り，その専門家ですら自分の運営する 1施設のごく短い期間の経験だけ

が頼りで，あとは若干の海外文献なとで補っている程度と恩われる。

乙のように初歩的な段階にある施設について設計々薗論を展開する ζ

とには多少気おくれを感じないでもないが，乙乙 4 ， 5 年末調べてきた

乙とと ，海外の資料の紹介をかねて少し3 かせていただくことにした。

2. わが国の赦急医療施設と呼びうるものにはどのような種類があるか

というと ，いまのと乙ろ次の 3 つの段階の施設がある 。まず，従来大都市

で救急車を持つ消防局が放急患者の搬送先として指定した外科系を中心

とする中小規模の数急指定病院があげられる。指定病院は特別な放急処

置室，要員などを用意 した ものは少く ，II{i 和40年の消防法改正( 人口 10

万以 ヒの都i l i K放急態勢を持つ乙とを義務づけた) 以後は当局の告示に

変り ，東京を例にとると ，42年現在で 500 以上の数にのぼる。つぎが，

日赤，済生会，都府市立そのほか公立病院などに ，脳神経外科設置が進

むのと令せて救急郎または救急、センターを設置したもので， 例として

は，わが国で段初の救急、専門施設として注目された京都第二赤十字病院

救急分院 (11白羽 131年開設) ，神奈川県交通救急センタ ー( 済生会神奈川県

病院に併設，11何和40年開設) などがあげられる。 3 '(在日 として大学附属

あるいは国立など大規模かつ教育的な総合病院で，応急処置，初期診療

を目的とした一次施設( 指定病院なと) から送られてくる重症 ，［ｬ｜ｪｾ症 ，

特殊なものなどを引受ける広域的かつ日皮な数急センタ ーがある 。例と

しては品近 ｉｊｉｊ 設されたばかりの大阪 ｊ［ＺＺ γ 附 ｊｉ ｊｾ 病院特殊教急部Ｈ大阪府ーの

施設，Illi 和42年IA設) があげられる勺

主主乞 ｬ 指定病院は，戦後の混乱期か ら Ｑｾ 近までの Ｑ Ｐ 余年 ， 数急医療の全て

を貧弱な施設と医師，看護婦の奉仕的精神で支えつづーけてきた功紛が大

きい。また ，放急忠者発生lζ 対処するためには ，広く地戚全体にくまなく

位置しているし ，小まわりのきかない従米の大病院にくらべて多くが個

人経営で病院内，または近くに居住していて直ち K 収容態勢をとりうる ，

などの利点がある 。 しかし，故近のように大事故が日常普通lζ 起るよう

神奈川県交通救急セン' 7 -
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荻 原 正

になると ，施設，設備，要員の点で不十分である乙 とが問題となろう。

総合病院附属の救急部または救急センタ ーは，交通事故受傷者が年ど

とに増加し ，人口の大都市集中にともなう各種の事故，急病忠者の発生

が増大しつつあるとき ，住民の安全と救護IC責任のある自治体が世論の

高まりにより必然的に設置せざるをえない し，施設，設備，要員などを

完備，充笑させ易い点で，今後の救急施設の中心的存在として盃，質と

もに拡大充実をつづ‘ けるものと恩われる今 ( したがって，本稿もとの段

階，種類の施設について主に述べてみたいと思う。)

国立または大学F付属の特殊救急、センターは ，施設，設備 ，姿員，経理

なと‘ の理由から ，限られた大病院にしか考えられないもので，と くに ，

医師および看護婦，ついでX 線技師などの要員の確保に一番の問題があ

るものと考えられる 。 しかし ，教育的な役割lを持つ病院で、は，今後の地

域医療の方向 K 合った教育を行うというな味からも欠くことのできない

部門として成長するものと思える 。 しかし ，救急医療の応急処置を中心

とする性格からみて必しも救急施設の中心的存在と呼ぶ乙とはできず，

む しろ，火傷専門センタ ー，ガス '11: ; 1 センターなと特殊な役者jを期待す

べきものかもしれない。

3. 救急施設は「事故による受傷者， 急病の j心者などをいつでも 収容

し， 必要な処置を行なうに十分な純設，設耐il，要員を備えた施設」と定

義づけうるが，実際 fCは，救急施設での診療を必要 とする患者だけが利

用するとは限らず， ｾ ｉ ，救急患者の 利 用も多くなる傾向がみられる。

今後の救急、施設を考える場合，一般に非数急と考えられるような ，単

なる時間外，簡単な外傷，縫い痛みな ど一般の診療所で扱えるような j心

者も 扱う姿勢をとるが，または急激な症状を呈 した外傷および急病の j心

者だけを扱うべきだとして担否するかで大きな差がでてくる。

すでにイギリス ，アメ リカなどの病院放急部では，一般開業医と総合

病院の聞で ， 施 設 ， 設備 ， 要員の差が ＱＵＱｊ くにつれて数急部に一般の ｾ ｉ ，救

急忠者が殺到して大きな問題となっている。 j心者の40- 50.96が;' 11，救急で

あったという報告もある 。 ( 注)

( 注 ) T he  E mer genc y  Depar t ment  Pr oblem 

] A MA， Oct 24， 1%6 ・V OL 198， No  4-

わが国では ，まだ主主急施設そのものが未発達の段階で，一般市民の救急

部または救急センターに対する利用の考え方が比較的厳密に考えられて

いるためと ，一般外科部が外国lζ 比べて n由に利用できるために非救急

患者の利用はあまり多くない。 しかし， 今後は開業医の i時間外，休日 診療

の担否の傾向が強まり ，看護婦そのほかの要員の不足がー屑乙れに拍車

をかける乙とになると ，非救急忠者の; f lj)刊が附加するととが予想され，

すでに京都の数急分院に明らかにその傾向が現われている。

4. 救急施設を総合病院の l 部門とするか，それとも救急専門病院を新

しく設けるかについては ，すでに若千の考終を発表したが，(注〕 現状で

は前者の裂が現実的かっ好ましい型と 言える 。理由を簡単に述べると ，

複雑多岐にわかる救急忠者に対応した各専門医が確保し易い，看護婦 ，X

線技師，事務員，薬剤師など要員の24時間体制が組み易い，軽症のもの，

再来忠者は一般外来部lζ 廻せる ，ほかの制"J ，とくに中央診療部を共用

できるので経済的である 。救急、忠者数は極めて利用の変動が大きいので

病床などの融通牲が必裂になる ，なとである。交通の便利な場所に新し

If 

‘. 

。島

い敷地を探す困難さよりは既存の総合病院の一部門として救急部を設け 鳴

るほうが笑現性が高く ，また ，利川者が存在を知る度合も大きい。

( i i ) 救急医療施恐設置計画について， 荻原，工学院大学研究報告 19号 1966年 5 月
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E  救 急 部 を 利 用 す る 患 者 の 性 格

1. 発病原因 と傷病の極類内医師，設備などはf 1 : 者の傷病別構成 と関係

が深い。傷病はまた発病原因によって左おされる e 発病の原因と傷病の

澗 係，関連する診療郁門は大要図- 1のごとくなる。

発病原因 診療 科傷 病 の 種 類

;， 

図- 1 発病原 因，傷 病の 種類 . Jま療科

乙の図はいずれも主な ものをあ げただけで， 実際は もっ と複雑であ

り，傷病の種類なども極めて広範凶であるばかりでなく ，いくつもの損

傷が同時に合併して起るのでー肥後雑である。

乙れ らが実際に 占める割合は施設によって異なる のは 当然であるが，

筆者が調べた京都救急分院，神奈川交通 センタ ーでの資料によると 次の

表一 l のζ とくなる 。

表一 l 受付患者数を100とした場合の診療科別患者数

"  旦竺| 神奈川県交通教μ ンター

診療科| 外 都 外 艶 形 外 内 小 産
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注，神<，' ; 111 : 昭利41年 京 都 昭 和37年
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上の表でみる と，外科，脳外科，整形外科など外科系の忠者が多いこ

とがわかる。 ζ のうち入院を必変ーとする j心者は全体の約 2 割で，脳外科

の:1¥者は約半数ちかくが入院，発形外科，外科が乙れに次いで入院する

割合が高い。

発病原因のうちでは交通事故によるものが全体の Ｓ ｾ Ｔ 割で ， 入院す

る率は約4096とー悉高い。

2. 救急:1¥者数の変動。救急忠者は社会のさまざまな動きのいわば矛j行

として発生するため ，I時，所をえら( ぎず，あるときは全く大量 lζ 発生し

たり ，その反対に 1人も発生 しない場合もあ り変化が激しい。神奈川の

例でみると ，昨年 l 年聞のうち一審j心者の多か った日 Iζ は77人 (12月31
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∞
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図- 2 受付患者数 ( 神奈川- 42年中)

8  

6  

図 3  時刻別来院患者数 ( 3 月の 1週間)

日) もきたが，反対に少い日は 5人 ( 1月12日〕であ った。こ れを図で

表わす と図- 2のととくなる の 1 日の入院怠者数も同級に変化が激しく

Oから 16人 ( 1月4 日) まで分布する 。

さら κ 1 日のうちの l時刻的変化をみる と，図 3 のどとく早朝か ら

深夜まで波状的にやってくる の一般の医療施設がH寺間外となる H寺刻でも

まだ衰えなし 、。自 動車同志の事故が多くなった昨今では同H寺lζ 6 ， 7人

辺ばれてくること も珍ら しくなし、。限日による変化をみると ，一般施設

の休診の多い日 111 . 休 日の I心者が年f引ζ 増加する傾向! とあり ，京都の例

では ，日i庄の j忠者は一審少い7 ) <IIE日lζ 比べて ，昭和35年で 1. 2 イfi' . 40年

1. 5倍，42年2 ， 3倍とな っている。

3.  傷病の程度。必嬰な1Ji!i i没，，没似1，要員の程度を決めるのに，i l l i ] ] J な要

因となる忠者の傷病の程度についてみる と，まず，W: 症j心者の目安 とな

る入院忠者の割合は育ij述のごとく全体の約205ぢ前後で，，i l l 症者が多い乙

とがわかる 。そ の主なものは ，交通事故によ る頭部外傷( J 脳外科) ，同じ

く骨折なと( 整形外科が主) ，'Ii); 倒務などによる骨折など( 整形外科) ， 

虫1I l 炎，腹痛炎など腹部の手術を」ミ とするもの( 外科) ，脳卒中，心疾j忠

など( 内科) である 。しかし ，緊急手術を要するケ ースは芯外lζ 少ない。

死亡は京都の例でみると ， 年間 ＷＰ ｾ ＱＰＰ 前後で ， 交通事故による頭郎外

傷，脳卒中， 急性心不全などが多い。

E  救 急 部 の 計 画

1. 図- 4は総合病院の 1 1鳴門としての救急部を考えた場合，必要と思

われる部屋 とその相互の |刻係の郎内の動きのダ イヤグラムを簡単に拙い

たものである 。

まず忠者は放f号、111 ( 京都で全: 心者の2596) ，パ トカー，タクシ ーまた

は自家用車あるいは歩いてくる 。救急車の場合は自動 ドアを1mいて玄関

の中まで入る 。直ちに ス トレッチャ ーに移され，または歩いて診終 ・処

置室 lζ 入る 。応急処置，診後をつづけながら同時lζ 受付 もする。多 くの
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図- 4 綜合病院救急部所要室の配置

場合X 線の撮影が行なわれる。その結果をまって手早く適切な処置が行

なわれ，大部分の患者は薬を貰って支払を済ませて帰る。入院を要する

ものは病棟に向う。乙の聞の時間はかなり短く ，筆者が神奈川で調べた

結果では8596が70分以内であった。

2. 図- 51 L 示す平面図は，神奈川県交通救急センタ ーの ものである。

乙のセンタ ーは，一般外来に接した糠端l乙T 字型lζ 併設された l 階

(388m' ) が救急外来で. 2 階Ir : 手術室( 中央手術部) .  3 .  4 階が交

通外傷専用の病棟で各50床をもっ。乙の救急、部は中央X 線部，整形，脳

外，外科など関連の深い一般外来各科の近くにあり ，中央手術部，中央

材料室と も上下の関係にあり，好い位置にある。

医師は，昼間は外科のセンタ ー担当部長のもとに外科，整形，内科lζ

当番医がいて患者がくると直ちに呼ばれてくる。夜間，休日は外科系医

師が交代で l 名と ，大学医局からの非常勤医 2 名が当る。看護婦は昼間

3 名，夜間は夜勤婦長を含めて 5 名( 手術部兼任) . 別 Ir : 事務当直 1名

がおり . X線技師，薬剤師の当直もある。

乙乙』ζ 来る 患者は，すべてセンタ ーで診療を受け，適切な処置をうけ

ることができる。当番医で困難を感じる場合 Ir : は直ち lとその方面の専門

医を呼出すととができる。

一度診療を受けた患者が翌日以降再び来所すると ，必ず一般外来部Iζ

廻され，センタ ーで=は扱わない。したがって救急部としての受入体制が

乙の点から崩れる心配はない。

乙の救急部の問題点の l つは， 回復 ・観察室がない乙 とである。ま

た ， 診 察 ・ 処置室が Ｑ 室になっていて ， 霊症忠者とｾ蚤症患者 ， 泣きわめ

く小児など分離するキュ ーピクルな どがない乙と ，待合が廊下の一部の

みで不十分である乙となど も問題とな ろう。

3. 図- 6はイギリスのセントピーター病院の新 しい事故 ・救急セン タ

ー ( 1964年開設〉である。 とのセンターは20万人の人口を もった首都圏

南西地区をサービス エ リヤとして. 1週に l∞- 150人患者を引受け ると

して計画さ れた。 重症の外傷患者，病人を対象とし ，理想としては 2 つ

の手術室を持った もう 少し大きい センターが望ましいとい っている。 7
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診療処置室 ( 京都第二 日赤救急病院〉

人を同時に収容できるように計画されている が12人までは可能である。

軽症の患者は予診だけで同じ病院の処置室( r : 廻してしまう。構造は軽量

鉄骨造，機械設備は屋上にまとめ られている。

4. 紙面がなくなったので，以下簡単に注意すべき点をあげよう。

(1) 救急車は玄関の中まで入るし ，車からおろ してその場で多くは特に

工夫されたストレッチャ ー兼処置ベットのような ものに移すので，玄関

ホーJ レはなるべく 広く したい。 床に段は困る。救急入口と入退院，夜間

の出入口をー絡にする場合は慎重な配慮が必要である。

(2)  診察 ・処置室は神奈川の場合で も述べた注怒とともに，室内の机，

設備，戸棚，器具類，各種パイピン夕刊の位置など十分検討を要し ，可動

にす る乙とも好ましい。

(3)  x 線室は中央診療部のものと別に，救急部内 lζ 専用のものがぜひ欲

しい。技師などの兼任はよい。

(4)  家族，附添人，加害者，ｾ警官そのほか関係者の出入 りが激しく ， 落

着いた待合室が必要である。

(5)  傷病の性質上，多くの患者が回復，観察を必要し ，とくに深夜の場

合，朝まで休む ζ ともあり ，そのための病床が部内 lζ 4 - 6 床は必要で

ある。 乙れは緊急入院の患者で‘ 病名UKベットの空きがない場合にも有効

である。

最後になって駆け足になったが，もし新しい救急施設を計画される方

は 1週間，たとえ 2. 3 日でもよいから実際に既存の施設で実情を観察

されるよう おすすめ した い。
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小 児 病 院 ーその成立の背景と建築計画上の 2 - 3 の指標一

松 本 啓 {変

ま え が き

欧米先進治国におくれる乙と数卜年にして，わが国にもようやく小児

医療の総合的実践 lζ よって，小児の医療柄拘1:1ζ 武献することを使命 とし

た小児病院が， 乙乙 2 年ほどのうちに ， 点京， 大阪 lζ 相ついで開設さ

れ，その後現在矛|画中のもの数施設をかぞえるにいたった。

ζ のような現状から ，小児病院成立の背l;:':' ζ 日を向け，背景構成のい

くつかの袈闘についてのべ，かつ建築計画上， とりあえず考慮されねば

ならぬ諜題について計画的指筏の設定を試みる乙とは ，現在きわめて有

志議であると考えたので，主として建築的にも問題が多い病械をとりあ

げ，その構成などについて基礎的資料の提案と問題促起を行なった。

砂 小 児病 院 成 立 の 背 景 ‘

1. 小児医療の発達

成 長 ・ 発育しつつある 小 児の身体的 ・ 中古事 ｉｉ Ｈ ド ｾＵ Ｑ ｾＮ 常には成人とちがった

特殊性がある今乙れらに関するかなり細分化 した専門的研究の成果は ，

それぞれ独nの小児医療の領域を形成するに至った。すなわち ，

砂内科では一般内科のほか，未熟児( 代謝栄必) ，新生児( 奇形 ・感

染) ，小児全般の代謝異常' が新たな研究の焦点となり， 惨外科では，生

体予備力の低い小児K 対するいわゆる小児麻酔の極度の進歩 {ζ 支えられ

た小児外科( 乙とに新生児外科) の発達は，目前 ・心臓 ・J/i li ・消化器なと

のほか ， 泌尿ｾ ・ 眼 ・ 耳鼻 ・ 運動器など全般に 亘 る高度な手術を可能と

し，多くの小児外科医の誕生をみている 。砂整形外科では ，化学療法の

進歩による 行舵カリ エスの減少および行悩性小児まひの減少から ，脳性

まひ ・先天性tfJ 彰・変形 ・外傷 ・怜Ij ;glJ/i なとへと研究の焦点が移向し ，

その成果には見るべきものがある p また一方砂i浪科では ，分娩時の新生

児網脱出血 ・未熟児の未主必尼網膜症 ・/ j ' ( 昌体後部繊維噌殖症なとの失明

を結果する もの，あるいは網股芽細胞胞とゅう乳児 ・新生児 lζ 発生して

生命をうばう ものなど，小児特有の疾jよiがあるが. 乙れ らは，早期発見

lζ よるほかに治療法がないといわれ， モl ら訴えができない乳児 ・新生児

については他党的検査法が唯一の発見手法で、ある 。 また ，視機能が完成

する 5 - 6 才以前とそれ以後とでは向じ疾病でも全くちがった障害が出

現するといわれ，眼底検査 ・視機能検査によって早期治療を行なえば，

失明 ・弱視 ・斜視は予防できる とされている。

以上のよ うな小児医療の発達は ，病院医療を必要とする小児の疾病構

造の変化を結果した。すなわち ，外科系 jよ1、者の i巴B加，内科系入院jぶ者の

慢性化， ( 急性のものは通院ですむ) また ，年令的lζ は低年令屈の乳児

・新生児 ・幼児 J心者の増加なとが著るしいとされている 。友一1 ( ち なみに

く国立小児J では約805bが幼児以下の低年令嗣 の入院である)

2. 小児患者数

小児 j心者数がどのていといるのかを以生'(1のいくつかの調査と文献と

から概観し よう。

1
0  

小児人口

何才までを小児と考えるかについては ，発育 lζ
個人差があるし ，施設

による扱い方のちがいもあるため一概にはいえないが， 乙こでは多くの

施設関係者の見解にしたがい一応 15才未満を小児とする。
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1965年の国勢調査報告文一 1 (ζ よれば，15才未満の人口は 25，凶6，∞o

人で，全人 口の約弘をしめる。さらに，文一 2 によれば ，1995年の 15才

未満推計人口は21， 500， 000人となり ，約 3，ω 0，∞0 人の減少，年平均 10

万人の減少と推計されている

2
0  

小児の穣患率，傷病 回数

「国民健康調査」から年令階級別椛 !J. t2与について /1/1和30年と 40年の比

較を示 したのが図 1 である 。 これによると ， どの年令階級でも撚忠率

は増している。その増加は乙とに 5才未満ーの乳幼!AI時屈に顕著である 。

またmuぶ 1件当りの傷疾回数について両年度の比較を示したのが図-

2である。乙れ ICよると ，15才未満の年令屈にはきわだった変化はみら

れなし、。

以上の乙 とから年間 l 人当り傷病日数を比較したのが図- 3 で， 乙れ

からは ， 5 才未満の年令陪では 10主「ユ聞に約 2 倍 ， 5 - 14才の年令Ie' iでは

約 1. 5倍長期化 している乙とがわかる。

3
0  

小児のための必要病床数

必要病床数算定のために直ちに援f I l できる基礎的資料はなし、。わずか

に，込i者調査のうちの在院j心者率があるめやすを得るための資料となり

うるにすぎない。 乙乙では ，:{f院j心者率についてと ，諸外国の例をづ| 用

して参考資料 とする。

i  ) 在院患者率( 人口 10万対)

乙れらを経年的に示したのが表一 1 である 。 まずと‘の年令階周でも在

院j心者率は増加するが， ことに l 才未満では 10年間 lζ 3. 5 倍を示してた

かく ，つぎに 5 - 14才階II'!iが 2 倍， 1 - 4 才階l百が 1. 4 f告を しめす。ま

た 3 年令階居中では l 才未満の{ ' . t 院率がぷーもたかい。 乙れらを傷病大分

類別にみると ， 新生児の主 ｾｉ 氏 ｪ よ ｩ が Ｑ Ｐ 年聞に Ｑ Ｕ 倍も上自力目している 。 先天

奇形がこれにっさ約 5 倍強をしめす。 また 5 才未満の幼児では呼吸器系

の疾jふ性尿器系の疾! ふ先天奇形による在i史率ののびがみられる 。 5

ＭＱＴ 才階層では神経系 ・ 感党器の疾 ｪ ぶ ， 消化器系の疾 ＺＱ｜ ， 性以ｾ系の疾

jよ" ，先天奇形による在院率ののびがみられる。

i  i ) 欧米諸国の小児病床数

清国の人 口 1000 人当り小児ベッド数を示すのが 表- 2 である。いず

れも 10年 以上前の資料である。その後イ ギリ スでは必要病床の適正値

を求めるべく忠者数と入院期間の両国から各種の調査が行なわれてい

る。文一3

わが国の在院患者率については上述したが， 乙れから人υ 1000対の在

院小児jぷ者数を求めると ，1965年で0.47となり ， 乙れに病床利用率を考

l訟に入れれば病床数は多少上まわる乙ととなる。

また文 4 K よれば，最近アメリカで= は人口 35万人lζ 対して ， 200  床

の小児病院の設立がのそ、ましいといわれているという。

3. 諸国の小児病院とわが国の現状

文一 5 1ζ よれば惨 イギ リスの小児病院は多くの場合小児綜合病院 とし

てHt立 している。 小児の内科 ・外科を主と し，乙れに耳長，t科 ・l眼科 ・皮

j内科などを設け ，ほかに心臓 ・脇村l経，心理言ー語指導の各科のJ. 'J門家を

ょうしている。

大規模な病院は大学の ｉｾ ， ｴ 属病院となっているのが一般的である。また
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表ー 1 傷病大分類別在院率 ( 人 口10万対 ・年別) 患者間査厚生省統計調査部

一三一~ 年令階級 O  才 「 - 7~4 才 |  才

』 盆 大 分 膏i ¥ ¥え__1 5. 3oT 工35 S  . 4 0 S .30 S.  35  I  S.  40 r  S.  30 I  S.  35 円 . 40

;: !?: |: |l;: |l;: |l: 11: : |刷

総 数 105 

I  伝処 ｉｉｾ および寄生虫病 17  

判 神経系および感覚器の疾忠 9  

， 
， 、

、
咽 呼 吸 器i 系 の 疾 ，I!]. 16  

、、

“ ー‘

1 ) ( 消化 務 系 の 疾 忠 21  
昭 和 30年

X 性 以 探 系 の 疾 忠
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図- 2 年令別り患 1件当り傷病回数
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表 - 2 欧米諸国の小児病床数 (人 口 10∞対)

国 名 川 名 |  年 | 人口 I附 小 山 数 | 情 考
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表 - 4 部門別病床当り床面積 ( ni ) ( 鑓寮値)

部 門 I I  

- 病 棟 | 外 来 | 中央診療郎 | 教育 ・保有 11 .flJl 

小児病院 _____1 1  

都 立 I 18 I  6  *1  I  

.. 0  

01 5  15 25 35 45  55 65 75 

1 1  1  1  1  1  1  

414 24 34 44 54 64 74 

年令階 級

資 料 厚 生 省 「国民健康調査」

図- 3 年令別年間 1人当り傷病回数
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国

年令階級

資 料 厚 生 省 「国民健康調 査J

1956 0. 42 

1951 勧 告 値0.6  

0.62- 0.65 

従業他急性 0. 5

長期 0. 12- 0. 15

内 科 系 0.42

外 科 系 0. 12

1955 

! 床 而 積 ば

( 骨十闘床面杭)

15，000 

4，980 

東 京 胡1 立 J1! J江 11. 450 一般 200 結 核 100

神 奈 川 県 立

一般 255 校 体 不 自 由 児 50

重詰心身障; ! : - 児 40
14，000 t員 浜

兵 雌 県 立 神 戸 3 0  0  1l， 000 

43 

立 16. 3

¥一一一一ノ

12. 6 
5. 7 37.5  2.9  

"1  Day  Care をふくむ

・2 結核の長期'11車: l i ' 忠者を含む t: め

司'

それぞＮｾＧＱの病院は独立してはいても Ｗ Ｍ Ｘ の病院で ｈｯ ｳ ｰｩ ｴ｡ ｬ Gr oup 

を構成し有機的な辿けいを保っている。 3∞床前後の病院が多い。

砂スウェ ーデンの小児病院は，イギリスのそれとはちがって綜合病院

の形態はとらず，独立している場合でも，綜合病院の一部となっている

場ー合でも内科を主とし ，乙れに外科と精神科がついている程度である。

耳 . Jj ;l ・服 ・皮肉の疾忠は綜合病院では，ほかのそれぞれの科! L ，独立

の病院でもほかの病院と密伎な述: 撲をはかつて診療を依頼している。ま

た特殊な外科Ｈ心臓 Ｎ ｭｾ ・ 神 経手術なと、 ＩＱζ ついても専 門科に送っている 。

砂アメ リカの小児病院文 4 は独立しているのがふつうであるが，近

年は Medi cal Cent er の 1 郎としてほかの綜合病院に隣接 して設け

る傾向がつよし、。

砂ソ. i i l i の小児病院文一6 は，内科系 ・外科系を主としているものが多

く，なかにはそのほかのJ ! J . PI] 科目をもったものもある。それらは大都市

! L 集中しているという。

以上 ζ れらの清国はいずれにしても ，わが困よりは進んだ，一位性の

ある小児保俄衛生対策を背去として，乙の種の施設が支えられているも

のと考えられる 。

惨わが国の小児病院は， 東京IC: : 国立小児病院 (4∞ば) 大阪に市立小

児保健センタ ー ( 100床) の 2 施設が昭和40年秋lζ 開院している。乙の

ほか，筆者の知るかさり現; ( E c i-I.闘中で着工間近かと思われるものが，東

京 ・横浜 ・神戸lζ 1施設づつみられる。なお既設の 2 病院は J，li 門職員の

不足により計画，機能の完全な発揮はできていないようである。

さて，専門医ならび1ζ 特殊設備の効率の高い草IJ mとゅう観点から ，近

年小児病院がいわゆる Medi cal Cent er の l }恥としてほかの綜合病院

( もしくは大学病院など) ! L 隣接してつくられる ζ とが塑忽とされ，か

つ l つの傾向となりつつある現在，また一方保証tt ，診療，ネ1: 会復帰とい
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うー速の医療体系の中で，乙の種の施設がどのような役割をになうのか

を明確にせずに，単 lζ 孤立的l乙設けられるのであれば小児の心身上の特

殊性から高い水準の小児医療の場の確立には深く賛同はしても ，それに

は強い疑問いだかずにはおれない。

砂 小 児 病院建築計画上の 2- Ｓ の指標ｾ

いわゆる計画ノ ート を作成できるほどの調査をしていないので，筆者

がその研究チ ームの一員と して参加した「東京都立小児病院の計画」の

経験と ，国立小児病院の調査，および外国文献を参照しながら ，小児病

院計画のための 2 - 3 の指標をふくむいわば序誌の構成を試みる。

1. 小児病院のタイプ ( 表- 3 )  

診療の対象とする患者の種類によって小児病院の性格づけをお ζ なう

と， i ) 小児内科 ・小児一般外科を対象とするスウェーデンのようなタ

イプ，i  i ) 乙れらのほかに心臓 ・脳神経外科などの特殊外科 ・眼 ・耳鼻

・皮脂科などを対象とするイギリスのようなタイプ，i  i  i ) さらにi i ) κ  

結絞・精務・脳性まひの特殊慢性病を対象とするタイプが考えられる。わ

が国の既設の小児病院は施設そのものとしては i i ) のタイプであるが，

なお< 大阪市立> は精密検査，機能訓練lζ 力点をおき小児保健の センタ

ー的性格をもっている。計画中のく東京都立> は結核を< 神奈川県 立 >

は肢体不自由児 ・重度心身障害児を収容する点で i i  i ) のタイプといえよ

う。またわが国の特色は未熟児を収容する点、にもある。

2. 小児病院の建築床面積

若干の問題はあるが便宜的に行なわれている 1病床当り床面積でしめ

すと ，< 国 立 >が37. 5nf ，< 大阪市立> が49.8m' である。< 大阪市立>

の床面積の広さは，多分1<:: 小児保健センタ ーとしての機能を高度に発揮

するために，入院治療もさる乙とながら精密検査 ・機能訓練K 力点がお

かれている点にかかっていると考えられる。参考までに，計画中の施設

については， く東京都立> が38. 2m'， < 神奈川県立> が40. 5nf ，< 兵庫

県立> が36. 7nf で，同規模の一般病院 と比

較して同程度かそれ以上を示す。

なお参考までに筆者らが< 東京都立>1ζ

提案した床間般を示すと 表- 4のとおりで

ある。乙れらは施設の性格づけによって当

然変るものである。

3. 病棟の構成

病事u構成の基本的単位としての者談単位

の構成についてまずのべよう。

1
0

看護単位の分化と構成

内科系 ・外科系 ・混合 ・特殊疾 jぶのよう

な疾病別，新生児 ・未熟児 ・乳児 ・幼児 ・

学童・思春期といった年令別，男・女の性別

が主替え られる。性別については学童以上で

問題となるが，乙れは病室を別にする乙と

でカパーできる。疾病別と年令別とではそ

れぞれに長短があるが，対象疾患 ・病床規

模K 応じて適宜せんたくすべきであろう。

わが国の病院て・は実際にはまず神経 ・感染

症など特殊疾忠をわけ ，また未熟児および

集約治療宕設を必要とする j患者をわけ ( 1.

C.  U. ) そのほかは年令別として，それぞ

れの病床規模に応じて疾病別 とし ，さらに

性別をと段階的分化がお乙なわれている。

イギリスでは，まず内科 ・外科 ・そのほか

と病械が分化しているが，年令階賠別には

著る しい分化はしていない とい う。スウ ェ

ーデンでは，内科 ・外科と科J j lj( ζ し，さら

に年令別に，学童では性別に区分している

とい う。 文一 5
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2
0  

看護単位の規模

看護単位の規模は ，eyc属ナース数と関係し て，円滑な看護作業を期待

する に当って重要である。< 国立小児>，< 大阪市立> とも に40床前後

の構成となっている 。但し< 大阪市立> の未熟児は20床である。

配属ナース数が充分であれば，30床以下がのぞましいこと は医療看護

関係者が経験的にと くと乙ろである。

文一 3 によれば， 英国小児協会およびナッフィ ーノレ ド財 団の小児病棟

建築部会は ，い ろいろな検討の結果， 1人の病棟婦長が責任をもって管

理できる最適範囲は20床までとした( 図- 4) 0 20床以下となると諸種

の設備と職員数の点で不経済となるとしている

アメリカでは公衆衛生局が14床- 24床と帽をもたせて小児科病棟の モ

デJ レプランを示してい る。文一 3 またスウェ ーデンでは20床- 25床を最

適としている。 文一 5 (図- 5)  

わが国ではい まだ ζ の種の適正値の提案はみ られない。看護単位の種

類によって，たとえば未熟児 ・乳児と学童とでは一律的{ζ 同規模として

よいのか，あるいは外科系，内科系の疾患症状によってどうなのか，ま

た集約治療看護単位( I . C. U. ) をとった場合1<:: ， 1 .  C.  U. そのもの

の規模もさる乙となが ら全体的にどうした らよいのか等々 ，今後看護単

位の構成と並んで，いくつかの看護方式に基づいた看護単位の適正規模

の発見のために努力が重ね られる必要があろう

3
0  

看護単位種別のゾーニン グ

看護単位の分化とその構成についてはすで1ζ
のべたが，それらが建築

化される場合にどのようなゾーニングをすればよいのであろうか。

そのいわゆるチェックポイントは ， i ) 緊急時の避難，i  i ) 小児の心

理的側面からグラウンドとの直結性があろう 。

とすれば各看護単位が低層で独立械化すれば ζ れらの条件は充される

筈である。しかし確保できる敷地の関係から( 小児病院がそのサービス

圏域の関係か ら大都市市街地に建てられることが多い とすればなおさら

図- 4 20床の小児病棟 ( ナッフィールド病院研究財団，建築部会)
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表 - 5 病 室 情 成 の 例 示 (  ) 内融通性をもたせている。 本 12床の総室と考えてもよい。 砂総室をつくってもよいのか。文一 3 !ζ よれば研

究部会は 4 床室や 6 床室で院内感虫色が若るしく減少

できるとは考えなかった。それよりも入院忠児 の入

院中の快適さを保つためには隔離が必要でない忠児

は大きいクループと して扱 った方が多くのうまみが

あると考えた m その 5 JA;:と 7 J . ぶの小グノレーフ。の組合

病 院 名

l 右必 'Ii 位 の

病 床 数

個 室 4 床室 5 床室 6 床室 7 床室

Gr eat  Or mond St reet  

T h e  C hi l dren's Hospi tal ， 

J-I elsi nki  

C hi t dr en's Depar t menl ， 

K aral i nska  H ospi tal ， 

St ock hol m 

U.S. P.J-1S .  T y pe. Plan  

Pedi at ri c  U ni t  

C h  i  Id ren' s  Wor d by  the  

Di v ision f or Ar chi t ect ur a l  

St ud  ies 

20 8  

22 (2' 1) 4(2)  (2)  2  

26 

24  ( 16)  9(5)  

20 S  

のと と) ，多くの場合 lζ 乙れらは望むべくもあるまい。問題は高周の l

病棟化の場合である。まず避難の問題を考えると ，どのような忠児の場

合でも多くの手数がかかるわけで‘ あるが， 乙と1C1I lii 育器 fr.入った未熟児

と集約治療棟の忠児の避難は ，複雑な技術的操作が必要 となろう。現在

乙れらが軽減化できるのは ， 乙れらの jぶ児が低隠部を 占めている場合だ

けである。乙の場合，幼児 ・学:ZEがグラ ウン ド! と直結できる レベソレ {ζ 位

置づ司ける乙とより優先されるべきと考える。しかし乙れらの条件は病名I i

が 2 線化すれば比絞的うまく充される n その際! とは充分 !C院内交通の令

理的処理を図るべきである今

既設 2 施設の未熟児病名uはいずれも 5 階にあり ，その有効な避難対策

の考案 lζ 頭をいためているという内

4. 病棟の計画

小児のいわゆる H u ma n Ne e d を光す空間の設定がその第一義的なテ

ーマとなろう。乙乙で小児の診絞ヒの特殊性についてのべてお乙う。小

児診療は成人のそれと切らかにちがった以下の諸点を有する。

i  ) 疾病の治療のみではなく ， 乙とに幼児で・は保育面が重要である。

小児で‘ は身体的 ・精神的側而がともに重視される必要がある。

i i ) 小児は自体性 lζ 欠ける。身のまわりの世話など一切看護員によっ

てなされる。診療 ・看護 ・処理! などにつ いても特殊な技術と設備を必EE

とする。

i  i  i ) 感染 lζ 対してよわいう忠省相互の交叉感染のみならず，勤務者か

らの感染も考慮し ，その感染防止に留; なせねばならない。

i v ) 症状がきわめて急変し易い。観察の継続性が必要である。

ｶ Ｉ 小児は環境からｾｾ粋をうけめく ， 病室の居住性については特 Ａｃ 配

l叡されねばならない。

v i ) 長期療養のさいには学校教育 l ζ|刻する対策を講ずる必要がある。

v i  i ) 不慮の事故の危険が絶えずありその防止 も重要である。

以上の乙とから小児診療の完全性は ，小児の特殊性にもとづいて計画

され組織された場においてのみ，より丙く期待できる といえよう。

病棟の計画rc 当つては病棟構成のゾー ンとして，病室，看護 ・医療渚

室，生活的諸室としてとらえられるが， 乙のほか見舞客，あるいは家族

のレセプシ ョンのためのエリヤ ，あるいは施設が高い教育的後能をもっ

場合には臨床教育のためのエリヤが必要となろう。 乙乙 では主lζ 病室締

成 につい ての問題をのベ，，没訂正|直lj のための必礎的資料とし よう。

1
0  

病室構成

砂個室数をどのていどとるか。一般的には ， 1) 感染あるいは感染の

疑いのある患者， 2 ) 重症fよi者 ， 3 ) 他人l乙臭気騒音などを発してめい

わ くをかける患者， 4 ) 病児と母親の同時入室， 5 ) 思春期の小児のプ

ライパシ ーの確保などの場合に個室が要求される。乙れらに関する調査

研究はわが国には文一 7 があって参考となる。

表- 5は数カ国の小児( 科) 病似の病室構成を示して いる 。 乙れによっ

ても個室の比率はまちまちである。< 国立小児 >の医療関係者の意見で

は 病 練 によって差があるが ， おおよそ ＲＰ ｾ ぎて い との個室があれば充分な

管理ができるであろうとゅう。一方< 大阪市立> では個室がなく入院忠

児の管理上問題が多いとしている内いずれにしろわが国でも文一 7 にな

らって，各看護単位種別の個室の比較を求めるべく調査研究が行ーなわれ

るべきであろう。

l 本

せが，家庭的雰囲気，あるいは社交的広UJ J気をかもし

山す乙とができ ，さらに利用上の融通性と心理的う

まみのあるクループ構成と して強調し ，ナースの目

1*  もゆきとどくといった不 ｉｌｾ ，をあ Ｑ ＱＢている。したカ ｴ っ

て幼児 ・学童( 小学生) の病練で= はその計画について

また同時に 2 床 ，4 lAミ ，6 床室椛成 lζ ついても再考の裂があると考える。

2
0

母子入院

「肉親が小児 とともに入院することが とくに 5 才以下の小児や，最初

の数日聞には価値が多い。これは小児にとってきわめて ｩｬｬｾ な乙 と であ

る」文一 8 として母子入院をイ ギ リスでは提案 しているが， わが「同では

診療の妨害( 忠いきった診療ができない，食じ療法が不徹底，院内感染

源となる怖れがある) ・職員の評価 ・母親同志の反目なとの理由をあげ

て母子入院ど乙ろかっさそいさえ全くみとめていない病院もある( 佼成

病院) ( 国立小児でも同様の方針のようである) 。

またスウェ ーデンの一部の新らしい病院には母叙のための アパ ート が

最上階などに設けられていて，無料で滞在ができ小児の面倒がみれるよ

うになっている。 ζ れは小児の母親との別離による心理的影響を少なく

し，f : J : 乳栄1; f の交励，育児指導を目的としているという。文一 5

乙のような状勢の I ドでわが国ではどのような対処をすればよいのか，

医師 ・ナース ・心理学者などで権威ある研究チ ームが構成され，彼等か

らのいくつかの有誌な提案を期待するゆえんである。

5.  そのほかの課題

伐された多くの課題があるが，それらのうちでも小児病院として特殊

なものを活千あげて稿をとじたし、

l 。 小児病院の地域計画。乙れについてはその成立の背去として若干

の考察をしたが，対象とする疾患の性絡上そのサ ー ビス| 剖域は広範なも

のを期待せざるをえないであろう。とすれば施設へのアプロ ーチが問題

となる。より高位の受診を期待するためには多少の不便もやむを得な い

という考えもあるが( イギリス) 文一 3 交通条例' のととなるわが阿では

いちがいにはわりきれないものを残している。なんらかの有機的な施設

系の設定が考えられるべきであろう。Ｈちなみにく ｪ｝ｾ 立小川 ＾ の ｪ 心者調

査<1111和42年 7 月13日> によると 278 人の入院! 心者rjr 都内 lζ 山市をも つ

もの ＶＱ ＹＶ ， 外来Ａ心者 ＴＴＰ 人 ｲ ｪ＾都区部が Ｗ Ｖ ＹＶ ， そのほかが Ｖιｾ ， 他県が Ｑ Ｘ

9ちを しめしている)

また対象地域と関述して病床規模の問題がある。

2
0  

.... 外来郊の計岡。乙れと| 苅述して難聴 ・弱視 ・斜視などの Day-

Ca r e の計画，あるいは母子衛生に関する相談事業 砂病名tn部では，集

約治療示談単位 ( I . C. U. ) ，診断病棟の成立性と計画，未 熟児病練

の計画そのほか病糠構成 ゾー ンとしての看護診療，1，:活，保i=I Jl'i3'2の計

画，特殊慢性病棟の計画，砂中央診療部ては小児特有の放射線施設，検

査施設の計画，手術 l ζ|刻辿して重要な麻酔管理とその施設計岡，等々数

多い課題がの乙されている。
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大 阪 府 立 成 人 病 セ ン タ ー

く

← ＧＡＭＢ ｾ ｲ＠

配 置 図

北東よりｾむ

新築の集団検鯵擦に備えつけられた新型集団検診用

レン トゲンテ レビ装置

レントゲン自動車

佐 々 木 陽

集団検Eま 棟 第 4 期工事

表 1 ｭｾ 誕延面積および建設費

延辿築面積 建築経費 初 度 設 備 品

第 I 血l 3，824 ，，{ 17，127万円 9，769万円

節 目期 3，066 14，410 12，989 

第 叩却1 7，317 55，005 25，490 

第 1¥' Jt11 5，138 ホ32，431 *8，985  

計 19，345 ]] 8，973 57，233 

市う' 算額

表 2 成 ノ¥病センタ ーの機構と業務

l Ji:jif 局

1羽唱T抗E部 J処iι i 凶t倹金診 ，!佼i正t学羽査' がん登録' 研 修

宮第ｾ 1 部 内分泌' 造 I血血日総骨 ， Ａ品 ￬ｾ

第 2 部 ，情目 ｅ環［Ａｾ総 ｾｉ 閃周係

第 3 部 呼 吸 球 関 係

筋 4 部 消 化 器 関 係

筋 5 部 。外科

第 6 部 婦 人 科，泌尿器科，眼科，耳鼻科

J:f1 7部 臨 床 倹 査 関 係

買， 8 部 ー病理，細胞1告

第 9 部 放 射 線 関 係

アイソ トー プ 科

府笹健康診断( 人! 日l ド γ ク) 科

管理科

総看護婦長室

表 3 職騒別職員数

( 昭和43年 3 月末現在〉

民 姉 ]] 6  

石 護 婦 139 

検査技術 63 

X 線伎師 20 

その他の技術職員 18  

可i : j i f職員 59 

その他の験 碩 72 

計 487
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fは じ め に

大阪府立成人病 センタ ーは| 司鉄環状線森の'1言駅を東へ約 100m，大阪

.城公園とはつい目と似の先のと乙ろにあり ，遥か東方! とは生駒dl が望ま

れる。成人病センタ ーではとく li>1:近第問j弱整備計画を完了し ，乙の 4 月

15日lζ 竣工式を行なったところであるが，ζ れで管理部門 と集同検診施

g設を含む装備計画が総て完了した乙とになる《また ζ のJ:tl!. 1:><: 1とは成人病

センターに接して大阪府立公衆仲r1=.研究所が新築，整備されたし ，さら

Jζ その南には大阪府立公 :1(- センタ ーが目下丈l!; 設仁11
であり ，起草の山'地1::<. に

一大メディカノレセンタ ーが] 防災されつつある。

成 人 病 と は

成人病センターを紹介するに当って，イ日j 放とのような胞設が.11匝lj され

たのか，何を目的に作られたのか，という乙とから述べてみたい《まず

成人病という 言葉について説明すると ，今日でこそだんだん瑚11み深いも

のとなってきているが，成人病センターとともに生れたといって も過三

でない。成人病というのは医学的な討す認ではなく ， したが って別他な定

義があるわけでない内 11 1年j
切になって起ってくる騒々の病気，がん I:':j

JIJl 圧，動脈硬化症，心臓病などの総称であり ，一般人 lCJ切11みやすく ， P  

R しやすいという観布、から勺点人病" という青葉が生れたわけである《

そういうわけでわれわれの施設も叫l 時の赤聞大阪府知事 ICよって "成人

病センタ ー" と命名されたの である《

成人病センターの悠設が;nilITiされたのは，今を去るとと 10年IJr]， 111{ RI 

3年の乙とであるの周知のように ，第二次大戦後，公衆衛生，医療，社

会保障の進歩により伝染病が征J [ され，死亡率も低下し ，その結果とし

て日本人の寿命が大幅に怨えされてきた。すなわち昭和41年には児68) "

女73才lζ 達し ，今や欧米の先進l司のイ'1' 1 筒入りするまでにいたっている《

ζ のことはもちろん喜ばしい乙とには迷いないが，半rffi 1.l IJ の問題が新た

に起ってきたわけで= ある門

それは人口の老令化であり ，そのための前記の種々の成人病のifl 加で

ある。た とえばIIn和41年を例にとると国民の総死亡の5096以上がいわゆ

る成人病で占められているのである。 したがって，成人病lζ 対する対策

一一ー予防と治拡トーーの設定が| 民および地方の焦眉の問題となり ，また社

会問題としても大きくクロ ーズアップされてきたのである。

成人病センタ ーの沿革

成人病センタ ーの計聞にはとのようなH寺代i YJ背去があり ，成人病の予

防およひ治療のための rll ，f五機関と して構怨されたのである。乙れをもっ

と 具体的にいうと ，成人 病センタ ーは ｲＺ ｾｅ 皮の 試 験検 査設備を備え ， 熟事 ｵ

した専門医によって各磁の成人病を適確に診断する ζ と，一般病院，( 泉佐

所，開業医師との述けいを保って検査その他総合臨床検査センターとし

ての役割をもっ ζ と，さらに成人病の，! J ; ! 礎的，公衆衛生的な調査研' 先を行

って，予防対策を確立し ，また治療，診断技術を向上させるなどである。

すなわち ，成人病の工. ' i 今門病院であるとともに，五E機的研究，公衆衛生

活動をも行ない ，文字通り成人病対策推進の I原動力となるよう企阿され

たので‘ ある。

かくして昭和34年 7 )-J 1ζ は第 1朗経似l 計画が完成し ，同年 9 Ｉｾから業

務を ｉｊｉｾ 始したゥ乙のときは ｬ ｬｩＧｩ民総 ｬｩｪｓ 門のみであり ， ベッド数は Ｔ ｃ ｊ，Ａミ ， ｊ ｊ￬ｾ＠

2i吋 1，高血圧，動脈硬化，心臓病などの{ 活環器疾忠を小心にスター 卜し

たわけである。ついで附和36年 4 月には病床29噌設を合む第 2 J切盤古IWJI・

函のがんクリニック削IrJ が完成し ，成人病全般を目ざした凶作刀の ii l [illjが

ζ 乙IC一応達成されたわけである【

しかしその後，成人病施策の進展 IC( 、ドって胃がん対策が大きく取上げ

もれ，胃がんの早期発見，♀j切治療のための施設， とくに検査のための

病床の必要性が痛感された勾そ乙で第 3J羽整備として1I i ' l 和37年から円が

んを主対象 とした専門的診断および治療施設なら ひ1ζ研究施設の整備が

若手される乙とになった。乙れは II{j 和40年lζ 完成し ，ベッド数は 11 1}ょ

がつけ加えられた。さらに IIs利141年には円がん ，JJ r! iがんなとの単JVJ発凡

のための集団検診を専門 lζ 行なう集団検診紋の建設が: : ; rl 4 J関整備として

計画され，前述のように本年 4 刀その唆工式が行なわれた門

以上のように成人病 セン ターが今日の盗に なるま でには 10年のぷJJ を

要 したが，建 築面的および所ｾ終 ＧｬＧｩＺを期別 ｬ ζ 示すと表 ｬ のようになり ，

総延面積 19，345m' ，建設7'1ならひ‘ IC設備費は約 17{芯6 千万円となる。ベ

ッド数は現在 180床，乙のうち 15床が精密健康診断，つまり人間 ドック

周に用いられている の 乙のベッド数は乙の規校の病院としてはきわめて

少ないのであるが，ζ れは Ijij 述のよ うに ，成人病センタ ーが診断，検査業

務を主lζ:; 1・阿され診断のための入院を主な目的としているからで応る。

業務の概要ーその特色

次に成人病センタ ーの機構と業務の概要を示すとぷ 2 のようになる。

すなわち所長 ， 副所長のもとに事務局 と 調査郊および Ｙ ｬｾｓ がある

以上のほかにアイソ トー プ科，精密俗康診断( 人間ド γ ク) 科，ならびに

竹理科がある司人口はぷ 3 lc ;f; すよう IC総数487人， 医f:i U116人である。

成人病センターはもちろ ん 1淡人病を専門とする "病院" であり ，外

米診療も行なっており ，? 干通の病院と同様に10ft でも診後を受ける乙とが

できる内しかし以下述べるように険機，設fJ l 1l 業務 [ζ 花々の特色がある。

その二，三をと乙で納介しよう わ

調査部ー まず機構の Ｑ Ｑ Ｑ で ｊ ，ｾＺ￭空間 ｩ があるのは成人病センタ ーの特 徴で ，

乙ζ には大型のレン トゲン 1'1動車が 3 台あり ，大阪 di内，)(.1 卜. の各地で循

環器疾忠，円疾! J . l，1呼吸総1 ) ; ; ! ぶなどの集団検診をそれぞれ点門のチ ームを

編成して行なっている。また結以病，がんなとの没学調査や)(.f 下一円のが

ん忠者の登録業務，それに {泉佐所医師や検査技師などの研修，災地修練も

行なっており ，大阪) ( . j の成人病予防対策の推進lζ 大きく立献している。

集団検診棟一 : 二漆 '-'1ζ は集団検診棟における円の集| 剖検診引業があげ

られる。 ζ れは上記のよう lζ レントゲン 自動市で地域へ 11 ¥かけるかわり

に，集団検診希望有 (I ，J1休) を成人病センターによんで検貸するのであ

る。 ζ のため集| 剖検診似 iζ はI民新式の X 線テレ ビ2 台，その他 円カメラ

検査室などが完備 されていて，成人病センターの もつ物的，人的機能を

1，)，:大|岐に発持して検診を行なえるようになっている η

X 線テレビ他一 : X 線テレヒーは集検練の他lζ 4: ft，";I ζ 3 台ある 。乙 のX 線

テレビは，わ が困ではじめて 成人病センター によって開発された ｾＱＡ ｬ￯ の

ものであるが，消化総1氏jよiの診断! こ偉力を発型] ! している。集検糠の 2 台は

ζ れをさらに改良したものである。 X 線関係では乙の他，ベータ ートロ ン

が第 3 期整備で噂入されており ，がんなどの放射線治療を行なっている。

ガストロ・カラーテレビー やはり成人病センター で開発された設備 と

して，ガストロ ・カラーテレビがある。乙れは内の内 l.Il j- ¥'] 粘JJ失ーをカ

ラーテレビで直接観後するもので，通常・型の胃カメラやファイパース コ

ープなととともに目疾忠の診断lζ 活躍している η

心電図 自動診断装置一次に少し遊きを変えて術環器炊・1心関係を制介しよ

う。乙乙 {ζ は心1-G区11' 1動診断システムがある。乙の機械は! よ，l-t. ーを心fU計

ｻζ 継ぐと ， あとはＧ心 ｪ 土 ［ｮｴｾｬＺ 機Ｈ小型テーィヂタノレ型Ｉが心Ｇ，ｌＡ｛きｼを読みとり ，

心屯図の振 111，11寺間 rll など必2 ! f な計測を行なうともに " 論盟主i Hiーによって

診断まで行なうものである内結果はタイプ ライラー で打11¥されてくる。

また呼吸機能検査室 lζ はアナログ型の電子計算機が等入されており ，呼

吸器生理のEJ l 論的研究ならびにその臨床面への応用が行なわれている。

将 来 計 画

以後Iζ 目下進行 111ない しはi¥l¥fJ llirllの新計画についてこ，三土sベ杭を閉

じたし、 。まず ， 集卜月検診紘 Ｓｾ 符 ｬζ はみ Ｂ 絡的な ｦｕ 子ｾ ｩＧ ＭｪＭ ｴｾ ｊＺ機システムの導入

が決まっており ，ITFJ i 々準備が進められている。選手人のあかっさには

前述の集団検診.f.ll rの円疾 jぶ検診や人間ドックの病肢はすべて乙の '，ll -f 計

鋭機で処理される乙とになっている内乙れによって病雌f i ' EJlの E DP S

化 が間もなくｾ阪に行なわれるわけで ， 将来における病院険能の ｲ IilVJ化

への道が聞かれたわけ である。

またＱ，［，Ｚ近よく話題になる心臓主主主 ｬ センタ ー Ｈ ｃ Ｎ ｃＮｕ Ｉ の設 ［ｾＱ も決っ

ており ，乙れもやはり目下準備が進められているところである 。乙れが

完成すると心筋悦' } } ? ; なとの発作で倒れた人の放急処理に仰ノJ を発抑し，

心臓病忠者に大きな福音 とな ろう。

以上，成人病センターの i lHi ならひに業務の岐要，二，ーの特色について注ベた。しかし筑

者は何分建築畑の E とには企くの点人であるため ，その方面1の必述かできなかった。本誌の読

者にはど不満かとも思うが，必してお断りしておく。

( さささあきら 。大阪府立成人約七ンター ，医師)
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Medi cal  R eh  身体機能訓練を主としたサ ービ ス

V ocat i onal  Re h 障害に適した職業訓練，評価等

S oci al  R eh.  心理療法による社会性の回復をはかる

また完全な社会復帰困難者の生活を援助するもの

実際の作業項目はさらに細分して Reh. 過程が構成され， 各障害毎

lζ 独自のプ ログラムにしたがって専門的な，一貫性のあるサ ービスがな

される。<図 1>

四

わが国には現在，R eh. 関連施設として，主として Me d. Reh. を行 な

う医療施設ー現在，Med.  Re h の中心として国立の基幹病院があるー

と， V oc .  R eh  や Soc. R ehーを行なう職業訓練所や収容授産所などの

社会福祉施設がある。 ζ れ等の施設全般について ，以下の三つの問題点

が指摘されている。

まず第ーに ，縦割りの行政機構からくる ，サーヒース体系の断絶があげ

られる。例えば，病院と職業訓練所が，それぞれ厚生省と労働省に管轄

正
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第二次大戦の終結とともに， 日本の政治や社会，文化の様相は一変し

た。そ して有史以来の被害の復旧が行なわれ，その l っとしてリハビリ

テーションが芽生えてきた。

もちろん戦前にも傷決軍人の社会復帰をはかるため ，陸軍病院がつく

られ，手術から訓練保養などを含んだ体系的な医療が行なわれていた。

また故高木窓次博士による肢体不自由児の療育が行なわれていた。そ乙

で培われてきた種子が，戦後の社会福祉の進展の中で，また交通や産業災

害の増加，医学の進歩による老令人口の増大等によって成長してきた。

そ して現在， 社会開発 ， あるいは人間開発の一環として rt R ehabi l i-

t at i on" 一以下 Re h. と略すーの重要性が認識され ，全国1( 250万人の

R eh. 対象者の需要に対して，施設や職員，資金等の供給不足の解消が

叫ばれているのである。

Reh. とは ， 身体の能力欠損者lζ 対し ，可能な限り生活を正常 lζ 回復

させるための ，身体的，社会的，心理的処置を施す総合サービスで，以

下の三つか ら成っている 。

ヨ-ン-ア

リ ハ ビ リ テ ー シ ョン と は

リハビリ

• 

-4 

，主1. PT. は Physical

T herapy< 理学療法〉

を . OT は Occupa-

ti onal  T herapy< 職

能療法〉を . A DL は

A ct ivit y  of Dail y  

Li ving <日常生活動作

訓練〉を略記 したもので

ある。

，主1 僻 価 1 - 4 は Reh.

過程の各段階で，各人の

総合能力を検討し ，次の

訓練の方向付けを行う乙

とを示す。白 丸印- 0 ー

は，その施設を出た人が

評価さ れることを示す。

;主3. ! . 国者は図の左端 IC示

す疾病，災害，先天性， 慢

性病などの起因により，

Reh  システムの中へ送

りE まれ，右側へ移行す

る。
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Reh過程における分担機能

本 0丁 目証 主主 収

格 L 業 育

的 」 劃11 :¥111 

P  T  ADL  * 車 線

評 酒 2 ，平' 置

初

戦

の

円

治

療

同

州

1票

一 日 主 総 合 病 院

基 幹 病 院Reh科

何ed，Rehセ ン タ -

Voc ， Rehセ ン タ ー

肢 体 不 自 由 児 施 設

一 山 内

議 写 松

精 ;胃 児( 者) 応 設

庇 i重工 場 ・i安 産 所

ナンゾングホーム老人ホーム 11

総 合 Reh，セン ヲ ー i度

|患

重 度 障 害 児 絡 設

重 度 Reh. セ ン タ

専門Med，Rehセンター

可門Voc ，Rehセンター

コ ロ ニ ー 収 容 na 設

Reh，主主育研 究 所

2生

ナ旨

施

:)>l 亡ごご二二二二二二ごごJ 二二二二て二コ

骨匝

I 尚子. 2 テーブル. 3 机

4 ロ ッ カ ー .5 瞥類郎 .6 長

t<: i子. 7. 診察台 . 8.紫外線

器. 9 上肢渦疏浴 .10 下肢

浴 . 11 矯正尚子，12 洗シ

13. 超短波器 ，14 低電圧器

15 パラフィ ン浴16. 赤外線

器 . 17. 虫食ベンチ . 18. 銑

19 マ ッ ト. 20.壁面手スリ

21回目 織機. 22 床面鍛俊，

23. 収納雌. 24 金工台 .

25 カ ウ ン タ ー . 26.旋盤，

27 の 1: .28. 回転の1 : . 29. 

足踏式やすり. 30.木工台，

31. 回転向子. 32. 疏し台

リハビ リテー シ ョン施設規模計画の指標図 1

5 C ' 高Lι 。 ー・ Ｍ ｾ ー ｾ ー ｾ ・ Ｂ

総合病院< 200床以上> の R eh. 部門< カナダの例>
図 2
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されているため，横の流れが断たれ，Me d. から Voc . への移行が行な

われ難い乙とがある。 i Reh 施設は医療施設である」とだけ規定 しえ

ない面が多い境界領域の施設と考え ，総合的なサ ービスが行なえるよう

な，行政体系の確立が必要である。

第二lζ ，サービ ス容五i; の不足による回転率の低下がある 。 したが って

利用者の部溜現象が生 じ，施設の機能が不明確になっている 。病院の後

療法施設としての Reh センタ ーやナ ーシングホ ームがないため，病床

回転率が低下し ，供給不足に輸をかける結果となっている。 ζ の問題の

解決のために ，中期経済計画にお いて，昭和40年度から 43年度までに ，

身障者施設を人口 10万対40床 ，さらには総合病院病床の 5 - 1096，結紘

や精神病床の 10- 1596をReh. 病床とする厚生省の計画に対して ，350億

円が認められた。

次いで，職員や技術者の不足がある 。病院の Reh. Uni t などの腕絞

が，技術者の数によって決定されるという乙とが多く ，PT.  O T.  Reh 

科医の養成が急務である。

以上のように問題の多い，まだ発達途上K ある Reh. 施設を ，各主体が

ばらばらに近視眼的な需給によって計画する乙とを避けねばならない。

そのためには ，長期的な視野から ， R eh 施設体系上での位置付 けを行

い，また地域的な広がりの中で完結するサービスシステムを形成してい

く必要があるといえよう。

3.  Reh. 施 設 の計 画

地域のなかで，施設の機能体系，空間体系を確立する乙とは，公共II

築の計画全般に共通する| 時代的要求である。特に ， 医療を基点とする

Reh. の性格から ，特にその必要がある乙とを前節で述べてきた。地域

的な要求は，施設の椛惣を具体化するべく ，その規模と性格を決定する

段階，すなわち企画段階で問題となる。以下，乙の段階で& も重要な規

模計画上の指i裂を示して参考に供したい。 < 図 1 >

Reh 施設の規模は ，医療施設と同じI i 瓜序で決定できる。まずJ此初Hζ ，

号| 園地域の現状か ら人口構成の変動を調べ，また Reh. サービス体系と

利用圏を想定し ，発生率を考慮し ，年間の新利用要求発生数を求める。

次いで，施設の利用方式を想定し ，平均利用怒，利用期間の指標によっ

て要求規般を算出する。 ζ の値が，管理巡営上許容される規模範凶にあ

るかを検討し ，最高規模を決定する 。

• Reh 過程上の分担機能一一乙の図は Reh 作業を 9 磁の単位作業に

わけ ，乙れを R 巴h 過程lζ 従い左から右へならベ，Reh  サービスを椛

成する 15極の胞設の分担する機能を桜グ ラフ で示 している 。各施設は左

側から忠者を受け入れ，右側のO点でj心者を評価し ，次の段階を受け持

つ施設へ送りだし Reh システムを椛成するのである。乙れを Reh. 施設

体系モデノレとして提案したい。

・ 利用期間一一乙の指標は単に規校計画と してだけでなく ，各部門の而

積配分や配置計画上も重視される 。Reh 施設においては ，Med.  Reh.  

の有効期限としての 1年までを短期 ，V oc. Reh の段大期限として 3 年

前後を中期，また 9 年前後一義務教育年限にあたるーの長期，さらに 1ill

代にあたる24年程度の終生利用 ，といった 4 磁のグル ープに区分できる 0

・ 利用附- - Reh 専門の施設はほとんど 8 kmから 32km程度の利用闘で

ある。 したがって県単位で Reh. 体系を構成している現在の考え方は利

川凶からいえば過大である。幾つかの県で，行政的』ζ は別の単位施設を，

| 司ーの敷地に集めて. u 設し ，- ft 性のある Reh. サービスを行なおうと

いう動きがあるが，不IJmJ 醤の上からも妥当であろう。 一方，需要品の多

い Med. Reh. 施設やナ ーシングホ ーム，和初児施設と ， コミュニティ

に密着すべき外米 Reh 施設や，今後その役割が重嬰 となるホームサー

ビス応などは 2 km- 8  kmの都m利m悶のなかで: 考慮せねばならない。

・ 規校総凶一 Ｍ ｒ ･ ｨ 施設の ｾｓｾ 棋は全般的 ｬζ Ｗ Ｕ Ｍ Ｑ ＵＰ 床の純聞が適当で

あろう。 Reh. 施設は小規模分散型と し地域利用上の利便を高める必裂

があるが，経済性，職員不足などから分散の限界を75床程度とした。ま

た， Reh. の性格上チ ームワークによる一元的な管理の可能な限界と し

て125- 150床が考えられて いる。もちろん，個々の単位施設が集積して

ωo床程度の規模になる ζ とも考えられる。

・ 利用方式一時期的に変動する利用要求を， 完全K 満たす場合には ，

平均利用率は規模が小きいほど，また利用期間が短いほど低氷となる。

一方利用形態としては ，ほとんど入院( 入所) によるものである。外来

利用の場合その訓隔日時間が比較的長く ，スタッフ不足の現状からみて，

アポイン トメン トを採用する必要がある。さらに将来，ホームサ ー ビス

方式が充実してくると考えられている。

4.  Reh. 施 設の設 計

現在，早急に建設さるべき Reh.施設は ，Reh. の出発点となる総合病

院のReh. Unit と，Reh. 体系の要としての地域の総合 Reh センターで

ある。さらには ，収容や看談施設としてのナ ーシン グホームや コロ ニー

も必要である。以下は ，乙れらの Reh 施設の設計上の問題点のいくつ

かについて考えたものである。

・ < 図 2>1<:: ，総合病院の Reh 設備として最小のモデルを示した 。乙

の設備は約 130rrf の面積であり ，理学療法士 2 名，職能訓事R土 l 名，事

務員 1:名という R eh. の最小限度のチ ームにより運営され， 1 日延40人

の訓練が可能である。また Reh. は，Reh 設備のある室だけで行なわれ

るものではない。とくに，将来 p .p .c .方式がとり入れ られるような切

合には， Reh 病棟をもっ診療科が設けられ，全病床の 5 - 1096が乙れ

にあてられる ζ とも考えられる。

・ 総合 R ch.センターは< 図 1 > の太線ワク内の施設から楠成され，そ

れは次の 6 郎門 iζ 再編成されるだろう。

1
0  

P T室，O T室， ａｄｌ 室 ， スピ ー チ室などの ｍ･､ Ｎ ｒ 巴 ｨ Ｎ 自 ｾｓ 門

20  

更生相談室，心理実験室などの Soc. Reh と評価部門。

30  

印刷，金工などの職業訓練諸室からなる
Voc.Reh 部門。

4
0  

30 - 70床前後の回復病棟と看護病株。

50 児誼のための教育，訓練部門。

その 他に管理問Ｄ ， サ ー ビス部 ， 共通自 ｾｓ などがある。

・ 上でのべたようなReh 施設の設計にあたっては，Reh 技術 その もの

の変化の激しい現在，設備の流動性，可変性，拡張の方向を考えねばな

らない。また ，音や7J くに関して相反する要求をもっ諸室が多く ，そのゾ

ーニ ングが必要である。 一方では ，チームワ ークを高めるための連絡の

必要通もある。さらに利用者が ， 障害者であるため ， 動線計画 ， ヰｾｩＱ ζ 両信 ｩ

化や歩行距離に限界がある ζ とに考慮を払うとともに ，災害 lζ 対する安

全性κ 注意せねばならない。

・ その他，障害者の利用する建物一般の詳細設計には ，多くの注芯がな

されねばならない。とくに，次の点は重要である。

1
0  m築設計の上からは ，その施設で使う工J1イスの寸法のうち ，JiJ(大

ｉｾｩ￮ｩ と座席高は規絡 化 する乙とが望ましい。

2。 各 ｬｾｓ 門が車イス利用者にとって Ｂａ ｣｣ ･ ｳｳ ｩ ｢ ｬ ･Ｂ である ζ と 。そ

のために ，廊下や出入口なと、の幅を90cm以下， 3  cm以上のレベ J レ

差 ，1/ 12 以上の勾配，145cm平方より小さな回転スペ ースおよび

リフト ，があってはならない。

30  

多種類の障害
lζ 合う

"Uti l i t y .. 設備を設ける乙と。例えば，身

障者用の特殊な便器を備えた ，広いw c など。

4

0  

仕上回に注意するとと。例えば滑らない床仕上。

50  環境，例えば冬期の暖房が不可欠な乙とや，活気ある配色，駁首

ゾーンの隔離などを考慮する乙と 。

以上， Reh. 施設の言| 函と設計上の問題点を概観 してみた。 R 巴h は社

会的サービスである乙とから ，またそれが，急激に進歩しつつあるわが

国では ，とくに ，Reh の総合言JTI!ii - R eh. ! C必要な l職員，資金，設{JiI iの

拡充と配分 ー の策定が急務であり ， そのプ ログラム ｋ の って ， 施設がｾ

設されねばならない。

( あおきまさお 九州大学助教授，ほんだ あき し 同助手)
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f 人マ

乙の日 I'i 函は ，兵; } ! ド県が県政 l∞ 年記念事業の l っとして実施するもの

である 。

配置図K . 示した全体計岡iは，今まで老朽した各種社会福祉施設が多く

ill っていた明石郊外の 玉津波とよばれる際聞のー磁の再開発計画であ

る。計画の主l肢は R C造の老人および救護施設を生かしながら， それ以

外の部分を整理し つつ，身体障害者のための総合的なリハビリテーショ

ンセンタ ーを建設することにあった。 乙のセンタ ーは，従来の身体防持

者施設にみ られたような症状の固定した :1¥者ばかりを扱かうのではな

く，障害の生じた初期の医学的治療から P T ・O Tの各極機能回復訓|陶¥.[，

さらには1漁業iOI l 紋を経て社会復帰までを一貫して行なう 施設にしようと

した点がま|匝i上最大の i股自である 。すなわち現在一般病院 ・労災病院 ・

吏生病院 ・更生指主主所 ・職業訓紋所 ・収界授産所な とにば らばらに ， し

かも相互の関辿なく分断されているリハビリテ ーション関係の諸施設を

一木化し ，総合的なセンタ ーをつくる乙とである 。

分断された施設の種傾どとに施設法準 ・辺首1J ; 準が月 J :0; され，それに

基ずいて補助金が支出される現在の官庁機構の ql にあって，乙れは凶燥

をともなう乙とであったが，乙の計画では ，センターをメディカノレリハ

ビリテーションを主とする治療 ・回復訓練郎門とヴォケ ーショナ J レリハ

ビリテーショ ンを主とする職業訓練 ・収容授iIf刊i門と lζ 分けて織成して

いる 。前者は従米の病院と更生指導所を合わせたものに近く ，後者は従

来の職業 Ｎ ｾｉ 陥 ｜Ｎ｛所と収容授 産 ｪ 買 を合わ せたも のに近いという乙と で ， 現行

法とのギャップの少ない範聞で共通にできるものはできる |以り共通にま

とめて極力 l つの有機的な機能体となるよう考えたものである。

と乙ろで今回m設されるのは ， リハビリテーショ ンセンタ ーの rll の治

療 ・ 回復 Ｗｊ ｉｉ 紋部門である 。 ＶＵ 年 Ｘ 月 ｬζ 玉 ｩｗ ｊ，ｾ全体の 一 応の Ｗ スクープラ

ンを提山 して以後 ，(注) 乙の企画を笑施に釆せるべく ｾＱＱ 当局にお いて準

備が進め られた結果，67年 6 月 I C 7 スタープランの- ')'，1S変更とともに乙

の郎分の; 1 &* 設alーの依頼を受ける述びとなり， 今年 2 )] その設計の一応

の完成をみたところである 。

設計の概ｾは凶 ・ Ｕ 長 ・ 写 只 ｉ ｃ 示す 乙とく であるが ， 全体として特 ｉ ｃＩ Ｉ

を入れたのは P T ・O Tを中心とする回復 ・司|協¥. [ スペース およびj心者の

生活施設函の充実である 。すなわち回復訓紋スペ ースについては ，各種

7 ) < 治療器械のキュ ーピ クノレと ともに 15m X 5  mの司11紋問屋内プールをそ

なえた水治療室，fU気 ・光線治療室，エ クササイズコ ーナー や上肢 ・下肢

のilJII 紋illf 只などを周I l l :Hζ 配 し中央でバスケットボーノレを可能とした述動

訓練場( 体育館) ，A D L ・事務作業 ・手芸 ・木工陶工 ・重作業などを盛

り込んだO T線なと ，多艇の訓練空間を許す純凶でJ以大| 仙E確保した乙

と，1依り廊下を通して屋外の :011紋用 rl:J j定グラウンドを凶むよ うに してこ

れらの紋を配し ，それによって訓練空間全体1 L 1つのまとまった災凶気

をつくるよ う芯附 した乙と ，などである 。また生ifi 施設! 日については ，食

主 ・浴室などを病械の付属室として分散的K 設けるのをやめ ， リハビリ

テーションの一段として 111央に充実 した ものを設けた乙となとである。

なお ， 四 ｾ ｉｉｊ の南似 Ｒ 師寺の 事務 ・ Ｇ￬Ｇ￬ＧＮｬＡｊｬｦＮ ｾｓｰｬ｝ は ｬ 険業訓ｼ協｜Ｎ｛ ・ 収作 ｊ 受 注目 ｡ ｳ 門を

も含めたセンター全体の rll 央Ti- 理部門であり ，乙のセンターが l つの有

機体として働くためにi l l : 1 f な;む l沫を もつものである弓また同f* 1  階の相

談所は ，ひろく以下の身体防官者を対象とした相談部川である。なお ζ

の号|恒lの実施設汗|は現在以営絡i.!l! の手で進められているのしかし1 ) ; 本設

計終了H寺J尽において決定された予算が建築のI削ilfi の点でミ予定を大怖に下a

廻ってしまったため，乙の基本設計は主と して立 ・断面方向において大

幅な変更を余儀なく されていて いるよう である。 U.4王設計者 としては や

りきれぬ思いがしている乙とを述べざるを得ない 。 Ｈ架Ｑｊ［ｴＩ［ｾ 一 良 ｉｓ ＱＮ己Ｉ

注〉 ζ の時点の別闘については述祭文化236号 C66i
jo 6月 号) 参照
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オーブン・システム (新千里病院の場合)
長 谷 部 朔 良日

千里保健医療 センター .. 
新千里病院

位 位 大 阪 府 吹 田 市 in21

台 l 丁目 20の 6

敷地 l面的 5，682，，/  

延床面総 5，736111'  

ほかに右必姉宿舎 945，，/  

ベァド数 202  

( 将米 300)

配置図 1  :  1800 
園町白. ! 7'A 園町' 1"""" ，p '  

ベッド当面的 28，39111'  

ベ γ ド当身1 i iffi 136万

各部門当而fj.'l

病棟［ｾ室 2，400，，/  

病僚交通郎門 770，，/  

外 来
"  240111'  

中診
"  620111'  

管 理

"  
280m'  

5 階平面図 1  :  900 語Z aa，E ' F V

サ ピ ス H 780，，/  

"  
一般

"  
620，，/ 

冷暖房設備

t2.1骨肉 械.室

」と盟l;; : ; : ; ; ; ; :

田ド」君主

子術分娩部 ，新生児関係

.  

空気I国有l

X 線関係，生化学室，特別

病 室 冷 暖 房

そのほか ui 接暖房

1 階平面図 1 ・900

'.  

司惨
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f  

千里ニュータウンの医療体系については ，1955年千里丘陵住宅地開発

のスタ ート より取り上け. られ，まずマスタープランの段階において大阪

府より委託を受けた東京大学吉武研究室よりオープン ・システムの病院

を含む医療体系の提案がおこなわれた。つづいて閉じ大阪府より委託さ

れた大阪公次衛生協会より吉武案をもととした修正案がグループプラク

テス による診療所を基礎としたオ ープンシステム病院との結びつきによ

って促架され，乙の案をもととして，中央病院，南，北，地区病院，住

区診療所の型よりなる医療体系のマスタ ープランが企業局より発表され

た。そして，まず住宅建設のはじまった佐竹台住区でグループプラクテ

スの診療所が採用されたが，現実の運営面の壁につきあたって，乙の診

療所型体はＱｉ ＱｾＮ 礁に乗り上げ次第に現実的な型へと変貌して行なった。乙

の過程lζ 就てはauζ 種々紹介されている。

病院についても ，現実とJ i l l 先日、の調整でいたずらに 11寺閣を経過し ，千里 lζ

対する医療行政の無策との非難は高まっていった。乙の中でも ，ff. f側，

医師側での努力はつづけられ，1965年 8 月大阪府衛生部，企業局，医師

会，歯科医師会，薬剤師会が協力して大阪府の寄附金 fC三師会の待附金

を加えて，財団法人千里保世ｾ医療センターを組織してこの地の医療機関

の協調を得て新千虫病院を迎iきする乙とが決定された。

敷地は ，マスタープランによる南地区病院の位置を占め ，200 床のオ

ープンシステム病院である乙とが乙の病院の作子である。

病院号|国Jj にあたって，まつ問題となる乙とは ，マスタ ープランで予定

されていた南地区病院の峨似とほかの病院との閃辿つ‘ けなどの相災点で

ある。すなわち ，当初J 9 9 床で予定された南地区病院が 2∞ 床となったと

と，北および11 1
央病院を予定して相互関係を結ぶか否かの問題点につい

ては ，病院経営の問題また他病院の予算的 lnがとられていないとはいえ

企業局側より何らの方針も与えられなかった。また ，オープンシステム

病院という言葉は開業医が病院の施設を利川するという乙としか定義づ

けることができないため ， flliJ&の異なるアメリカでの現状で判断した

り，わが国の貧弱な医師会病院の実例で判断するなど個々の人々によっ

て解釈が種々雑多であり ，計画中 lζ 討議不充分で充分な性絡すけができ

なかった乙とが残念である。さらに ，

① オープンシステムの湯合，より大切な病院の管理長である病院長の

決定をまたなくして計画を決定しなければな らなかった乙と。

② 現笑の運営Iζ たづさわらない人々の聞でs討議された乙との

③ 医療制度の問題点。

④府側医師側の協力とはいえ ，それぞれの立場でのおもわく。

などがあり ，非常に短いJI 画期間で結論を見出さねばならなかった乙と

が問題点である。そのため計画的には ，

① 外科系住区医師が丘級的参加を呼びお乙す設f J l I lを只えるとと 。

② 内科系住区医flni が多忙な白己の辺、名ーをかかえ病院スターノフとして受

院できにくいとしても山皮医療を通じ参加な欲を両めるため検査部門を

充実させる乙と 。

③ 本来の0 : : 命である病名I i 郎 ( C重点をおく乙と。

④ ニュータウンの特性としての産科部門の充実。

などを主題として平而計画を行なったが，予算上 11末当りの面積が少な

い乙とと予測されない運営上の問題に対応するためには，将来地12誌によ

って現実面の解決を計るととが段良であると考え ，狭少な敷地のI j J で100

床分 lζ 見代う W: 築予定地をとる乙とにした。

1967年 2 )J 注目の 中 で ， 千里ニュ ー タウンの住民の世 ｕｊｾ ゲ ｭ と医療の

充実を目紋とした公設民泊' オープンゾステムの新千虫病院はJJIJ 院したの

しかし ，迎営 fffi のとり決めの不充分さのため閑古鳥が泣くと非難された

数カ月 ，そして一年あまりが経過した。その闘病院スタッフと管理者の

努力によりほぼ満床の状態となり ，非常に困難であると見倣されていた

公設民営のオープン病院の五li')ぎについて， J詰3院r;: 理者が一つの自信をも

ち得た乙とは事実である。

病院迩営に関しては ，理事会の下IC，府j!ioI 生向5，企業局，医師会，歯

科医師会，薬剤師会，病院，地元医師で構成される迩営委員会をつくり

迩営方針の基礎固めを行ない，さらに ，病院医師，地元各科医師 2 名より

• 

+  

， 

刀

ω

目

的

W

却

m

m

∞

m

別

m

m

m即

日

ぬ

却

J O 

( 点線の 外来 忠告は，特殊外米忠者のと と)

なる病院運営委員会をもって現実の問題を処理し迎営にあたっている今

もちろん 1 カ年の短かさで結論が見山された乙とでなく ，今後さらにi 1

nして住民の声，fj : 区医師の必; 見，病院の姿を見まも って行かねばなら

ない勺

現状での分析をお乙なってJよると ，

① 契約医のわくを大 IJHζ 拡げニュータウン内のみでなく近効開業医で

医師会の推せんある者も認め登録医f : i li 数はヲ0名( 住区内30住区外60) fζ 

述している。もちろん住区内医師利用の比重が大きいが，住民外医師の

オーフ。ン制度に対する魅力のあ らわれであると解釈される 。

② 外科系医師の手術などの利汀川j は立

が生まれ{住主区医m附] の診i療i茨完所でtの守手三術i設没併似仙i白j は縮少されている (  {住よl区差内外科

医 5 名) 勺

③ 内科系医師は臼己のオフィスでの j心者 lζ 追われて，主治医として入

院させるものは少ないが，住lぎ医附の紹介 ICよるいわゆる入院病院的あ

つかいが多い。

④ 契約医による主治医! 心者は40- 50床でほぼ一定している内

③ ニュ ータウン内の入院! 心者は6096を趨える程度であり ，そのため，

ニュータウンより外部の病院へ流れる; 立が相当あるものと思われる。

⑤ ニュ ータウン住民より外米を取扱ってほしいとの妥望が出ている。

⑦ 契約医は病院における医療報酬に満足はしていないが施設利mの点

で利月] している。

などの結果が生まれている。

千里医療体系は診療所の型，病院の型，すべてマスタープランよりゆ

がめられたとなげく声がある 。 しかし現実 lζ 複雑な医療，行政，経済機

構の上で研究者，行政竹がmi いた}! J ! 位l(;象のみが好ましい型であるとはい

えないだろう。グノレーププラクテスの診療所から医師長屋を経て医師村

型式の型が現状て、あるが，乙の医rrrli 村型式の開業型{ 4 1 : で も医仰の n主性

を認めながら ，診療科目，立地においてコントローノレできているし ，病

院はその数において満足でないとしても ， また充分芯欲のある ｉｊｬｪｾ 医の

施設利用できる病院である。また ， 住区外の ｉｊｾ 業医が契約医として綿入

された乙とは ，突約医の利川率，不IJ JTJ 方法なとの問題はあるとしても ，

社会におけるオ ープンシステム病院の必要性を哀付けるものであろう。

3  JI寺間待合 3 分診療の言葉もあるように ，大病院の外米は1民的z の程度

をとはず，やみくもに押しかけてくるあらゆる j心者で泌総し ，一方IJIJ 業医

と病院は同じ分野で競合し対立しているのが現状であるが，病院と1 J 1J 業

医がその ｬ 交を分けた医療を行なう乙とが医療分化のＡ［ｦｾ 一 度であり ， 住民

のための医療である。乙のオ ープン病院を通して，その乙とを住民が，

医師が，病院が実感として体得できうることはお重な乙とである。

また ，千里内の医療体系も巾央，北の7 スタ ープラン fCfjjlJ 約される乙と

なし乙の病院の笑秘に注目し修正を加えて行く乙とが必要であろう。

新千里病院はそのような怠味でのケ ーススタディであり，乙の経過に

注目する乙とにより次のステップとする乙とが大切であると考える。

( はせベ さくお lJ ill 設計工V ! KK計画郎〉
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病 室 の ベ ッ ド 廻 り

平 井 蔓美

4 床 病 室 内
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ベ ッ ド 廻 り ベッ ドテーブル (850111111- 1， 100mm x  750x  370)  
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病室は患者の生活の場であり ，医師の臨床現場であり ，看護婦の作業

の場であるともいえます。ベッド! とよ乙たわる患者に対して，装備品類

には，患者自身の ，普通でない精神状態におかれる病生活を十分にささえ

るだけの配慮が必要な乙とは当然ですが，医師の立場からの要請，看護

の立場からの要請にも十分対応し得るものでなければなりません。患者

にとって， 身のまわ りに常備されている生活用具も ，他の立場からは，

医療器具の性格をもっ たもの となってきます。病室の装備品類に，どの

程度の十分な配慮を与えるかといった問題 も，現実には，その必要条件

をみたすのみの工貨のワクにしばられる実例があまりにも多いのです

が，ベッドや枕頭台には，まだまだ開発されねばならぬ問題点が多くあ

り，その問題点Iζ ，アプロ ーチする乙と によっ て，装備品の社会的な水

準を高めねばならない と思います

乙乙 lζ 設計例としてとりあげる住友病院の場合，第 I 期工事の本館建

設より勿 2 期工事の新館建設に到るまでの間，純医療器をのぞいた装備

品類全般の設計担当者として，病院側IJ の関係者の方々とともに，約 8 年

閣を通じて，装備品類の設計 ，製作と使われ方，消耗度合等を具体的に

知るととができる状態におかれた現実が，あまり他に例のないことであ

るのを，よく知っていただきたいと思います。

各病室とも，ベッドを中心IC枕頭台，ベッドテ ープノレ，イス ，ロッカ

一等の装備品で構成されています。 F. R . P 製のイスを選び，スチー

J レ製のロッカ ーを全面的に採用したのは，第一期工事における病室の備

品類の耐久度が判定できる時期に入っており ， たびかさなる消毒l ζTこ

え，清潔感を保ち得る材質の選び方を痛感した 乙と によります。 キュ ー

ピクルカーテンについても ，高温熱消毒に対して，変質しない繊維製品

である乙とが要求され，数度の高熱テストを行なうとともに，試験片 lと

より ，洗濯による疲労度等をたしかめた上，決定 しています。難燃性製

品である乙とはいうまでもありません。

しかし設計過程! とおいて最も重点的にとりあげたのは，ベッド，枕頭

台，およびベッドテ ーフツレで: す。一般的病室の装備品については，それ

ぞれに，メーカーサイドでつくられたものを選びとり ，塗装色の統ーを

図る程度が，現状といえます。また一つのベッドを単位とした装備品類

へ割当てられる経費面の水準が低い ζ とからも，適正なものが，メ ーカー

で製作されているとはいえない点もあります。そ してまた，病室の備品

類を設計課程にとりあげるシステムも非常に数少ないといえましょう。

住友病院におい

枕 頭 台 て，ベッド，杖:ijj

台，その他につい

て，250 床分の設

計，製作監理を行

なったのでありま

すが，乙れは，磨、

者の立場，医師の

立場の要請をキメ

細かくとりあげら

れた病院側関係者

の方々の並々なら

ぬ積極性と ，製作

にあたったメ ーカ

ーの良心的な努力

がなければ，実現

するととは困難で

あったと思われま

す。

ベッ ドフレ ーム

の明色系統の塗装

は，変色が早く ，

また塗膜の剥落も

随所にみ られるこ

とから ，ベッドの前後の丸パイプ絢部にのみ，ステンレス材を使用して

いますっビニ ーJ レレザー貼りベニヤを，ヘッドボー ド，フッ トボード lζ

使用し，附属品一切はクロ ームメ ッキ，ステンレス材は ，m: 解研磨によ

る艶消し仕上げとし ，枕もと ，足もとをソフ トに仕上けるよう ，心がけ

ましたっ病院の一般ベッドの標準品が乙の程度の仕様になるのも ，ごく

近い将来でしょうし ，またそうでなければならないと思います。生産機

構の上でみれば，従来の病院ベッ ドメーカーは，ベッドフレ ームそのも

のが簡単につくれる乙とからも ，医療器機関係、のメーカーとは巡った系

にあったようですが，今後は医療器材メ ーカーに近い系の専門メーカ ー

で研究，製造されていく で しょう 。また社会的にも ，現在のベ ッドー台

の標準価格を2まには しない。機能面から追求された ，適正な価格のベ ッ

ドが，要求されるようになると思われます。

枕頭台については，病院側からも実に多様な要求をだされ，約一カ年

の打合経過をもった後，試作品を作成，検討後決定しました。枕頭台の

一部に小型冷蔵庫を，必要に応じてセットできるよう，すなわち ，枕頭

台の一部を とりはずして，冷蔵庫を取替えるととができるような装置を

検討したのも ，設計課程のー伊jですが，冷蔵庫モーター の振動音の問題

や，冷蔵庫メーカーが，市販する型のモデノレチェン ジlζ 対応しながら ，

枕頭台本体lζ 組込むのは，非常にむずかしく ，かとい って，そのための

冷蔵庫の型を開発するには ，少量でありすぎるといった問題等は，今後

への課題となりましょう。

乙の枕頭台は，ナースコ ーJ レ子機，室内灯スイッチ，医療器用コンセ

ントがセットインされ，患者の要求に応じ て，電話を取付ける乙 ともで

きますっ 乙れらの設備工事関係機器はすべて枕頭台裏の壁面で接続で、き

ます。ベ ッド位置が決定 した時期には，税: 頭台の形状も決定しており ，

各々の系統毎に，接続 しやすい壁面に，接続点を決定しま した。ナース

コール子機，スイッチ ，コ ンセン ト類のボックスの一面! L ，患者名表示

個所をもうけています。工事範囲の点では，設備工事と 家具工事とが，

乙の枕頭台で取合う乙 とになり ，現場業務 iζ 関連しながら ，綿密な計画

性や，工事範囲の確認を要求されますが，て、き上ってしまえば，単純で，

特に高級な技術を必要とする ものでもあり ません。ただ，ナースコ ーJ レ

子機の形状，あるいは設備機器ボックス全体の形状については，患者が

使用する立場からの，人間工学的な検討が，まだまだ加えられる余地が

あると思います。

患者の身の廻り品を収納するキャ ビネットとしてのみの枕頭台も ，近

い将来! とは医療器と しての要紫もとり乙んで，フレ ーム，収納部，設備

器具類の三つ位 lζ 分類され，それぞれの耐久度により ，それぞれに巡っ

た寿命をもち ，またそれぞれに巡った供給源か ら，患者へ提供されるよ

うな乙とになりはしないで しょうか。例えば，フレ ームはまず 7 年は使

用できるとし ，キャ ビネッ トはj患者が変る毎 lζ とり替え られる消耗品と

なり，設備器具類は，技術革新により更に高度な設備を要求される時点

でとりかえられるといったシステム ，そして設備系統については ，工業

デザイナ ーと協力した設備機器メ ーカーが，その設備系統と器具 lζ 責任

をもち，キャ ビネッ トは紙のパッケ ージメ ーカーが責任をもっというよ

うな考え方もできるのです。

ベッドサイ ドテー ブJ レは，某ベ ッドメー カーの開発製品 lζ 改良を加え

たのでありますが，市価 15，C間 円程度の製品を 250床分に採用する乙 と

になったの も，4，∞0 円程度でつく られた第一期工事のテーフツレが，如

何 lζ クレ ームが多く ，また J官、者にとって使いにくいものであったかを思

い知らされた結果であります。われわれが日常生活のなかで使用する用

具類，テ ーブJ レやイス等と比較すれば，ベ ッドテーブJ レほど，機能的な

いろいろな要求を満足させねばならない用具は殆んどないのではないか

とも思われます。そのよう な機能面へかけられた適正なコス トは，もっ

と一般的に認識されねばなりません。

住友病院において，病室の装1 i ll i品類 IC，かなりの重点をおいた設計を

すすめ得たのは，病院側の患者の立場に立った病室への並々ならぬ執着

と積極性から打出された線と ，建設事務局の強力なパックアップによ る

ものであります。 ( ひらいみつる 日建投計工主主K K インテリア部)
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技 術 の

新しいシーリングについて

ま え が き

従来から窓ガラスなどには，ノマテを用いて雨水の浸入を防ぐた めに臣賞

聞を充しているが，建築物には各処に部材聞の接合部分があり ，これら

の部分においては外的環境からの絶縁が要求される場合が多い。そのた

め，乙のような援会部分に充填材を用いるが，乙のほか空調条件を良く

するため，構造物エキスパンション部分への利用 ，または意匠上の要求

から用いる場合もある。

現在において，一般的に用いられているのは ，パテ ，および油性コ ー

キング材である。パテは従来より伎われている ごと く，小規模なガラス

建具などに用いられるように留まっており ，ある程度の動きが伴 う防水

材料と しての概念が要求される場合には用いられない。パテよりは伸縮

性が多分にあり ，本格的防水材料としても用いられるのが油性コ ーキン

グ材であるが，乙れは価格も安く ，使用方法も簡単で，手頃に用い られ

る条件を持っているからである。しかし隙聞の動きがかなりある ものに

対しては，その性能から来る制約があるので用いられないのが一般であ

る。部分間の動きが大きいものに対しては ，弾性シ ー リング材を用いて

いる。乙れは，それ自体 fC伸縮性があるからである。

最近の建造物の傾向として， たとえば鉄筋 コンクリ ー ト造建家の場

合，従来のような剛構造ばかりではなく ， 建物 fC外力が加わった場合

iζ ，相111ζ 風が吹くどとく外力を受け流す，いわゆる柔構造を採用する場

合もあるが， 乙のような場合，部材聞の動き( 変位置) は ，当然の乙と

として従来の動きよりも大になる。かかる場合1(. コー キング材を用いる

場合には ，その動きに追随するものでなければならない。

現在， 建築シ ー リンク材として用いられているものには， ガラスパ

表 - ) シーリング材分類表
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6 9 材 料 部 門

西 村

= 主

，同

テ，油性コ ーキンタ ，弾性シ ーラント ，ガスケット ，ひも状シ ー リング

などがあるが，乙れらを材質別にまとめたのが表一 1 ( 建研，大浜氏)

である。表一 1のうち ，建築用油性 コー キング材が1966年 Iζ J IS 規格化

( J IS ， A 5751) され，また建築用 2 成分型ポリサ J レファイド系シ ー リ

ング材 ( JI S ，A 5754) および建築用 1 成分裂シリコン系シ ー リング材

( J IS ， A 5755) の JI S 制定化の見通しが強くなっているが，乙れらに

ついて，ニ，三述べてみる。

2.  ;自性コー キ ング材

昭和42年度の月間平均油性 コー キング材生産訟は約320 t on であり ，

乙の大部分の数量は日本シ ー リング協会に加入している企業により生産

されており ，また，との企業のうち 13社が，建築用油性コ ーキング材 J IS

指定工場として指定されている。さらに申請中の企業もあり ，業界も泊l

性コ ーキング材の品質向上について並々な らぬ努力をされており，その

実積も向上 している。 JI S 規格は品質的な保証の目安として非常に有効

なものであるが，施工的には ，特殊な使用ケ所1 c 用いる場合とか，ある い

は特殊例! c 近い場合K 用いる品質の決定( 材料選択上での) には， JI S  

規格による数値のみでは不明の部分が高いので，かかる場合ICは現場応

用時の条件に準じて試験するなどの 表- 2 油性コーキング材J I S 規格項

方法をとり ，検討する必要がある。 目および，規定値

油性コ ーキング材の J IS 規格は表 項 目 | 組 定

- 2のどとくであるが，筆者らは乙 収 縮 寧 情L 7  Q. l 王ー

れに留まらず，他の試験項目も加え 保 油 性 」 坐 堕 但 旦，5  Q. l 工

しん透枚数( 枚) 3 以 下

て検討した例がある。その結果だけ スランプ ( m m〉 ゴ五

を示したものが表- 3である。乙れ 付 着 性 合 格

らの試験結果からみれ 硬 化 率 ( 船 J 旦_R!.下

ば，油性系コ ーキング き t ' l -:>ー lー全一 格

耐アルカリ性 | 合 格

材lζ 俊秀な性能を持つ 一 一

ているものがある乙とがわかる。

表- 3 油性コーキング材質駿結果畏

ｉｾ＠ 験 :頁 B  日吉 ・ ｾ )  

収 f皐 ^ ｾｦｪ 硬 亀 ，［加自立 ｅ ホ中 耐耐ア耐属金 耐

岨う渚化裂冷 ｾｒ 然 漕

判 緬 性 ン 性 率 繰 却1冷験式 I胆:: 1主 密活

試 カl j | 試 蝕w，性試

番号 試 試 拭7 試験 6i!i 式 ｉｾ＠ Ｑ ［返験 ｾ ｉ 露1<< I !式 性

験 験 拶 験 験 験 験 試験

ｩ 式 ｉｾ
験 験 駿 験 駿

11 0 1 0  。1♀。1 0 l 0 1 0 i O 0 1
0 一 一 一 一 o 0  

23 110 0  0  0  

6 - 0  0 ! 0 ，- 1- ，0 1 0 1 0 1 0 ，0 . - 0  0  

o  0 1 一 二 住 1 0 1 0 1 0 1 - ，0 1 - ' - 0 ' 0  

4  0 '  0  o  0 1 0  - I - I - i OI O' OI OI - 0 ，0  0  

5 1 0  0  。 。 101  1 0  0  1 0  0 1  

6  0  0  - 0 1 0 1 0 ー』ー 0 1 0 . 0 一 一 o 0 ー

7  0  0  o  0 1 0  o  0  0 1 0  - 0  0 0 0  0  

8  0 1 0  o  0 1 - 1- 0 ' 0 1 0 1 - 0  0 ' 0  。 。

9 δ 1 0 : 0  0 1 0 1 0  0 1 0 ' 0 1 0 0 0  o  0  S  

10 0 1 0 ，0  0 1 0  。 0 1 0 ，0 1 0 1 0  0 ' 0  0 0 0  

11 1 0 1 0  o O T δ  。 0 ，0  0 ，0 1 0  。 一 一 o 0  

12 1 0 1 0  。 。 。 o  - 1ー 。 o  - 0 一 一 o 0  

13 1 0 1 0  。 oTd 。 0 1 0  - 0  。 。

14 '  0  
。 。 。 。 。 。 。 。 0 1  。 o 。

15 0  。 。 。 。 。 - 1 0  。 。 0 1 - - 0  0  

16 0  。 。 。 。 。 0 ，0  。
0 1 0 ' 0  --- 0 0 0  

17 0  。 。 。 。 。 。 0 1 0  0 一 一[ _Q__Q

18 0 ，0  。
0 1 0  I  

。 () 1 0  0 1 一， 1 0  0  

ｾ＠

調品

ー，

• 



3. 弾 性 シ ー リ ン グ

弾性シ ーリ ング材の昭和42年度月間平均生産量は5 Oton で油性コ ーキ

ング材のそれの約18%であるが，弾性シ ー リングが持っている性能の放

に利用度も高まってき てい るので，今後乙の比率はより接近していくも

のと恩われ る。弾性シ ー リング材のうち ， J IS 規格化がほぼ内定してい

るものに ，建築用 2 成分型ポリサ J レファイド系シ ーリ ンク材と建築用 l

成分型シリコン系シーリング材とがある。これらの J IS 規格は表- 4 1<::

示すものである。

ー'

表- 4 建築 用 Ｒ 成分型ポリサＩｾファイド系シ ー リング材お よ

び一成分裂シ リコン系シーリング材の線格項目，および鏡定値

乙れらの規格lζ 準

じて試験した結果の

一部を示したものが

表- 5， 6， 7であ

る。

項 目

タ ッ ク フ リ ー

ス ラ ン プ ( m m)

か た さ ( 回 路 }

引 碩 鍛;i 護器禁23izj: :;
接泊強 古

耐熱引張筏n強さ ( kg/ d )

はくり接着強さ ( k，/3 )  

一一寸「嘉一復 元 性 ( 勾)

収 縮 率 ( ¥ f j )

焼 絡 f占

合 絡

3 以 下

15以上 50以下

2. 0 以上

2. 0 以上

2. 0 以上

9 以 上

90 以 上

10 以 下

乙れらの性能は比

較的新しい状態にお

ける品質についてで

あるが，建造物応用

時には耐久性につい

ての検討，下地材の

状態によるプライ 7

一選択の問題などの

事柄も重要である。

乙のうち材質劣化の

検討に対する方法と

して，米国連邦規格

などに記述されてい

るので， 乙れらを参

考にして実用試験を

行なうのも有益な乙

表- 5 ポリサＩｾ フ ァ イド 系シーリング材の スラン プ

E式験結果表

1日 早 スラ ンプ ( m m)

"“ コ tI押1状態 50. C  5 . C  

A  0  0  0  

B

C

D

E

F
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表- 6 シリ コン系シーリ ング材のスランプI i t 験結果表

... 
uじ ' J

スランプ ( m m)  

栂準状態 50. C  5 . C  

o  0  
。

。
P  0  

Q  0  

R  0  

s  ， 0  

。

。

。

司院

表- 7 ボリ サJ レファ イド系シーリング材

引張接着強度試験結果表

le Ｑ Ｎ亙漕体 のモジュラス同 ｉ｣Ｍ ｭｾ Ｉ I 引 張 接 清

試験方法 ーー一一一一一ー| 川 伸 U ( %) 破事状況

権 頑 ｻ竺竺 ＱＰ ＰＥ 己旦 ｾｉ 強度 Ｈ ｫｾ Ｏ｣ ｭ ユじーＭＭ，
I  7 J レミ 1. 8  2. 2  2. 5 I  4. 0  405 _ .  M _  

l 争刀 矧 r  ｾＮｾ＠ _  '  ・ー

I  '"  ｾ＠ I  プラス ム 2. 0 2. 4  2. 8 4. 0  354 Ｎ ｟ ｾ＠

I ア J レミ 1. 9 2. 3 2. 6 4. 1 445  M 

A  Ｑ 木中後 ↑一 万ラス ｾ Ｎ ｉ 2. 5 ._ 2. 7 4. 3 _ . 3 9 2 - i  旦二

1  I ア レ ミ I 1. 2  2. 1 3. 1 6. 0 345 M 

| 加齢後 卜そ..... .= ｾ＠ ，.. ... ， ... ^  ー ーー
I  u.. r. n l <R I  ラス 1. 2  2.1 3. 0 5. 0 294  三一一

7 J レミ 1. 6 2. 0  2. 3 4. 5  504 C  

初 矧 」ー一一一一一一一 ー 会一一→一一

ガラス l 7  2. 4 2. 5 _  4. 9 ，_ _ 500 

7 ) レミ 1. 5 1. 8  2.1 3. 7 460  C  

白 木中後 」万 7 「7 5 . 1 8 0 2 2 - 4 0  465 M 

4. 0 

5. 0  

4. 0  

2. 4 204  A  

2. 7 504 A  

ガラス 1. 6 1. 8 2. o  2. 2 269 

ア ル ミ t  

加剤後 試験体が破犠したた的. 測定不能

ガラス

ア ル ミ 1. 0  ，. 1  I  1. 3  ττ 一 516 A  

初財一万亨三一 0. 8 1. 0  1. 1  . - 2. 2  555 A  • - ・ 一 一

' J レミ 0. 9  1.1 1. 3  2. 4 565 

0  水中後 一一一 ー 一一一ー一一一
ガラス 0. 9 1. 0  1. 2  2. 2  540  

0. 7  ，.  1  2 o  4. 0  349 

1. 1  2. 0 3. 8 332 

0 2  0. 2  0 3  憲 大 伸 の

ガラス 0. 7 

ア ル ミ 0. 3 

本 中

ヵーラス 0. 2 

ア ル ミ 0. 5  

E  
水中後 方ラス

j E o 竃な，制

定 が で き

口

一

日

一

日

0. 1  0.1 

0. 5  0. 5 

0. 5 0. 5 

C  

C  

A  

A  

M 

.， 

カ ラ ス I 1. 9 ， 2 . 4 

アルミ 1. 9  2. 4 

F  水 中 後 ? 力 ラ ス I 1. 8 .  2. 3 

アルミ I 1. 9 2. 8 

ｾｏ ｬＧ＿ ｬ 後 ‘ 守 ・

カ ラ ス 1. 7 2 . 8 

確 犠 状況 C  凝集硲' l ! l ， ( 部 材 破議 J

A  接 ，菅 " ( 接 清 界 面)

M 型 合 " ( C :  A 甥 合

とであると，思える。

現段階での弾性シ ー リング材は一般的1<:: 湿潤函Iζ 対する施工に問題が

あり ，下地材1<:: 含有するわずかの湿気ICよっても接着性の劣化が見られ

る場合 もある。下地湿気の増大が生じる場合には ， 必らずプライマ ー

処理を考慮する必要がある。たとえば打設後間もない コンクリ ート面に

弾性シ ー ラン卜を施工する場合には ， エポキシエ 7 ) レジョン処理を施

してからシーリング材施工を行なうと良好な結果が得られるようであ

るc

弾性シ ー ラントは伸び率の大きい乙と ，複元性の大きいとと ，接着性

の良好な乙となど、の性質を持っている故IC用いられる件数も多くなって

きているが，施工後の時日の経過とともに， 乙れらの特性も変化してい

く乙とは避けられない。そして， 乙れらの物性の変化が急激に現れてく

るものは望ましくなく ，たとえ材質劣化が生じても ，使用 l乙耐える寿命

を有しているものでなければならない。今，伸び率の傾向について加藤

氏 ( 千葉大) が実験されたデーターを図- 11C示す。

図ー l 屋外晦震鼠験による伸び率の変化

4  
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乙の表から ，伸び率の低下が商品問によって，かなり 差異を示 してい

る乙とが4っかる。

複元性，接着性の両者を兼ねた試験として，中里，池田氏( セメダイ

ン研究所，が A S A，A - 116 に準じて行なったデーターを表- 8  (次

頁) 1ζ 示す。

乙の結果からモノレタノレ面施工にはプライマーを用いる場合と用いない

では大変な差がある。常時水分と接触する接着面では ， 界面剥出 ｉｾ のおそ

れが生じるので， 乙れに対処する検討が必要である。乙のような界面最IJ

離は，高温時よりも低温時において発生する ζ とが多い。乙れらのよう

に高性能な弾性シーリング材 lζ も，用いる上での考慮すべき点は高いも

のと恩われる。

あ と が き

近時，建築物のプレハブ化，部材の大型化，部材断面の単純化の故lζ

何等かのコ ーキング材処理が必要となる場合が多くなっているが， コー

キング材の質とその物性的限界点などについてよく検討された上で実施

しないと ，重大な事故に速なる原因ともなる 。特殊な建造物では，用い

られる目的 lζ 合致するように十分に検討され，比較的有利な条件をもっ

て コーキング材工事が実施されるが，一般的にはまだまだ価格の点から

決定される場合が多 い。

実際 lζ は安価で優秀な性能を持っているものはなかなかな いもので，

乙の点を幾分でも満足するためには， 使わんとするものの物性，施工

法，施工ケ所に要求される条件などをよく検討して工夫する以外にない

ようである。

( I C しむらせい いち : 附大林組技術研究所材料研究室)
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褒 ':" 8 A S A ， A - II 6. 1  ( 1960) 規絡に基ずく試験結果

l スランプ ト 常 態

スラン プ周 |  日係準硬化後、 1500loil申ぴを満足 ( その

治具を用い |  の強度0. 7031- g/cm' 以上) 、同伸び2411寺問

る. 45 t  1  保拘L t 二時、試料切断は〈 蹴等の変化ナシ

及び 38t  

の両温度で

共に

0 .640111 

以下

k

i

l

l

 

水

ヨl

浸

篠 着

老熱

性

イヒ

及

び

要

素

試

験

内

容

7 臼煉準硬化後、水中 4 日浸演、後 1500loi 申ぴを

満足( その時の強度0. 703kgんポ以上) 同伸びを

24時間保持した時、1il: 料切断、はく 離等の変化ナ

‘ノ

7 目標準硬化後、70'C、4 日間加熱、後 100%

伸びを満足、同{ 申ぴ24時間保持 した時、試

料切断、は〈 離等の変化ナシ

( 単位 kg/cm' )

低 温 へ の 循 環

7 目標準硬化後、- 2 9むに 4 時間保持後、

同温度で 100%伸びを満足、同{申ぴ同温度

にて 1時間保持、 後25' Cに戻し、 4 時間放

置. この操作を同試片について 3 回繰 り返

し そ の中途に おいて試切、 は 〈隊等の変

化ナシ

モルタル l ガラス アルミ

(早位 kg/cm' )  

スァン

レ ス

復 元 性

紫外線照射

7 目標準硬化 7 日標準硬化

後、紫外線照 後、 50' C 3 日

射( ガラス側) 問、後 150010

96時間、後

4 日水中: 費 伸び 5 分間保

後 10 0 %伸び 持、後スベー

を満足 ( その サー を除き自

時の強度 2  然に復元させ

0. 703kg/cm'  ｉ Ｇ ｾ＠
以上)、 同伸 l 旬。

び24時間保持 I60分以内に

保持の問、試 1 25% 以 上

切、は〈離の

変化ナシ( 単

位 kgんポ ) (早位 %)

異常ナシ |異常ナシ l 異常ナγ | 異常ナシ | 異常ナγ
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郎次村

「‘ 『

己主
(その 1 )  話史(ろくろ)韓聴

• 

i ! l =) とある。

滑車の重要な目的の一つである ，重量- 品を釣り揚げるに要するだけの

滑車そのものの材料の強度の必要を考えると ，鉄の生産とのi時代的な深

い関連を考えさせられるのである。また「滑車は鉄器時代の初めに発明

されたらしい。滑車はあきらかに有用な発明で，廻転輸をよくしってい

る民族にとってなら ，かんたんな一歩であるように見える。しかし事実

は証拠がつよく示すように，たとえば青銅器時代のエジプト人は明らか

に机のまきあげをやっていて，滑車の必要があったのにかかわらず，ζ

れをもっていなかったし ，かれらの大造営工事にも ，たしかにつかって

いなかったのである。」また 「以前青銅器時代ICは石を所定の場所まで

ひきあげるのに，斜道をきずいてその上を引 き上け ，上からその場所え

おとしたものだが，滑車は乙んなやり方より ，はるかによい方法をあた

えた。それは発達して紀元前 450年頃，ギリシャ人がつかっていた原始

的な起重機となった。マキ ロクロも同じ頃使用された。しかし復滑車を

もった起重叉脚( 註，二文式の足の二つ以上ある起重機の乙と) は，キ

リスト紀元のはじまる乙ろあらわれた。」以上 S ・リリ ーの叙述は人類

の聖書磁の起原を順序よく説明している。( 註，古代の西欧の滑j f I や起危機は技術

の歴史 ( 4 ) 550:頁機敏怠照)

ひるがえって，それでは日本でt駿舗が使われ初めたのは何時頃からで

あろうか。明治前日本土木史によると ，それは多分三斡との交通が頻繁

になり出した頃あたりに ，大陸からの舟の船具などに簡単な回転運動利

用の器械や道具ーがあったのが移入の初まりではないかと惣像される。日

本国内においてそれらが実際 fC，また大がかりに使われ出したのは，推

古天皇! 時代 (590年頃) Iζ 今まで日本になか った寺院建築などが盛ん に

建てられ初めた当時からで，多分その時代 lζ 来朝した百済の工匠などが

使いもし，利用法を日本人K 教えもしたのであろうとされている。( 参

考にそのまたその数百年前の漢のものと推定されている支那の車井戸の

写真を掲げておく。〉

しかしその当時の乙れらの事に関する文献はいまだ見当らず，滑車の

文献に出てくるのはそれより ずっと

下って， 天平宝字 6 年 (762) 3 月

3 日の造石山院所告朔解( 正倉院文

答) の内に出てくるものである。

すなわち

作鉄物四十一物工十九人( 中略)

幡末畿磁一具 工 四 人

とあるもので随末にとりつけられ

た鉄製の 犠櫨の 乙とである。 鐙末

というのは寺院の境内にたてて幡

(  ( 註) 幡は和司i I i はた」で旗と同

じ党語の彼多迦( 音写) の音の託っ

たものであるという。〕などを釣り

下げる高竿の端であるから ，その頂

部IC設置された電車種は，もちろん木

工などの工作器械ではなし回転に

( 前向にしても滑車の発明は間もなく建築工業に革命をもたらした。」き

一般にろくろ とい うと ，陶物作りや乙けし作りの古風な道具を思い出

しがちであるが，実は廻転運動を利用する広い意義のもので，機械の専

門家の分野のものである。しかしわが国の建設面で‘ 乙の種の器械の利用

を歴史的に見ると，ま乙とに地味な存在で特に専門家の手を煩すほどの

内容で もない。管見をも顧みず，建築屋から見た畿磁史話を普いて見た

次第である 。誤は ど叱正を願うとととし ，乙の方面の研究が進められ，

先人たちの永い間の工夫や，努力のにじむような苦心のあとが明らかに

される機縁ともなれば，筆者の望外の幸である。

カtえま

65 

緑軸井欄 ( 中国 ・漢〉

天理怠考館蔵

機穏についてまず昔の人の定義から調べて見ると ，正徳 2 年 ( 1712)

頃の編とされている和漢三才図絵の幹( 井ゲタ) の条に ， i 凡円転出器

皆醗髄」とあり ，その側に車井戸の絵が掲げられ，滑車の原理を単的に

図示している 。実 IC要を得た定義で，広辞苑の滑車，捲きろくろ，木金

工などのろくろなど，大塁手 3 つに分類した解の要約というべき単的な説

明である。

本文では建設工事用としてのコロ ，滑車，捲きろくろ，間接的な木金

工ろくろなどが対象となる訳であるが，と とでは主として材料のハンド

リングや建方の滑車と捲きろくろの利用を取扱う乙ととし ，東大寺の大

仏i様や大仏殿の建設，長大な材木や大石の逐搬など，興味の持てそうな

話を巡りながら話を進めて見たいと恩う。

昔の鱗舗の解の内 ， 倭名類ｽｾ抄Ｈ平安 ｉ 時代初期 ＹＳＴ 年頃かＩには ， 造作

具の条 lζ 少しく範囲の狭い註釈がされている。すなわち機秘， i際議

円転木機也。」とある。 しかしそれに続いて，錐は磯櫨の裁万なりと解説

があり ， 乙の場合は明らかに木工用の工作ｾ械である。ついでだが ， Ｘ ，

9 世紀頃の文献，たとえば造東大寺司等の記録の中にある醗秘工とある

のは，主IC乙の木工の醸櫨工のようである。しかしそのうちでも一般木

工と別に書出しである処を見ると ，その取扱う物や製作するものによっ

て，その時代すで'IC技術者の分化を認めていたように考えられるのは注

意を要しよう。なお畿郵のうち「捲きろくろ」は昔は別名として，車知，

絞車，くるまき ，巻車，万力などいろいろ呼ばれていたし ，また今でも

神楽機として親しまれているものである。

さて人間は何時頃から敏総( 乙の場合滑車類) を使い出したのだろ

う。乙の点を調べて見ると ，残念ながら日本は一部の外国と比較しでも

大分遅れている。紀元前 3，( 別 年位の建造といわれている エジプト のピ

ラミッドの建設の時代には，滑車はなく ，i まずテコそれか らソリ ，綱，

ロー ラーと枕木，さらに測量用の棒と縄，鉛直線と水準測量のための水

であった。 J ( 人類と機械の歴史 S ・リリ ー著)

「滑車の存在を示す最初の確実な証跡は，紀元前18世紀のアッシリヤ

の浮彫である。乙のように滑車の発明がおくれた乙とは，初期の文明の

社会構造がいかにおくらせたかを示すーっの例といえるだろう。

( 1主，詳細は同書 ICよられたい。く岩波新瞥にある〉なお一般的な回転連動については ，技術

の歴史 ( 1) ( A  hi st or y of  technol ogy チャ ールズシンガー氏他編〉怠照〉

あるいは滑車は簡単なものだとはいえ，鉄が原料および道具として容

易K 手lζ 入るようになるまでは，実用化 しうるほ ど廉価につくれなかっ

たのだという乙とを示しているだけなのかも しれない。しかし ，いずれ

•• 

、

，. 



よってものを引き上げ引き下す一種の滑車であると見てよい〈小林行雄著

古代の技術) 。 同じ文献から研究されたと思う，福山敏男博士の奈良時代

における石山寺の造営という論文の中にも前記の石山寺の踏の ζ とが出

ている。( 日本建築史の研究358頁) 。そのまま一部を転載させて頂くと ，12  

月の初頃髄ー根( 長 6 丈 2 尺 本 径 l 尺 8 寸 未 径 8 寸〉が勢多の橋の

下から役夫単11人によって院の津石山津( 石山の港) 1ζ 潜さ下された。

鉄作上帳は 2 月 17日に随の料( 鉄製の) 車産額 l 輪一整( 座金の乙とか)

1. 閉塞四枚筒 2 管っき ， 3 斤 1i可ーが鉄工単 4 人によって製作された乙

とを，また雑用帳は 2 月中! と「随の末lζ 鋭を懸け並六呂を固むる料」と

して四寸- n 合釘五隻が下用された乙とを記載する。( 註， ζ のi糠舗は秋

季告朔には「機種I鉄物ー具( 在坐基目塞固作艦末鉄物料) J とある〕所

定の地を掘り( 随を) 引き建て柱( 控柱の乙とか) の穴を掘り( 建て終

って〉地を平げる ζ とは役夫 70 人と木工 32 人によってなされた。 J と

ある。

櫨幡はe J J 尺からの長大なもので，それに幡を引き上げるとすると簡単

にはゆかず駿離が必要であったことが窺れる。 ζ れらのととを見ても ，

前記の三斡との交通の船舶などはそのときより約300年i朔るが，すでに滑

車の利用があったと考えて，さして無理がないように恩われ，滑車の乙

とが今少し文献などに資料があってよ いように思われるが見当 らな い。

しかし仏寺が盛ん! と建設された当時の他の文献を見ても ，i腕悩はすで

に陶工 ・木工 ・金工にまでおよんで= 専門工もできていたし ，金工の錐も

かなり鋭利なものがあったと考えて無理がないから ，滑車の刺l位でt きた

ろうと思う 。また，他の木製の工芸品などの伝世品のでき栄から推して

見ても ，当然すでに精巧な木製の滑車が存在したととを認めてもよさそ

うである。しかし東金堂の糠絡のでき栄えから断定はできない。なお，

その上 [ζ ，それに用いる綱類も ，当時の衣料などに見る繊維製品のでき

栄えから見て充足はできたに違いない。

乙のよう lζ 考えると ，乙の石山寺の幡柱の建方の際，乙の長大な坊主

丸太の重量からして も，ぜひ jをきろくろの類の使われた文献がほしい処

であるが，残念ながら乙じつけるにも文献がない。乙の建方を考えて見

る! と，まずある程度根掘りをして丸太を曳きずり込み，適当の処に綱をつ

け， 1附近の適当の立木や枝，根本を利用し滑車を取付け ，捲きろくろで捲

き揚げ，一方で叉l没で引起す位の乙としか考えられない。もちろん他に方

法はいくらもあろう。しかしこの仕事と大体同じ頃，奈良では東大寺の

大仏殿を初め堂塔伽藍が次々と造堂されていたのである。しかも石山寺

も同じ系列にある造東大寺司の手によって進められていたのである。し

たがって大仏殿の建方にろくろを駆使する模様も知りた い し，また見度

いと思うのは建築屋として私一人の願いだけではあるまい。

ととろが大仏殿創建当時の施工の状況の文献がなく ，したがって建方

等IC使った税憾の記録など全く無いら しい。あるものは，創建後約百年

も経た文徳天皇の斎衡 2 年1( ，大仏様の首が落ちた ときの修繕の際の記

録や昭和 5 年東大寺毘沙門天像が傾いたのを直 したときの1健闘の使用の

記録などだけで，糠i闘の歴史の序列をうまくつないで書くととができな

い伎の心細さである。

しかし捲ろくろを使ったらしい記録は無くもない。一番興産主の湧く記

録は続日本紀巻十五，天平十六年十一月の条 IC 1甲賀寺始建庇舎那仏像

体需柱。天皇親臨手引其純干時種々楽共作J 。とあるもので「手引其縄J

は捲ろくろの綱と見てもよかろう。聖武天皇が奈良の大仏の御座の築堅

めの際「天皇専以御布l ! 入土，持運於御座然後召集氏々人等…・ー」とある

のと対照して見て，天皇の大仏建立えの熱意の程がうかがわれる話でt あ

る。

創建時の大仏のできの悪かった乙とについては後に詳しく言及する

が，大仏殿そのものもあまり上できでtはなかったら しし例えば天井が

低くすぎて「銑光不好」とあって，天井をー丈程切り 上け、たり ，大仏殿

の動揺がひと、かったらしく ，補強工事と して副柱長 7 丈 4 尺，巾2 尺 3

寸， 厚 l 尺 2 寸の材を 8 カ月もかかって近江国信楽拙から運んで来，

「削構造立」し ようやく 揺れが止まり ( 宝亀 2 年771) ， また延暦20年

(801) には大仏の脊中が破損し ，手が御鉢から離れそうになる始末に，
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伊賀紬で用材を調達し修繕をするなど，智恵者実忠法師( 東大寺伝燈法

師実忠) の「奉仕造寺司政」の目覚ましい活躍の乙とが東大寺要録巻七

雑事章第十 IC出ている。

その他にも同章iζ ，実忠は東塔の露盤ー具を諸工匠が不可能と称し辞

退し ，揚げ手がないので， 1親登御塔量其便宜催工夫等ニ，三月内構上

己畢。 」等の仕事をしている。以上の話はいずれも融緩の類の利用がな

くては到底不可能であろう。と乙ろが肝心要でt ある大仏の鋳造工事にお

いても，残念ながら盤磯の使用を証するに足る資料はない。しかし ，そ

の鋳造工事の内容を詳しく考えると ，大仏殿に劣らぬ大変な大工事で，

その仮設工事を考えて見ただけでも相当数の盤機類が必要欠くべからざ

るものであったと推定されるのである。

芸名lζ 大仏の鋳造工事の乙とについては，筆者の小学校同級の香取正彦

氏の厳父秀真氏の研究論文があり ，正彦氏の助言もあったので，同氏著

続金工史談からその要点を抜書させていただき ，大仏殿の建築の施工を

側面からのぞいてみたいと思う。先の甲賀寺の仏像の鋳金用の体骨柱の

立柱式の天皇の曳かれた縦が御縁でもある。

ただその論文の内で鋳造工事の説明で何か施工上の説明に物足らない

処に気がつかれると恩われるが，それを詳かに考察すると ，同論文には

実は主体工事 IC も劣らぬ位の仮設工事が必要であったのを，それは鋳金

の専門外の乙ととして敢えて取上ける所が少なかった理由によるため と

思う。われわれとしてはその仮設工事乙そわれわれの施工の主体であ

り，われわれの仕事でt あるという考え方で取り上げるつもりである。な

お大仏の鋳造方法については，香取氏と全く異った意見の方もある ζ と

を断り書きして置く。

先づ乙の工事lζ 関係した重なる人達をあげると ，前述の実忠法師や，

有名な行基菩薩がある。行基は，時の庶民の人望高きを買われて，勧進

の役まで負わされている。彼は農民の福祉に努め， 橋を架し ， 堤を築

き「建造場其幾内凡四十九箇所諸造亦往々而在」と続日本紀天平勝宝元

年 2 月の条にあるように， 到る処lζ 建設事業を起し ， 工芸に巧であ っ

fこ。

その他往昔は高僧 lζ は技工 lζ 巧な人が多しなかにも東大寺には良弁

道慈などの名僧知識があり ，その頭脳は逃憾なく利用された乙とであろ

う。また専任の技術者としては，国中公磨が当った。彼の祖父は百済滅

亡の際 1( ，日本に亡命帰化した人であり ，大陵の知識を持っていたもの

と考えられる。公磨も「有巧思」ある者で，後大和国葛下郡西中村 lζ 居

住して国中を称したのである。( 続紀〕大鋳師は大和国の人，高市大国

である。

さて信楽 IC建立の予定であった大仏は，信楽が皇都として不適の地と

され，天正17年奈良の山金の阜の現在の地に建立される乙とになった。

そしてその土壇は，天皇自らが土を盛る ζ とから始められた。何分にも

十数万貫の重量を支えるに足る基盤であり ，よほど丹念に築き固められ

た乙とと思う。

次IC土壇の上lζ ，大仏の塑像の株骨となる木材の主構造物j が，真柱と

それを取かとむ四本の柱を主軸として，大体大仏の姿の形lζ 縦横 tζ 組立

てられた。主柱 5 本は頭部 IC逮していたと考えられている。そしてその

外側! と大仏の塑像の砂型を塗り形づくるためと鋳造の際の負荷や高熱に

耐えるように，厚さ 5 寸乃至 1 尺位の，土蔵の壁のような監の塗下地た

る構造物が，大体塑{ 象と同形 IC造られるのである。塗り良く剥落せぬた

めにも，木摺lζ 相当する木材や竹を，主j で取付けたり絡を巻きつけて，

木舞経のどとき作業が入念に施工され，土は何回となく塗りつけら

れた。

ナカプ

江戸の初め頃IC入ったという ，天工関物巻八にある釣鐘の中型造りの

方法として「挺泥作模首其模骨用石灰三和土築」とある ものを，大規模

にしたものと思えばよい。この第一工程の仏像の原型造りに 15ヶ月を要

している。材料の用意はある程度してあったとも思えるので，土の性質

!ともよろうが，かなり 丁寧な塗上げのようにうけとれる。

( 次号につづく)
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日本建築協会

月間の動き

口昭和43年 4 月分 口

理 事 会 |

11 日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 東 畑，塚本，鷲尾正副会長

ほか11理事

新旧役員会食懇談会を開催した後開会

議事(1盟事会務分掌の件

(2)理事会務主幹選任の件

(3)理事会開催日決定の件

(4)昭和43年度委員会委員委嘱の件

(5腕 年度より引継事項承認の件

(6)事務局職員退職承認の件

(7)東海支部規程一部改正承認の件

(8)  1 4 会連合協定」工事請負契約約款説明

会開催の件

(9)入退会者承認の件

uo報告事項

編集理事会

12日 3 時半- 4 1時 於 会 館 集 会 室

出席者政岡理事ほか 4 名

長谷川， 尾吉弘前編集理事

議事(1)前年度の経過と本年度の編集方針

(2)編集委員長推せんの件

総務， 会計合同理事会

18日 2 時- 3 1侍 於 会 館 3 階会議室

出席者尾亀理事ほか 2 名

事務局職員の昇給査定

| 住 宅 委 員 会

住宅スライド作成小委員会

2 日 5 時半- 81時 於 会 館 集 会 室

出席者奥山主査ほか 1名

住宅スライドス トー リー案の検討

住宅展小委員会

4 日 5 時半- 81侍 於 会 館 集 会 室

出席者坂労主査ほか 2 名

第 5 回 「よろず相談住宅展」の諸企画につい

て協議

委 員

9 日

出席者

£泊h

コE

5 時半- 8 時 於 会 館 集 会 室

岡橋，黒谷，野々村正副委員長

ほか24名

諸事(1)委員長，副委員長選任の件

(2)継続事業の件

(3) 新しい事業の件

(4)定例開催日の件

住宅スライド作成小委員会

23 日 5 1時半- 81時半 於会館 3 階会議室

出席者奥山主査ほか 4 名

スライド作成11 : : 関する試案の検討

住宅展小委員会

30日 5 時半- 7 時 半 於 会 館 3 階会議室

出席者黒谷副委員長ほか 3名

会場計画ほか

| 建 築 デ ー タ シ ー 卜 編 集 委 員 会 |

編集 C グループ原稿調整打合会

2 日 5 1時半 - 91時半 於会館3階会議室

出席者 樫原幹事ほか 3 名

編集 C グループ原稿調整打合会

4 日 4 時- 7 時 半 於 会 館 3 階会議室

出席者 捜原幹事ほか 2 名

編集D グループ打合会

6 日 11時- 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者伊藤幹事ほか 4 名

議事(1)第 5 回発行シート原稿応募状況と対策に

ついて

(2)原稿調整編集作業について

(3)出版行程について

編集 B グループ打合会

8 日 6 s寺- 81時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 篠 崎 幹事ほか 3 名

議事(1)第 2 回データシ ート の反省

(2)総目次の見出し項目

(3)次回の石工事 タイノレ工事企画

編集A グループ打合会

16 日 5 時半- 10時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 西川幹事ほか 6 名

議事(1)次回の仮設工事企画について

(2)作業内容と出版行程について

(3)総目 次の項目について

委 員 会

17日 5 1時半- 8時 於 会 館 集 会 室

出席者 中原，松村正副委員長ほか10名

議事(1)第 2@] 発行 シート の反省

(2)各編集グループの出版行程について

(3)総 目次の項目について

(4)掲載会社の編成について

編集B グループ ・デザイン分科会打合会

19日 51時半- 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者篠崎幹事ほか 5 名

議事(1)ファ イノレ，大扉，中扉について

(2)防水，防湿工事に関する執筆項目 とレイ

アウト について

編集A グループ原稿作成説明会

24日 2 時半- 4 1時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 掲 載 会 社 岡 部 側 ほ か 6 社

委 員 会 西川幹事ほか 5 名

議事(1)掲載要綱，執筆要綱について

(2)執筆項目と内容について

(3) 原稿〆切について

編集 B グループ原稿執筆打合会

26日 l 時半- - 5 時 於会館集会室

出席者篠崎幹事ほか l 名

掲載会社関係 5 :t土

議事(1)掲載要綱，執筆要綱に ついて

(2)執筆項目と内容について

(3)原稿〆切について

編集B グループ原稿執筆打合会

27日 l  時半- 4時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 正 法 院 委 員

議事(1)掲載要綱，執筆要綱について

(2)執筆項目と内容につ いて

(3)原稿〆切に ついて

編集 E グループ打合会

30日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出席者宮武幹事ほか 4 名

議事(1)総目次の内容につい て

(2)次回 E グル ーフ。担当発行、ン ート企画に つ

いて

編集 C グル ープ打合会

30日 5 時半- 7時 半 於 会 館 集 会 室

出席者復原幹事ほか 1:名

総目次の内容について

編 集 委 員 会

作品作風小委員会

3 日 5 時半- 81時半 於 会 館 集会室

出席者西村委員ほか l 名

議事(1)医療施設特集作品の件

(2)都市のアクセサリー特集写真撮影の件

都市供給処理施設特集編集幹事会

9 日 51時半- 9 時 於 会 館 3 階会議室

出席者保科特別幹事ほか 3 特別幹事

福原幹事ほか 1名

議事 8 月分の都市供給処理施設などの企画 lζ

ついて

新旧合同編集委員会

12日 41侍- 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 足立委員長ほか19名，前理事，

前委員= 長谷川前理事ほか 4 名

議事(1)編集委員長選出

(2) 前年度より引継事項

1. 編集の技術的内容 と企画の説明

2.教育施設特集

3. 医療施設特集

4.都市交通施設特集

5.都市供給処理施設特集幹事会案報告

6. シ リーズもの

7.作品作風

8. 表紙デザイン

9.編集 O Bの会

10 広告企画

(3)本年度の編集方針

(4) 9 月号以降の特集と担当幹事

(5)常任幹事，シリ ーズもの小委員選出

(6)定例委員会開催曜日

(7)そのほか

作品作風小委員会

24日 5 時半- 9時 半 於 会 館 3階会議室

出席者 西村主査ほか 7 名 旧委員 2 名
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‘ 工事請負契約約款説明会開催

共 催 近 畿 6 府県建設業協会

日本建築家協会関西支部

近 畿 建 築 土 会 協 議 会

日本建築学会近畿支部

日 本 建 築 材 料 協 会

大 阪 建 築 設 計 協 会

日 本 建 築 協 会

司b

11 

趣 旨

大正12年に日本建築学会，日本建築協会，日

本建築家協会ならびに全国建設業協会の 4 会が

民間工事対象の協定約款を公表し，その普及を

計ってきたが，先年官庁工事請負契約約款の改

訂をみて，それに呼応して本請負契約約款も数

次の改訂を行ない，さらに現状にかんがみ正し

い述用に資するため，懇切な解説書を作成し近

く上梓をみるに至った。乙れを機会 [ζ 設計監理

者ならびに工事詩負業者を主な対象として，公

正な工事請負契約の樹立をはかるため，下記に

より説明会を開催する乙とになった。

1. 期日，会場，定員

期日 昭和43年6月14日( 金) 午後1時半- 4時

会場関電ホ- ) レ( 大阪市北区中之島 3 の 4)

定員 5∞名

1. 講 師

「工事請負契約約款」連合委員会幹事

建設工業経営研究会専務理事益田 霊華氏

1. 会 費 ( テキスト代を含む)

共催団体会員 7∞円 左記以外の方 1，000円

4

2

 

委 員 会

258 3 11寺- 5 時半於会館集会室

出席者佐野委員長ほか15名

議事(1)委員長選出について

(2) 本年度にとりあげる議題について

(3) そのほか

委員見学会

日本シポレックス工業大阪工場，尼崎中央卸

売市場，大阪国際空港タ ー ミナノレピノレ及び外

国貨物倉庫，大阪市清掃局森ノ宮工場見学会

27日 正午- 61侍

参加者掘内委員長ほか12名

13日 12時半- 7 時半

中央公会堂裏側lζ 集合，株式会社大林組ど提

供のパス 2 台に分乗し 12時半出発，法隆寺特

別拝観，中宮寺新築工事見学後奈良ホテ J レに

おいて懇親ノマーティ 開催 出席者 90名

(4) 6 月- 8 月の事業企画について

(5)そのほか

j去 員委規

4与

コ'"

ｾ＠委材建

議事(1)医療施設特集作品選定

( 2) 7 月号の作品について

(3) 都市のアクセサリ ー編集方針と写真撮影

編集常任幹事会

25日 61時- 9時 於 会 館 集 会 室

出席者多胡常任幹事ほか 4 名

議事(1) i 建築の服」新執筆者の件

(2) 各ノト委員会委員の再検討

(3) クラスメ ー ト欄について

(4)群としての住居特集の編集幹事会の件

(5) 来年の編集方針について

(6) 投稿原稿( 村山氏の原稿) の処理について

(7) i 私の建築遍歴」新シリ ーズの企画につ

いて

| 出 委 員 会

役員，委員の見学と懇親会

版

• 

ー'

‘ 「建築物の安全基準に関する研

究」説明会

主 催 財 団 法 人 建 築 業 協 会

後 援 ( 社 ) 日 本 建 築 協 会

( 社 ) 大 阪 府 建 築 士 会

( 社) 日本建築家協会関西支都

( 社) 日本建築学会近畿支部

大 阪 建 設 業 協 会

( 社 ) 日 本 建 築 材 料 協 会

ζ の研究は，昭和42年度建設省建設技術研究

として財団法人建築業協会が委託を受けて行な

われ，乙のたびその研究成果がまとまり ，下記

によりその説明会を開催する乙とになった。乙

れは建築基準法および同施行令改正などの骨・子

となるもの。

1. 期日: 昭和43年 6 月13日( 木) 101侍- 17時

2. 会場 : 大阪科学技術センタ - 404号室

3. 会費: 無料( テキス卜および昼食は準備)

4. テーマ

・研究の経緯 ・全般的方針 ・組積造 ・補強 コ

ンクリー トブロック造 ・木造 ・鉄骨造 ・鉄筋

コンクリー卜造 ・鉄筋 コンクリー ト組立構造

・基礎 ・構 造 計 算 荷 重 雪 ・風 ・構造計算

・荷 重 地 震 ・耐火構造

於会館 3 階会議室

4月 の 入 会 者 〔敬称略〕
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15日 5 時半- 8 時

出 席 者 坂 井 ほ か 4名

会員名簿の規絡，広告掲載料，出版の l時期な

どについて打合せ

於大阪建設会館

会 員 名 簿 打 合 会

6団体共催建設資材展

第 2回実行委員会

9 日 l 時半- 3 時

|  設計技術者募集 I  

• 

1 . 平前計図及デザイナー

( 特に医療関係に関心のある方)

1. 年令 30- 40オ前後

3.待 遇 当 社 規 定

4.位、密厳守

5.履歴書送付 ・面会日通知

大阪市北区堂島上 1 の 2

新山本ピル 6 階

菱和メデカルコンサルタント K. K.

T E し (341 ) 8571 (代)

昇

夫

勝

一

二

三

郎

次

造

改

晃

男

博

光

昭

治
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久
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田
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弁
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崎
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濃
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時
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下

ロ

下

並
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辺

辺

精

浜

原

樋

平

平

平

深

福

藤

藤

松
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豆

英

宮

守

森

森

森

山

山

山

山

吉

淀

波

渡

鉄骨精造設計講習会打合会

22日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 秘 師 鷲 尾 ， 木 田，宮川 ，若林各氏

委 員 会 橋 本 委 員 長

議 事 名 古 屋 市，松山市，外都市での講習会企画

委 員 会

24日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出席者橋本委員長，辛木副委員長，

佐々木，篠原，永井幹事外 9 委員

議事(1)委員長，副委員長，幹事の選出について

(2) 各小委員会の構成員について

(3) 前年度委員会よりの引継事業について

(4) 本年度の事業について

(5) 委員会の運営について

(6) そのほか

. 6.  

=  

基礎工法と実例原稿検討会

19日 611寺- 91時於会館集会室

出 席 者 執 筆 者 小 川 地 喜 貞，

山周委員長，貝戸，都築，前川委員

議事 「敷地周辺の調査J 原稿検討

基礎工法と実例編集委員会

24日 6 時- 8時半於会館集会室

出 席 者 執 筆 者 松 岡 照 夫，

山泊[ 委員長，貝戸，丹羽委員

議事 「くい工法」原稿検討

委 員 会

26日 611寺- 81侍於会館集会室

出席者石崎委員長，宮川 ，小林，荻原，

各副委員長ほか 4 名

議事( 1 ) 委員長，副委員長，幹事の選出について

(2) 各部会の構成員について

(3) 前年度委員会より引継の出版事業に つい

て

(4) 新年度の出版企画について

(5) 委員会運営について

(6) そのほか

| 教 Eミ委育

員 会

会

511寺半- 81時於会館集会室

政問，山野，土田 ，岡本正副委員長

三宅，打浪， 佐藤各幹事ほか 9 名

議事(1)委員長，副委員長，幹事の選出について

(2) 本年度の卒業計画について

(3)事業委員会の組織( 小委員会) について
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出席者
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株式会社高島屋装飾部

株 式 会 社 高 島屋 裟飾部

大阪市浪速灰元日T 3 - 182 ( 日生縦波ピル )

T  E  L  632- 3191  
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言
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株 式 会 社 矢 橋 大理 石 商 腐

鴻 池 ビ ル

大理石カーテンウオ ール

MAPCON 

株式会社矢橋犬理石商唐

大阪支，1; 大阪 ｩ ｬ ￭ＪｉｽＨｊ Ｚ，Ｈｪ ｾ ｉ ，Ｈｩ 2 - 9  (T HIピル ) T  E  L  231- 4257 

本 社岐，; ¥ (‘ '0582 )  81- 51'01 . 東京支!1; ( 03 )  ＲＷ Ｇｏ ＭＶ ｐＶＱＮ名古，ｾＡ支， Ｑ ， ( 052)  561- 3441 
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週早

ｾ ， ｾ＠

司島

.  

ー.

本 陣 ‘、

143m"  

貰直掴 {叫停}

• • • 
824m'  

官軍 ＨＲＴ Ｙｾ ｪｬＩ

• • • • 

火 災 ' 報 知 機

泡 消 火 装 置

炭 酸 ガ ス 消 火 装 置

スプリ ンクラー消 火装置

東京報知機繰式会社

東京報知機株式会社

'  
也

、

‘  

剛 陣

.， OJ </仇人 H

をゆ

F皆

鴻 池 ビ ル

基 本 設 計 日 u ! 設 計 工 務 株 式 会 社

実 施 設 計 株 式 会 社 鴻 池 総 設 計 部

hi!i 工 株 式 会 社 鴻 池 級

所 在 地 大 阪 市 東 区 北 久宝寺町 4 - 2 7  

挫ｾ酒精 2，086m'  

t正床商積 24， 655m'  

1  I  fi荷造規模 S R C ， 8 3 ， 9 F ， P 3  

'-. 1  工 期 昭 和41年 9 月~昭和 43年 3 月

外 装 全 部 イ ';1 1) ア 製 大 盤 石 貼

m ;金 貸:;i; ，tま応舗，飲食肱，貸 倉 庫

ガレージ地下30El .，底上40台

空調設 備 工 事 株 式 会 社 朝 日 エ 業 社

監視盤・配電盤

操作盤・分電盤

大 阪 市 東 淀 川 区 加 島 町 3 5 7 T E L  3 0 2 - 2 2 7 1  

東京支社 T E L  ( 03)  4 3 4 - 6 1 7 1  

日満電気株式会社 (取締役鵠 辻野ヌイノ )

本 社 工 場 大 阪 市 東 出 11 区十八条町3- 229 T E L  391- 2261  

支底 ・出 猿 所 東 京 (03) 407ー 7679， 八 幌 ( 093) 67- 1582 

福 岡 (092) 74- 4224， 広 島 (0822) 61- 8297 

ゴ ム タ イ ル 高 砂 ゴ ム 工 業 株 式 会 社

大阪市東区南本町 4 - 4 1  ( イヨ ビル ) T E L 2 5 2 - 2 1 7 1  

弾性シーラントサンスター工セックス化学株式会社

高 槻 市 明 田 町 7 - 1 T E L  ( 0 7 2 6 )  8 4 ー 0 8 8 2  

敷 物揺濠織物三業株式奮赤土

大 阪 市 福 島 区 上 福 島 中 2 - 1 T E L  4 5 1 ー 0 0 7 5  

1  e  

11I Jilli. ，訂1JI1rli 大 阪 市 内 区 立 売 凧 J 通 1- 2 5 T E L 5 3 2 - 5 2 5 1  

本 社 東京 ( 03) 453ー 制 11，神 戸 ( 078) 33- 8519，京都 (075 ) 463- 0184 
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ほんのわき役ですが

大理石カーテンウオールを

生かしたのは

くベタシール〉です

米 国 エ セ ック ス 社 と 技 術 提 携

し、 国 産 化 発 売 以 来 15 か月 。

ベ タ シ ー ル に と って 鴻 池 ビ ル

は 一 つ の 試 金 石 と な り ま し た 。

日 本 最 初 の 大 理 石 カ ー テ ン ・

ウォ- ) レ 。

ベ タ シ ー ル は 今 ま で に な い 数

々 の 条 件 を 見 事 に 満 た し ま し

た。 も ち ろ ん 決:め 手 に な った

の は く 耐 候 性〉 で す 。

ポリサルファイド・弾性シーラン卜

ｾＢｩＮＮ Ｂｉｌ ｀＠
施工代理庖・日本シリコーン商会長

製造・サンスター工セックス化学長

本社 / 高槻市明田町7- 1・(0726) 84 ・0882

『取

唱

官争

踊暗

.. 
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建 材 の 頁

信用dち311循ど伝統の

7X771LトZ事専 業 大 庖

誓言矢偏商由
大阪市北区真砂町 5 番 地 電 話 大 阪 364 代 表 0 2 0 6 - 9

内 装 資 材 専 門 庖

石 綿 セ メ ン ト の 最 高 水 準 を 行 く f ノ

アスベストJω ャ
A sbest o Bar r i ev  ( 硬 質 石 綿 板)

( 呈 カタロ グ)

|特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー |

( 電動式並固定型各種)

岩元式ベンチレータ- A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

@  

/ 特殊装置による風量増幅¥

新 型 換 気 塔 S Fス ー パ - l  l  
¥換気扇の能力を倍増する /

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

ス カ イ ラ イ ト 工 事 ・ 通 風 ル ー パ ー

ス チ ー ル 及 ア ル ミ サ ッ シ ュ ド ア ー ・ 各 種 シ ャ ッ タ ー 製 作 施 工

其 の 他 曲 加 工 一 式

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生1 I l [ ，< : 北長狭通 4 ー 1 ( 英利 l ビル )

IfIi凶' ;l i :，抗争11戸 ( 33) 0881- 3  

支 庖 大阪 di- [t ，，<:fn該 l町50( 堂 ビ ル 51: 管 502 号宅)

IfIi凶屯 II I日 大|仮 ( 364 ) 2031- 4  

倉 庫 ｾＱＱ 戸 ､ ｩ I'j :介 灰 八時 j凶I ー 5 (" l1，ili @  2923)  

建 物 内 外 壁 、 間 仕 切 、 天 井 扉 、 電気室 、 発 電

所 、 配 電室 、 製 鋼 、 ガ ラ ス 工 場の 壁、製糖、

製 油 製 薬 工 場 の床 、 ス カ ー ト壁などに最適。

泉 石 綿 工 業 株 式 会 社

大 阪市 北区 間心 町 1 の 11 電 話 ( 358) 3961 ( 代 表 ;

( カタログ進呈)

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区東今里四丁目 40番 地

電 話 ( 981  )  0  6  1  6  - 0  6  1  8  

73 

/  





空 間 設 備 の 頁

生・消火設備

工

暖冷房・給排水・衛

設 計 施

暖 ・冷房 ・空気温湿度調整装置

回 設 計 施 工

主主4

- φ ー
釜拘

fi!!! 高

森 野 工 務 庖
株式会社

大 阪 市 北 区 梅 田 8 番 地 ( 新 阪 急 ビ 1レ8 階)

Z 話 大 阪 ( 312) 4  5  2  1  ( 代表)

東 京 都 千 代 田 区 神 凹 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 菅 原 町 7 5 電話 ( 361) 附 6571

東京都新宿区新小川 町 3 - 3 2  包括 ( 269) 2833- 4  

本社

支庖
社

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

業 株

本

c+，uo. 強 調和装置、各種冷凍機

設 計 ・ 製 作 ・施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

"  

社

大 阪 市 西 区 京 町 堀 l 丁目 6 2  電鰭(443) 代 表8161- 9  

名古屋市 中村区水主町 l の 1 2  電悩(541)0966( 551 )1655 

東京都港区赤坂 2 丁目 3 - 1  2  

赤坂ピークピル 5 附 健郎一 (583) 1  4  6  7  

神戸市生田区北長狭通 7 丁目 l の I 電鯖 (34) 1778 '  4386 

A

Q

一

A
式エ回山

本 社

支 1苫

出強所

大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通 1 - 2  5  ( 新大ピル)

-m ，1; 1 ; 大阪 (344) 1  5  1  2  ( 大代)

東 京 都 中 央 区 日 本 締 本石 町 4 - 2  ( 三井第二別館)

東 京 ・ 名 古 屋 出 張 所 九 州|

崎 玉 県 北 足 立 郡 ・ 東 京 郎 足 立 区

社

庖

山
崎

本

支

工

空 気 調 和 設備

抗告十施工

換気 ・除塵設備 RX i!i

く m哩型里コ

理 研

大 阪 支 庖

東 洋 静 ‘ 工 業 織 式 会 祉 大 阪 安 倍

• 本 社 ・エ 喝
T  E  L  ( 443)  8  0  7  1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目

本 社 東京都中央区京橋 2 丁目 9

支 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

空 調 事 業 部

古

General  El ectri c  ( G.  E ) 社 製

冷暖房機「ゾンナ')v} ウェザート白河その他各種冷暖房機

i1，，¥. 7. kボイラ ー r，、イテンフ。J Ｈ ｬｽｬｪ ｾ ｾｾ ｗ ｅ ｂ ｓ ｔｏ ｻＭＱ 技術 ｩｎ ｊ ｗＩ

名庖支

⑥ 

... 

西日本総販売元

叫ｾ 1. 1- a1ι _ .:I!z:. .且・ .....b. ^ - . L  I  

右 下 生 す ノ 雇 株 式 王 位

人一阪市北IX: . t 松町 3 - 56( 州 兵 j，Y，1ピル ) ｾ Ｑ ｌＮｬ，ｦ［＠ (364 )  2238( 代点)

*  );.; r.Ii '1 ' 央 IK ::'11日仏 1 - 1  0  ｾｬＱ，治 ＨＵＵ Ｑ Ｉ 1079 ・1617

r，占 hl di 市 民 大 機 j泊 2 - 7  Ｊ，ｾ，ｦ［＠ (821)  3  5  5  8  

八 嶋 浜 市 大 l s 田I 3  ｾｌＺ ｉＺＧｾ 八愉 ｩｊｾ 514 ・1 4  

本 社

東 京

名古屋

四 国

会 社

社

大 阪 営 換 所

四 日市営機所

津 営 療 所

鳥 取 営 集 所

本

3舎町震居観S

... 

ーt:"t-ー....

③ 培 語 器 静

Ｍ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｬＢＢ ， 可 ＺｾＺｉｕＺｉ
<<+"，iT 

給 -排水・衛生 ・消 火 ・暖冷 房 設 備

株式

審 社
西原衛生工業所大阪底

電 信大 阪 ( 458) 3531 番

f，s 福 岡

大 阪 di 大 法 区 l ドi lt南i凶4TI 'I ll

出 張 所 = 京

エレ ベ ータ ・リフト ・カーリフト

計 ・ 製 作

空 気 調 和 装 置 ・ 冷 暖 房 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ヒ ー タ ー ・ク ー ラ ー

スチール・アルミ- サ ッシ・ドア- シャ ッター

設 計 ・製 作 ・施 工

鋼 機 株 式 会 社

大 阪 市 東 区高 腿 橋 5 - 4 5  (興 銀 ピ ル 別館 )

電 大 阪 代 (202) 7  7  4  5 番

東 京 都 北 区 神 谷 3 の 1 0 の 8

1 l t 東 京 代 (901) 3  1 9  1 悉

東 京都港 区 西 麻 布 4 - 15- 23( 第 5 興 和 ピ ル )

東 京 代 (409) 0  1  5  1 番

屋 ・ 仙 台 連 絡 所 福 岡

温湿度調整 ・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

京 都 市 南 区 西 九 条 n 田 町 2 0 番 地 内 1

m鯖 (681) 5 1 0 1 - 5 ・夜間専用( 691) 1045 

大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 1 - 3 7 ( 天 満 僑 北 結 )

包括 ( 352)  3  5  0  1  - 3  

四 日 市 市 浜 田 西 末 広 町 電 話@7 4 31- 3  

州 市 栄 町 2 ー 1 1  1  電絡⑧ 3 6  1  0  

鳥取，1，品治町鳥取農協会館内 電 話 ( 22) 4477 

社

給 水 衛生 空 気調 和 設 備

設 計 施

A

Q

宮

工

式株業工山平

75 

長 尾 正 大

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 神 橋 筋 六 (天 六 阪急 ピル ) (35 1) 4927代

4540  

大 阪 営 業 所 ( 35 1) 4927代 サ ー ビ ス 事 業 所 ( 328)  0364代

東 京 営 業 所 ( 822) 0995代 工 渇 ( 328) 0363代

番 地

平

丁 目

( 443) 代 0 3 3 1  

2  

ム

ロ

小
山

2  

平

大 阪 市 西 区 江 戸

'，'!I ，15 大 阪 ( 441) 代 1 9 9 4  

堀

取 締 役 社 長

• 



電 気 設 備 の 頁

社
〈
云電陽

キ土

営 業 所

営 業 所

朝

本

社

ft 

業 所

!-I< J ; t文字t

:i<. 

牛;

理S

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支 社 長 姉 川 正 男

大阪市東区高fltU高五丁口 二八 III=J.也 1似占大阪 (202) 0325- 9 得

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁目 4 番 地

支 社 札 幌 ・ 仙 台 . ) L ノ 内 名 古 屋 倒 | 判

出 張 所 旭 川 ・ (1 河 ・ 償 ｡ｾ . 紛 ! 凋 ・ 白 山

電 気 工 事 設 計 施 工

ネ土

A

S

A

 

式株--ヌE電藤工

市

大 阪 市 北 区 里 子 崎 町 六 九 包 括 ・大阪 (3l 3 ) 代表3456

東京支庖 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 堀 二 丁 目 十 二

電 話 (553) 0  0  1  1 代 表

名古屋・神戸・岡山 ・合数 ・広島 ・北九州

電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

ｾ＠ .!. .; i - - - 1!  

支"L "1・・ ;l:¥. 

代表取締役 山 本 博 三

大 阪 市 北 区 中 之 品 3 の 3 朝日ビルディ ング

T E L 代 表 (448) 1  3  6  1  

大 阪 市 西 区 土 佐 沼 通 り 4 の 8

T E L 代 表 (448) 1  3  6  1  

京 郎 市 中 京 区 内 ノ 京 束 中 令 町 4 3  

T E L 代 表 (811 ) 9  2  9  6  

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式 会

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 北 区 . & I公岡r /  r  II 2  2  

';'(I ｉ Ａ ｧ 大阪 Ｈ ＺｾＶＲ Ｉ 8  7  0  1  

* 京 初 港 区 赤 坂 l 了 H 5 爵 7

γ包，! ，f ; (481)  8  6  2  1  (1;: 必

ずg 古 "'1 ・ 中L lt )<1 1=1，¥ I:t.] 

ｩｬＡｬ川・俄浜 ・ ｾ ｲ ，［ 総Ｎｾ路Ｎ .:':j 総

西 村 庄取 締 役 社 長

営 業 所

設計・施工

司'
電 気 工 事

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

'" 

社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 II-i 減 収 I>Z n  n: * 之 町 三 r 日 一 fi

'，'U .lli 大 阪 (a3l ) (¥: U  7  3  4  1  - 5  

0 3 88 ' 2 1 9 3  

大阪市城点 ｉ ｾ ｝ ｻ， ｩ ｛ 東之町汀ＧＱ Ｑ -・ '，'ti，!丹大阪(則1)7!XM

ＡＮ ｴ ｬｾ りよ ｦ 抑ｽ 苛， Ａｩ ｪ 却匝 Ａ ｩ 曲り ＳＶ Ｐ '，'l! Mifl卸所 2  2607.  ｾ＠ 2S9  

A

Q

一

A
式株

と

一

刈

産 自

宅，本中

本

社

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 京 阪 急 ビ ル )

屯 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 底 来 京 ・ 名 古 屋 ・舞 鶴 ・広 向 ・九 州 ・神 戸

A

Q

E

 

式

英
}一一一

ロ

イ

株

原

業

莱

エ

取 締 役 社 長

原栗6を

資 材 倉 庫

奈良営業所

司ー

支

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工 ・ 制 御 盤 製 作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 里 町 1 丁目 1 1  0 番 地

電 話 大 阪 (472) 代 表 1 1 0 1 - 7

東京都品川区西五反田 6 T 目25番 11号 ( 福 島 ピ ル )

電 結 束 京 ( 491) 1746 (492) 0182 ・ 0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 I ! I T 2  3 番 地

電 路 小 倉 (56) 5  6  6  5 ・ 5 8  1  8  

馬 ・ 千 葉 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 屋

社

庖

営 業 所

本

代 点 取 締 役 林

大 阪 市 北 区 紛 笠 岡J 5  0  (笠 ピ ル 7 階)

屯 治 ⑮ 3 6  7  1  (代)

点 京 邸 中 央 区 日 本 鳩 箱 崎 町 3 丁目 2 番地

'.:11  ，15 ⑪ 1  4  7  8  ( 代)

川 崎 ・ 相 模 原 . J!{!. . 悩 山

社

夫

ェ
叫

興

敏

ん
又事工

程
一
刈電

株 式 会 社

ヰ土

庖

本

支

群出張戸斤

出 張 所

官噌電 気 工 事 設 計 施 エ

キ 富 士 電 業 株 式 会 社
社

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 空 間 エ $ 設計 施 工

A

Q

宮宝 電 機 株 式

取締役社長 嘉 納 伝

一
一
一ゐ

0-

'X  

大 阪 市 I! E j 区北痢江上通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 (541 ) 0564- 7 ・7148- 9

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・悩 問

中取締役社長

ネ上本

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 五 O ( 堂 ピ J レ三階)

電 話 (364) 1  4  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 明 石 町 6 ー 2 3  ( 辻孝ピル)

電 話 ( 542) 5  6  4  - - 1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 二 丁 目 二 O 番 地

電 話 (991) 5  1  3  1  - 3  

戸 市 . ｾ界市・高槻市 ・ 姫路

社

社

本

支

営業所

営 業 所

市神出 張 所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商

取締役社長 山 本 永 造

社 大 阪 市 北 区 西 掘 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 (364) 代 3 0  5  6  

東京都港区新橋 5 - 3 4 - 6 相馬ピル5階

電 話 東 京 (434) 3848 ・(431) 8435 

大阪南・札幌・名古屋・四日市・松山・徳山

電 気 工 事 ・ 雷十 装 工 事 ・ 設計 施 工

A

A

一

A社
A

S

A

 

気 工 業 株 式

今 村 騰

中 央 電

• 
本

点 京 支 府

取締役社長

大 阪 市 北 区 傍 ケ 校 町 5 6 番 地

電 話 大 阪 大代表 (312) 8  8  8  1  

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 四 日 市 ・神 戸 ・和 歌 山

松山・京都 ・草津 ・静岡・水島・福岡

社本

所張出

支 底

営 業 所
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建 材 ・ そ の 他 の 頁

窓掛、鍛帳、日際、壁紙 室 内 装 飾 誠艇、舗床材一般

東洋リノ I} ュームの東リ拘ーぺ.Vト発売元

庖の謝奉 仕 感

社
ふ
一

A

大阪市東区南久宝寺町四丁目( 心斎稿筋)

電 話 大 阪 (251) 1353 ( 代) - 6 ・9996

式株井亀

ト守 1 ・ヒューム宅

ベン手'---9ー・ミ〉ホーj レ

ク 士

三 幸 商 曾

⑩ 

特許申請中・完全滑止タイル

タイル新発売

.f :t ｾ＠ ｾｴ＠ 0 )  ｨＵ ｾ＠

イ ル 工 事 施 王一」

サ ン ヱ ス

5 5 5  

唱電

( カタログ進呈)

⑪ 22PRR界8 業志乃

. 内 念 志 向 ゴ ー レ ック ス 防 水

・ 化 粧 壁 材 ソ リ ジ ッ トスタイン吹付

. 樹 指 砂 壁 エ パ ー サ ン ド 吹 付

. 樹 指 蛭 石 工 バ テ ッ ク ス 吹 付

Board &Sl ate Standard 

... 

フ タ パ 害 根

• 
本社営業所 ・大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 '1IWi ( 702)代7814- 6  

特約代理底 ・東 京 ・ 名 古 屋 ・ 金 沢 ・ 広 島 今 治 ・ 福 岡

、，

，.. 
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盗

鈴 木 式 防 煙 火 シ ヤ タ ア ・リ ン グ グ リ ル ⑮ シ ヤ タ ア ・

ス テ ン レ ス シ ヤ タ ア ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ヤ タ ア

40 ・ピ ー ア ッ フ 。 ③ シ ヤ タ ア . ｾ，凡用シヤタア

そ の他 特 殊 シ ヤ タ ア の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

防災

-・-

防防 煙 火
発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有

'" 

• 



建 材 の 頁

• • • • • • 製 造 発 売 元 ・ 責 任 施 工 • 
特 許 ニ ッ ポ ン 防 水 液

ニ ッ ポ ン 防 水 液 B 号

ニ ッ ポ ン 急 結 液 壱 号

ニ ッ ポ ン 耐 寒 剤

ニ ッ ポ ン 防 水 白 地 材

ビ J レ コ ー ト

標準包〆ント防水剤

。

司司・・・・
.... 責 任 施 工 司司・-

黒 川 化 学 の

もメント吻ｾ，く

ZE 黒 川 化 学 工 業 所

本庖工場神戸市東灘区住吉町反高林 T E L 18日2723

N. G. C. 式

会主(;314λ ネ;JJ: 日JJ; 〈:;)販車

V  ア ス フ ア ル ト 防 水 工 事 司 .

新 防 水 材 リ ベ ッ ト ル ー フ 責 施

1 セ メ ン 卜 防 水 工 事 司

内外: 2 業株式会結

曲目i

近代建築の要求する

工場 大 阪 市 東 住 吉 区 桑 津 町 3 丁目 16番 地

ス チ ー ル

) 7) レミ

ス テ ン レ ス

サ ッ シ • ド ア ー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シ ャ ッ タ ー

• ド ア ー ハ ン ガ ー

べ¥¥.t. u E MA/j>.r 

{ M. T.  K. S  1  

ｾ＠ -司、

套22 三 高 製 作 所

※ 特 許 /1¥1実 武

ステンレス・アルミニウム

防 火 シ ャ"，q -

設J
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製 11= 

施 工

/1¥俣シャ. v9- 工業株式会宇土大阪支庖
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建 材 の頁

］ｾｴ［ ＧＴ｟ ＺＮｲＳＮＭｄＮＭ［＠ : b- ぺτ，1-
表はナイロン 100% の植毛ですからリlii 力性に富み耐久力に優れています 。

施 工 用 … … … … ，2- QコB ーベ・':11ーの独特の品質を特別な 裏コe ム加工を

施して工事用に合理的な価格で作り上げました 。

デラックス ・ー・ー スベリ止め加工、重量感のある豪華さ 。

スタンダード … … 裏は板ゴムで特に工事向の価格。

ぬ 大 誠 化 工 株 式 会 社 本社大… 安紅悶土胡町… 叩場枇いビU山 Jルレ) 間 (0一一)U- LON

陸屋根防水には 奥 山 式 特許絶縁工法を

前 ＮＷｉｩＭ 陥ｾ帯

f ーフエク トな冷工法 事 ヲ q イ ト

. 法 定 不 燃 材 の 屋 根 長 尺 現 地 成 型

フゲス j二も/ 蓑和ごι

函を・薬品 l三 も

大丈夫で‘ オ

. 責 任 施工 ・型 鋸送 呈

奥山化工業株式舎枇
東 京 都 中 央 区 銀 座 商 8 - 3 司E際 (571 ) 2703- 4 ・2370 ・4064 ・0264

大 阪 出 銀 所 大 阪 市 仰 向 区 都 品 中 通 り 5 - 4 電 話( 921) 2497・( 922) 7280

名古 島 出 娘 所 名 占 属 市 南 区 若 J ; i 町 33 電 話( 811 )3 6 6 0 ・3 1  0 4  

特 許 ・ 耐酸 ・ 耐 アル カ リ ひふ く 鉄 叡

ｹｴｉｊｉ Ａｊ弓 ｊｾ ｪＮ Ｙ ル
- 永 久建 材 の趨 ひ ふ く鉄 飯

スー ｊｴ 圃苅 ＧｊＱν Ｇｊ ｊｾ 克明ｽ砂 Ｈ ｓｐｍ Ｉ

Ｂ弓ースサモ苅 ＧｊＱν Ｇｊ ｊＮｾ Ｑｊ ｊＧ (C S P M)  

. 新 時 代 に マ ッ チ し た 各 種 のカ ラ ー 製 品 が あ り ま す

7I
I
J  1  !J 1j ｊｾ＠ /. 9  ｊｾ 製造棒式会雄

本 社 工 場 尼 崎 市 大 物 北 口 電 鉱 大 阪 (481) 8085 - 9

大 厳 重 唐 尼尚市北軒町 4 - 41( 古川ピル) 電館大阪 ( 481) 8085- 9

E 京宝庫量工唱 埼玉県鹿市東町 2- 2 0 - 4 電 醤 贋 (32) 311 5- 7  

宝庫・出頭所 窃山・八幡・名古屋・JII ・- 岩国宇圃・延岡量買三原・檀島・徳山
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本 社 工 場 大 阪 市 西 淀川区 御 幣 島 東 2 ノ 5 電話 大 阪 ( 471) 1493- 4 ・8267

第 二 工 場 大 阪 市 西 淀川区 御 幣 島 西 3 ノ99 電 話 大 阪 ( 471) 0  4  2  6  
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- 革命的な軽量 ・小型化に成功. グ

トレイ式S型冷却搭
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亡コ Cコ

空 調 用 容 ＷＵｾＲＰＰｒｔＮ＠

弊 社 は 豊 富 な 経 験 と 提 携 先 マ ー レ イ 社 の 技 術 を も

とに、業界の要望に答えてより軽〈、コンパクト

な 空 調 用 冷 却 塔 の 開 発 に 成 功 し ま し た。 たちまち

数 十台の受 注 あ り 爆 発 的 人 気 を 呼 ん で 居 り ま す。

圃 軽 量 、 コ ン パ ク 卜 で 高 性 能

. 所 要 馬 力 、 騒 音 が 少 い

. 耐 食 性 、 難 燃 性

ガ ラ ス 強 化 ポ リ エ ス テ ル 樹 脂 ( F R  P ) 製

. 揖付面積が小、

少 セ ル の 場 合 、 接 合 設 置 が で き る

. 保 守 点 検 が 簡 単
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本 社 ・ 工 喝 神 戸 市 葺 合 区 脇 浜 町 l 丁 目 T E L 神戸( 大代表 )(23) 4  1  5  1  

東 京 支 社 東 京 都中央区八賃洲4丁目3書{住友生命八量洲 ビル) T E L 東京( 代表 )( 212)1511

営 業 所 大 阪 ・ 名 古 屋 ・ 北 九 州 ・ 札 幌
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建 材の 頁

除去f

sss混合プラスター( 上塗用・白色)

sss プラスターc ( セメントモルタル下地用)

sss プラスター p ( ペイント下地用・金鍾仕上)

sss プラスター SP ( 発泡軽量コンク リート下地用)

建 築 用 美 術 工 芸 用 各 種 焼 石膏

本 社 姫路市神屋町 4 丁 目77 T E L  0792 ( 22)  3837- 9  

東京営業所 東京都新宿区東大久保町 l の 331 T E L  03 (351)  6962  

中部営業所 瀬戸市首場町 113 T E L  0561  ( 82)  9185 

大阪営業所 大阪市西区江戸堀 1 丁目 24 T E L  06  ( 441)  0094 ・5375

姫路営業所 姫路市神屋町 4 丁目 77 T E L  0792 ( 22)  3837- 9  

福岡営業所 福岡市七隅 282の 3 T E L  092 ( 87)  6419  

@  

.  .・

/  

⑨ お 部屋 の ム ー ド は 壁 材 の 美 し い 調 和 てヘ ・・ ・・・

建 設 省 建 築 研 究 所 試 験 合 格 品

( - ｈｩ 級制ｾ 11.1:: 材 )
- チェリーコート - マ マ ウ オ ー ル - ほたるかべ - 磨 香

- い す 3・.  カ、 r 、c ・J 、。
ビ ロ ン .  "，i、〈 よ か ベ .  ;青 2荒 - 金 蘭

- カ セ ロ ン ウ オ ー ル - パ ー マ エ ー ス - あ あ け - 錦 上 壁 K (  :， fo[t 繊 キ11; ・格 付 )

- ス- . / ' ーウオール .  !掲 雲
ー

コ 一 コ - 蛍 光 壁 - 龍 鳳

一 一

- セ ン カ ウ オ ー ル (  H  組長 制j' '"  中1) - 明 光 壁 - 日 本 壁 - 金 龍

- あ lす ほ? の - 錦 上 壁 - 日百 春日 壁 - す ず ら ん m 妹 &:. t: )  

- 新 興 壁 - 大 阪 壁 - 新 日 本 壁 - 桃 山 - 大 手口 壁

Ｈ ｉ［［ｪ 火繊維明村 と し てご Ｑｾ ｊ ｉ ｊ の 節 は Ｑ ・ ｬ ￬ ｌ 尚 ｴ 引 にンンケン ｼ 切火汚 ｉｊ を ｩ ｬｴ 入の こ とＩ

. シ ン ケ ン |切火丹IJ ・ ｼ坊 ｾｾｉ ｩＧｩ ｉ ｊ エ パ コ ン . 1肘i!u! .剤 オ ー トン ・ 化 'γ- 粉l ス ー パ ー シ ン ケ ン糊 ( 全同行 名狙リハ17に 有 )

株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所

大阪市西区間 y 紙 T  E  L  (  538)  2951代 ( 541) 5757代

営業 所 点 ぶ ・ 大 阪 ・明 石 ・ 広 仏 ，n' ，¥阿
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日本建築協会優夏謹明 セメン卜増強防} j ( 剤

"'i7t - qイトB雪

株式会社日本セメント防水剤製造所

'¥リ 11:

tl  

lJ，l! 

Jl N  

コ璽

株 式 会 社

本 社 大 阪 市 東 区 船 越 間T 2 - 3 1 (船繕ピノレ ) 電 話 ( 94 1) 2626 ・2628

述 給 所 宝 嫁 市 高 台 k の 池 電 話 宝 塚 ( 86) 2153 

出 張 所 電 話 東 京 (4 31 ) 8648 ・名 古 尽 (3 31) 15 31 ・仙 台 ⑪0721 ・札幌⑪ 1111

オ ォ ー タ イ ト 式 防 水 電 日 大 三 工 業 日 松 ( 2 ) 0 016  安藤工 ｙ ｉｾ 福 岡 ( 2 8) 5  2  0  7  

工 事 代 行 応 戦 ぷ 主 主 材 広 島 ( 61) 6  3  7  1  

モ ル タ ル ・ コ ン ク リ ー ト 用

ｾｉＮＮｉｾ＠
- 防 水 工 事 責 任 施 工

製 品

- セ メ ン ト 混和 剤のトップ・ ・・・・ ・

ご 一報 次 第 カ タ ロ グ 進 呈 し ま す

防 水 剤

急 結 剤

A 号

接 着 剤

剥 離 剤

2由周旨 f t: . : J : .-土

本 社 東 京都品川 区天井 l ニ1 5 電お (774 )‘ 4111 (代表)

大阪営蝶所 大 阪 市東 成区西今里 2 - 48 電話 (971) 4765 . ∞63 

. 基 礎 施 工 の 悪 依 件 を 克 服 す る

読 置 式 自 信 三 踊 杭

特 許 . 第 2 3 3 7 4 4 号

特 許 . 第 2 5 0 1 0 8 号

実 用 新 案 . 第 2 5 - 1 0 9 4 2 号

実 用 新 案 ・ 第 3 7 - 3 6 1 0 6 号

株 式 会 社 説 智 工 務 町

本 社 大 阪 市 東 区 高麗 締 2 - 2 0  ( 高 麗 新 ピル)

T E L 大 阪 ( 202) 3233( 代) ・7501 ( 代)

名 古屋 営業 所 名 古 屋市 中 村区 船 入町 1 - 12( 服 部 ピル )

T E L 名 古 屋 ( 582) 3  0  3  6  ( 代 )

大 阪 工 場 大 阪 市 住 吉 区 北 加 賀 屋 町 5 - 2  7  

T E L 大 阪 ( 672) 3  2  2  3 ・3 2  2 4  

名 古 屋 工夫畠 愛 知 県 海 部 郡 弥 怠 町 佐 古 木

T E L 弥 富 (  7 )  1  1  9  1 ・1 1  9  2  

U 日 本 建 鉄 の

PS型レテりードサッシ

ァIL言サペぞ主で式会社
本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町 2 - 8 T E L 東 京 ( 270) 6511( 大 代 )

大 阪 支 府 大 阪 市 北 区 椋 回 町 4 7  ( 新阪神ビル) T E  L 大 阪 ( 361) 6758 ( 代)
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技術の目宜

ビルの上 から一下まで、

あ らゆ る場所 で働 く目立

の建築設備 。バラン スの

とれた総合設備 は 、 ビ ル

の機能 を高め 、働 き や す

い環境 をつく ります 。

・昇 降 設 備

・冷 嘘 房 換 気 設 備

・電 気 設 備

・給 排 水 設 備

・通 信 設 備

・照 明 設 備

・消 火 設 備

・そ の 他

⑤ 

日E 建築設備

- お問 い合わせは大阪営業所 へ 大 阪 市北区篠田 2 番地

自主 主足 ｩ ｾ 薪 ( 第一生命 ピJ レ) 電 話 ・大阪 (361 ) 1  3  0  1  ( 大代〉

公 害 部 門

大 気 汚染 産 業 廃 水 を

一 挙 に 解消 /

信 頼 さ れ る

バイオニヤ. グ

※ M P ボイラ
ボ パ

イ l

ラナ

部

門

米 T P 水 管 ボ イ ラ

( 日本 鋼 管 業 務提 携製 品 )

※ M P- 3 T バ ー ナ

米 M P- メカバ ー ナ

米ガスリアクタ

( 産業廃水 処 理装置)

: ''-' 3  

・ぷ泊五ι，
炉筒煙管ボイラ の元祖

昭和28年に第 1 号缶 を

東京伊勢丹百貨庖 に納入

株式会社平川鉄工所

本 社 ・ 工 場 大 阪 市 大 淀 区 大 淀 町 北 1 丁 目11番 地 電 話 大 阪 ( 458 ) 8681( 代)

東 京 支 底 点 京 都 中央 区 八 重洲 6 の 7 械 辺 統 ピル 屯 話東 京 ( 272 ) 2721( 代)

名 古 屋 営業 所 名 古 屋 市 中 区 新 栄 町 1 の 6 中 日 ピ J レ 包 括 名 古屋 ( 262 ) 2451( 代)

札 幌 26- 8  0  1  8 福 岡 76- 3  1  4  6  滋 伐 工 励 ( 里子洲 7 ) - 1  4  5  0  

- ご入会のお 申込みは・社団法人 日本建築協会 大阪市東区北浜3- 37 電路大阪 (231)9648・9649・9640 振替口座大阪39975番

‘  

定価 300円 (送料共)


